
　　QCX+ CW Transceiver

　　　                                                 
QCX+ 5W CW   トランシーバーキット組み立て指示書み立て指示書立て指示書て指示書指示書  

その２
（ファイルサイズが大きいため文書をが大きいため文書を大きいため文書をきいため文書を文書を 2 部に分けてあります）に分けてあります）分けてあります）けて指示書あります）

The “QCX+”: シングルバンド　高性能５ W CW トランシーバ
内蔵アラインメント調整、内蔵テスト機構アラインメント調整、内蔵アラインメント調整、内蔵テスト機構テスト機構

Iambic キーヤー、WSPR ビーコンモード、更に多数・・・に分けてあります）多数・・・
Designed and produced by QRP Labs, 2017-2020

pictured with:

Heil Sound Pro Set 3 headphones https://heilsound.com/products/pro-set-3/

and

Palm Radio pico paddle http://palm-radio.de

日本語訳；　by　JK1EDS　（Max　Satoh）
誤訳による損害等には責任を持ちません。　ご了承ください。損害等には責任を持ちません。　ご了承ください。には責任を持ちません。　ご了承ください。責任を持ちません。　ご了承ください。を持ちません。　ご了承ください。持ちません。　ご了承ください。ちません。　ご了承ください。了承ください。ください。

内容
3.56 フロントパネル PCB に抵抗 R44 とR65 を持ちません。　ご了承ください。取り付けるり付ける付けるける損害等には責任を持ちません。　ご了承ください。............................................................4

3.57 270 オーム抵抗　抵抗　R48 を持ちません。　ご了承ください。取り付けるり付ける付けるける損害等には責任を持ちません。　ご了承ください。.....................................................................................4
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3.56 フロントパネル PCB に抵抗抵抗 R44 と R65 を取り付ける取り付けるり付ける付けるける
R44 と R65 は 3.3KΩΩ の抵抗です。抵抗です。です。
カラーコードは、オレンジは、オレンジオレンジ-オレンジ-黒-茶-茶です。　フロントフロント PCB に下記のように取り付けます下記のように取り付けますの抵抗です。ように下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけます。

3.57 270 オーム抵抗　抵抗　R48 を取り付ける取り付けるり付ける付けるける
カラーコードは、オレンジは、オレンジ赤-紫-黒-黒-茶　フロントです。

3.58 1KΩ Ω 抵抗 R45　を取り付ける取り付けるり付ける付けるける
カラーコードは、オレンジは、オレンジ茶-黒-黒-茶-茶　フロントです。

3.59 10KΩ Ω　抵抗 R46　を取り付ける取り付けるり付ける付けるける
カラーコードは、オレンジは、オレンジ茶-黒-黒-赤-茶　フロントです。
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3.60 2x5-ピンヘッダー　コネクターソケット　JP1　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
この抵抗です。 2x5-x5-ピンヘッダーは、オレンジフロントパネル PCB の抵抗です。底側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけねばなり付けますません！
2x5-ピンヘッダー　フロントコネクターソケットを PCB の抵抗です。逆（底）側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます取り付けますり付けますつけます。　フロントそれはメインリ
ア―PCB の抵抗です。ピンヘッダープラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されることに下記のように取り付けますなり付けますます。　フロント最大の注意をもって、の抵抗です。注意をもって、をもって、オレンジ PCB の抵抗です。正
しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます、オレンジこれを半田付けますけしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロント今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うと、オレンジ後で取り外すことが不可能になります。で取り付けますり付けます外すことが不可能になります。すことが不可能になります。不可能になります。に下記のように取り付けますなり付けますます。
ピンは半田付けますけするに下記のように取り付けますは少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。めです。　フロント半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。の抵抗です。温度がやりやすいでしょう。が不可能になります。やり付けますやすい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしょう。
コネクターの抵抗です。ボディがが不可能になります。 PCB の抵抗です。底側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます乗ります。　半田付けはり付けますます。　フロント半田付けますけは PCB の抵抗です。正面側に取り付けねばなりません！から行います。行います。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。

3.61 2 つの取り付け 2x3-ピンヘッダー　コネクターソケット JP2、JP3 の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
この抵抗です。 2x5-x3-ピンヘッダーは、オレンジフロントパネル PCB の抵抗です。底側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけねばなり付けますません！
2x3-ピンヘッダー　フロントコネクターソケットを PCB の抵抗です。逆（底）側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます取り付けますり付けますつけます。　フロントこれら行います。はメイン
リア QCX+　フロントPCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。ピンヘッダー　フロントプラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、と接続されることになります。　最大の注意をもって、されることに下記のように取り付けますなり付けますます。　フロント取り付けますり付けます付けますけは前の項をの抵抗です。項をを
参照してください。　同じようにして取り付けます。してください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロント同じようにして取り付けます。じように下記のように取り付けますして取り付けますり付けます付けますけます。
最大の注意をもって、の注意をもって、注意をもって、をもって、PCBの注意をもって、正しい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外しい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外けしてください側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外。今間違うと、後で取り外今間違うと、後で取り外うと、後で取り外で取り外取り外り外外
すことが不可能になります。不可能になります。になり外ます。今間違うと、後で取り外
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3.62 22KΩ Ω　トリマー　ポテンションメーター R47　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
22KΩΩ の抵抗です。トリマー　フロントポテンションメーターは、オレンジこれも、オレンジフロントパネル PCB の抵抗です。逆（底）側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けます
けねばなり付けますません。　フロントPCB の抵抗です。表（前の項を）側に取り付けねばなりません！から行います。注意をもって、深くピンを半田付けします。　このトリマー　ポくピンを半田付けますけします。　フロントこの抵抗です。トリマー　フロントポ
テンションメーターは、オレンジLCD モジュールの抵抗です。下に下記のように取り付けますなり付けますますから行います。 PCB の抵抗です。裏側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます取り付けますり付けますつけねばなら行います。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
の抵抗です。です。

3.63 ボタンスイッチ　S2 と S3　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
2x5- つの抵抗です。 6x6x12x6x12㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。タクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。ように下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけます。　フロントボタンキャップもボタン
に下記のように取り付けます取り付けますり付けますつけます。
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3.64 On/Off スイッチ S1　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
オン/オフスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンに下記のように取り付けますは向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態きが不可能になります。あり付けますます。　フロント正しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態きで取り付けますり付けます付けますけます。　フロントボタンを押しこんだ状態しこんだ状態
が不可能になります。“ON””に下記のように取り付けますなり付けます、オレンジボタンが不可能になります。飛び出た状態が“び出た状態が“出た状態が“た状態が“状態が不可能になります。“OFF"となり付けますます。
正しい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外しい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外向きは、スイッチ前面の白いボディの中にある小さい黒い四角形、が左になるように：黒のきは、スイッチ前面の白いボディの中にある小さい黒い四角形、が左になるように：黒の前面の白いボディの中にある小さい黒い四角形、が左になるように：黒のの注意をもって、白いボディの中にある小さい黒い四角形、が左になるように：黒のい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外ボディの中にある小さい黒い四角形、が左になるように：黒のの注意をもって、中にある小さい黒い四角形、が左になるように：黒のにある小さい黒い四角形、が左になるように：黒の小さい黒い四角形、が左になるように：黒のさい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外黒い四角形、が左になるように：黒のい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外四角形、が不可能になります。左になるように：黒のになる小さい黒い四角形、が左になるように：黒のように：黒の黒い四角形、が左になるように：黒のの注意をもって、
2本線がスイッチボディの右側になるように配置します。が不可能になります。スイッチ前面の白いボディの中にある小さい黒い四角形、が左になるように：黒のボディの中にある小さい黒い四角形、が左になるように：黒のの注意をもって、右側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外になる小さい黒い四角形、が左になるように：黒のように配置します。します。今間違うと、後で取り外

3.65 ロータリー　エンコーダー　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
この抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンに下記のように取り付けますは、オレンジ７つの抵抗です。半田用パッドがついています：パッドは、オレンジが不可能になります。つい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます：5 つが不可能になります。電気的接続されることになります。　最大の注意をもって、用パッドがついています：で、オレンジ2x5- つの抵抗です。大の注意をもって、きい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。タ
ブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がの抵抗です。た状態が“めです。　フロント大の注意をもって、きい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。グに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジタブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がは、オレンジうまく半田付けますけするに下記のように取り付けますはより付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。熱がが不可能になります。
必要です。です。
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3.66 ゲインコントロール　ポテンションメーター（ボリューム抵抗　）　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
ポテンションメーターから行います。ナットを取り付けますり付けます外すことが不可能になります。します。　フロントシャフトを PCB の抵抗です。穴に通し、注意してボルトに下記のように取り付けます通し、注意してボルトし、オレンジ注意をもって、してボルト
を取り付けますり付けます付けますけ、オレンジプライヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャめ付けますけます。　フロントメタルケース上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます空転防止用パッドがついています：の抵抗です。タブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がが不可能になります。あり付けます、オレンジメインシャ
フトの抵抗です。穴に通し、注意してボルトの抵抗です。右側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます小さい穴にフィットします。　タブ穴はさい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。穴に通し、注意してボルトに下記のように取り付けますフィがットします。　フロントタブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が穴に通し、注意してボルトは C52 に下記のように取り付けます近く、ポテンションメーターの右く、オレンジポテンションメーターの抵抗です。右
に下記のように取り付けますあり付けますます。　フロントナットの抵抗です。締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャめ込み時に、ピンが、対応するみ時に、ピンが、対応する時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます、オレンジピンが不可能になります。、オレンジ対応するする PCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。パッドは、オレンジと整列するように確かするように下記のように取り付けます確かか
めてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントこの注意をもって、ポテンションメーターに関しては注意をもって対処してください。　ナットしては注意をもって、をもって対処してください。　ナットしてください側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外。今間違うと、後で取り外　ナットナット
は締め過ぎないように。　ポテンションメーターはデリケートな部品ですから。め過ぎないように。　ポテンションメーターはデリケートな部品ですから。過ぎないように。　ポテンションメーターはデリケートな部品ですから。ぎない側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外ように。今間違うと、後で取り外　ナットポテンションメーターはデリケートな部品ですから。で取り外すから。今間違うと、後で取り外
3 本の部品足の切れ端をの抵抗です。部品足の切れ端をの抵抗です。切れ端をれ端をを PCB の抵抗です。穴に通し、注意してボルトに下記のように取り付けます半田付けますけします。　フロントそしてそれら行います。の抵抗です。他の端をゲインコントローの抵抗です。端ををゲインコントロー
ル（音量調節）用パッドがついています：ポテンションメーター（可変抵抗です。器）の抵抗です。各電極に半田付けします。に下記のように取り付けます半田付けますけします。

3.67 LCD（液晶）モジュール　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
LCD モジュールは、オレンジ本の部品足の切れ端を来、オレンジ半田で取り付けますり付けます付けますけます。　フロントもともとコネクターを使ったプラグイン取り付った状態が“プラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、イン取り付けますり付けます付けます
けではない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。ですが不可能になります。、オレンジここでは 1x16-x16-ピンヘッダーコネクタを使ったプラグイン取り付って、オレンジフロントパネル PCB と
LCD モジュールとの抵抗です。配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　り付けますます。　フロント下図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。オレンジ色で示した位置です。　で示した位置です。　した状態が“位置です。　です。　フロント
正しく位置です。　取り付けますり付けますするた状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジ2x5- つの抵抗です。黒い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 2x5-0㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン長のの抵抗です。 M3 ネジを LCD の抵抗です。 2x5- つの抵抗です。穴に通し、注意してボルトに下記のように取り付けます取り付けますり付けますつけます。
下図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。赤でしめした状態が“位置です。　です。　フロントM3 の抵抗です。ナイロンナットを各ネジに下記のように取り付けますねじ込み時に、ピンが、対応するみ時に、ピンが、対応するます。　フロントネジをフロン
トパネル PCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。対応するする穴に通し、注意してボルトに下記のように取り付けます押しこんだ状態し込み時に、ピンが、対応するみ時に、ピンが、対応するます。　フロントこの抵抗です。時に、ピンが、対応する 1x16-x16-ピンヘッダーの抵抗です。ボディがを、オレンジLCD と
フロントパネル PCB でサンドは、オレンジイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンします。　フロント1x16-x16-ピンヘッダーの抵抗です。向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態きは、オレンジピンの抵抗です。ショートエン
ドは、オレンジが不可能になります。 LCD モジュールの抵抗です。前の項を面から行います。出た状態が“て、オレンジピンの抵抗です。ロングに接続されることになります。　最大の注意をもって、エンドは、オレンジが不可能になります。フロントパネル PCB の抵抗です。裏側に取り付けねばなりません！から行います。くる
形になります。　そしてに下記のように取り付けますなり付けますます。　フロントそして M3 ナイロンナットで、オレンジLCD モジュールをしっかり付けますと正しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。位置です。　に下記のように取り付けますして、オレンジ
固定します。
この抵抗です。段階では、では、オレンジLCD モジュールの抵抗です。下部の抵抗です。 2x5- つの抵抗です。隅をフロントパネルをフロントパネル PCB に下記のように取り付けます固定するた状態が“めの抵抗です。、オレンジ2x5- つ
の抵抗です。ネジで固定することは必要です。あり付けますません。　フロントこの抵抗です。ネジは、オレンジい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ずれに下記のように取り付けますせよ、オレンジも一度がやりやすいでしょう。取り付けますり付けます外すことが不可能になります。すの抵抗です。で
（QCX+の抵抗です。標準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無エンクロージャーに下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無れることを想定してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます）この抵抗です。段階では、で取り付けますり付けます付けますける必要です。が不可能になります。無
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。です。
自作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　の抵抗です。エンクロージャーを使ったプラグイン取り付う場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジ必要です。なら行います。ばネジを取り付けますり付けます付けますけてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
注：SW1（ロータリーエンコーダー）の抵抗です。隣のネジは、ロータリーエンコーダーのピンがあるので、の抵抗です。ネジは、オレンジロータリーエンコーダーの抵抗です。ピンが不可能になります。あるの抵抗です。で、オレンジ
干渉します。　でも、フィットするように出来ています。　忍耐強くやってください。　します。　フロントでも、オレンジフィがットするように下記のように取り付けます出た状態が“来てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント忍耐強くやってください。　くやってください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロント
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さて、オレンジここで LCD モジュールが不可能になります。所定の抵抗です。位置です。　に下記のように取り付けますボルト締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャめ出た状態が“来ました状態が“、オレンジ間に下記のように取り付けます 1x16-x16-ピンヘッダーが不可能になります。
あり付けますます。　フロントピンを両側に取り付けねばなりません！から行います。半田付けますけする必要です。が不可能になります。あり付けますます：LCD モジュールの抵抗です。前の項を面から行います。、オレンジと、オレンジフロ
ントパネル PCB の抵抗です。裏側に取り付けねばなりません！から行います。、オレンジの抵抗です。半田付けますけに下記のように取り付けますなり付けますます。
注意をもって、：LCD モジュールの抵抗です。中央のの抵抗です。 4つの抵抗です。ピンは、オレンジどこに下記のように取り付けますも接続されることになります。　最大の注意をもって、されません。　フロント必要です。なら行います。ば、オレンジこれら行います。
（4つの抵抗です。ピン）は省略できます。　その場合、できます。　フロントその抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ1x16-x16-ピンヘッダーを次のの抵抗です。 3 つの抵抗です。断片に分けます：に下記のように取り付けます分けます：けます：
• 1x6-pin セクション LCD モジュールの抵抗です。ピン 1x16--6x6x12、オレンジ 左側に取り付けねばなりません！
• 1x6-pin セクション LCD モジュールの抵抗です。ピン 1x16-1x16--1x16-6x6x12 、オレンジ右側に取り付けねばなりません！
• 1x4-pin セクション 中央の部はギャップとして放置です。　、オレンジそうすればその抵抗です。 4ピンヘッダーは必要です。なら行います。ば
他の端をゲインコントローの抵抗です。用パッドがついています：途に使えます：例えば、メインボードのに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付えます：例えば、メインボードのえば、オレンジメインボードは、オレンジの抵抗です。 DVM/RF　フロントパワーヘッダーの抵抗です。コネクタなんかに下記のように取り付けます。

3.68 つまみ　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
黒い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ツマミがが不可能になります。 2x5- つ入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント１つはロータリーエンコーダー用パッドがついています：、オレンジもう一つはゲインコント
ロール（音量調節）用パッドがついています：です。　フロントゲインコントロールつまみ時に、ピンが、対応するを取り付けますり付けます付けますけた状態が“ら行います。、オレンジ反時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱり付けますに下記のように取り付けます目の温度がやりやすいでしょう。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。っぱ
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。回りに目いっぱした状態が“時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます、オレンジつまみ時に、ピンが、対応するの抵抗です。白いポインターがい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ポインターが不可能になります。 PCB の抵抗です。左下コーナーに下記のように取り付けます向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態くように下記のように取り付けますしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントこ
れが不可能になります。音量調節つまみ時に、ピンが、対応するの抵抗です。従来の抵抗です。位置です。　です。　フロントQCX+の抵抗です。公式エンクロージャーを使う場合、無線機をエエンクロージャーを使ったプラグイン取り付う場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機をエ
ンクロージャーに下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけた状態が“後で取り外すことが不可能になります。でつまみ時に、ピンが、対応するを合は、必要ならばネジを取り付けてください。わせる必要です。が不可能になります。あり付けますます。　フロントエンクロージャーに下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無れる
前の項をに下記のように取り付けます無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機をテストした状態が“ければ、オレンジ今一時に、ピンが、対応する的に下記のように取り付けますつまみ時に、ピンが、対応するを合は、必要ならばネジを取り付けてください。わせてもよい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしょう。
3.69 オプションの取り付け TCXO モジュール　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
TXCO モ ジ ュ ー ル の抵抗です。 取り付けます り付けます 付けます け に下記のように取り付けます は 、オレンジ
XTAL2（27MHz 水晶発振器）と C2（0.1μFF キャ
パシタ、オレンジコードは、オレンジ“1x16-04”）を取り付けますり付けます付けますけてない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことが不可能になります。必
要です。です。　フロントもし、オレンジこれを後で取り外すことが不可能になります。付けますけする場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けますは、オレンジC2
と XTAL2 を取り付けますり付けます外すことが不可能になります。し、オレンジ理想的に下記のように取り付けますは取り付けます付けます穴に通し、注意してボルトを綺麗にに下記のように取り付けます
する必要です。が不可能になります。あり付けますます。　フロントさもなければ、オレンジ単に穴をに下記のように取り付けます穴に通し、注意してボルトを
熱がし、オレンジ部品の抵抗です。足の切れ端をの抵抗です。切れ端をれ端をを穴に通し、注意してボルトに下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無れるの抵抗です。でも良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
でしょう。　フロント小さい穴にフィットします。　タブ穴はさい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 TCXO モジュールの抵抗です。 PCB は、オレンジ
写真のように、の抵抗です。ように下記のように取り付けます、オレンジXTAL2 の抵抗です。位置です。　に下記のように取り付けます取り付けますり付けますつけます。
2x5-7MHzMHz 水晶発振器と入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無れ替えます。　えます。　フロントTCXO モ
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ジュールに下記のように取り付けますは切れ端をり付けます取り付けますら行います。れた状態が“窓があり、それはが不可能になります。あり付けます、オレンジそれは IC1（Si5351A）の抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けますかぶさり付けますます。　フロントTCXO モ
ジュール基板はメインはメイン QCX+基板はメインの抵抗です。表面に下記のように取り付けますかぶさるように下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけます。
注：TCXO モジュールは 0.8㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン厚の基板で片側のみの表面実装です。　パッドは非常にデリケートの抵抗です。基板はメインで片に分けます：側に取り付けねばなりません！の抵抗です。み時に、ピンが、対応するの抵抗です。表面実装です。　パッドは非常にデリケートです。　フロントパッドは、オレンジは非常にデリケートに下記のように取り付けますデリケート
で、オレンジ半田の抵抗です。取り付けますり付けます外すことが不可能になります。し、オレンジ付けますけ替えます。　えに下記のように取り付けますは耐えら行います。れません。　フロント言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。換えれば、最初にこれを正しくかつ非えれば、オレンジ最初にこれを正しくかつ非に下記のように取り付けますこれを正しくかつ非
常にデリケートに下記のように取り付けます注意をもって、深くピンを半田付けします。　このトリマー　ポく行います。う必要です。が不可能になります。あり付けますます。　フロントTCXO モジュールは、オレンジ以下の抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。示した位置です。　すように下記のように取り付けます、オレンジ3 か所の抵抗です。接点
を必要です。とします：　フロントOUT、オレンジVDD、オレンジGN”D、オレンジです。　フロント部品（抵抗です。など）の抵抗です。足の切れ端をの抵抗です。切れ端をれ端をを 3 本の部品足の切れ端を、オレンジこの抵抗です。目の温度がやりやすいでしょう。
的に下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
穴に通し、注意してボルトに下記のように取り付けます通し、注意してボルトし、オレンジQCX+ 基板はメインの抵抗です。裏側に取り付けねばなりません！で半田付けますけし、オレンジ他の端をゲインコントローの抵抗です。端をを TCXO モジュール基板はメインの抵抗です。表面で半田付けますけし
ます。
注意をもって、：TCXO モジュールを使ったプラグイン取り付うときは、オレンジ基準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無周波数の設定はの抵抗です。設定は 2x5-5,000,000MHzでなければなり付けますませ
ん、オレンジ省略できます。　その場合、値のの抵抗です。 2x5-7MHz,004,000MHzではあり付けますません。　フロントこの抵抗です。ことは以下の抵抗です。初にこれを正しくかつ非期設定の抵抗です。指示した位置です。　に下記のように取り付けますてさら行います。に下記のように取り付けます記のように取り付けます
述します。します。
この抵抗です。ことは、オレンジQCX+が不可能になります。 2x5-5MHz基準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無（TCXO モジュール）でも 2x5-7MHzMHz（水晶発振）でも運用パッドがついています：でき
るから行います。なの抵抗です。です。　フロントしかし、オレンジどちら行います。を取り付けますり付けます付けますけた状態が“の抵抗です。かを無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機に下記のように取り付けます伝えねばなりません！えねばなり付けますません！

無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機の抵抗です。正面から行います。見た写真：た状態が“写真のように、：
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ｌ 3.70 マイクロコントローラー　の取り付け取り付けるり付ける付けるけ
IC2、オレンジプログに接続されることになります。　最大の注意をもって、ラムされた　された状態が“　フロントATmega328P　フロントマイクロコントローラーを、オレンジQCX+の抵抗です。 PCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。 2x5-8-ピン
DiP ソケットに下記のように取り付けます取り付けますり付けますつけます。　フロントチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。ディがンプル（丸いへこみ）がい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。へこみ時に、ピンが、対応する）が不可能になります。 2x5-8-ピン DIP ソケット上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を
の抵抗です。ディがンプルと同じようにして取り付けます。じ方向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態を向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態くように下記のように取り付けます注意をもって、します。　フロントDIP ソケットは既にに下記のように取り付けます PCB シルクスクリーンの抵抗です。
ディがンプルと同じようにして取り付けます。じ向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態きに下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけてあり付けますますね。

3.71 2 つの取り付け基板の接続の取り付け接続
最後で取り外すことが不可能になります。に下記のように取り付けます、オレンジ注意をもって、して 2x5- つの抵抗です。回りに目いっぱ路基板はメインを接続されることになります。　最大の注意をもって、します。　フロントキットの抵抗です。組立は、この段階が終われば完了では、オレンジこの抵抗です。段階では、が不可能になります。終われば完了でわれば完了でで
す！
オプションの抵抗です。エンクロージャーに下記のように取り付けます格納する場合は、基板同士を接続するまえに、フロントパネルする場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジ基板はメイン同じようにして取り付けます。士を接続するまえに、フロントパネルを接続されることになります。　最大の注意をもって、するまえに下記のように取り付けます、オレンジフロントパネル
PCB をエンクロージャーの抵抗です。フロントパネルに下記のように取り付けます乗ります。　半田付けはせてしまう方が不可能になります。簡単に穴をに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。できます。
3.72 オプションの取り付けエンクロージャー　に抵抗取り付けるり付ける付けるける
QCX+ PCBs  は 、オレンジ QRP Labs の抵抗です。 QCX+ ア ルミがニエ ン ク ロ ー
ジャーに下記のように取り付けます完璧に合うように設計されています。に下記のように取り付けます合は、必要ならばネジを取り付けてください。うように下記のように取り付けます設計されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
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取り付けますり付けます付けますけは、オレンジ極に半田付けします。く簡単に穴をでほとんど直感的に下記のように取り付けますできます。
1x16-．最初にこれを正しくかつ非に下記のように取り付けますフロントパネルを LCD モジュールに下記のように取り付けますボルトで

止めます。　フロントこれはエンクロージャー組み時に、ピンが、対応する立は、この段階が終われば完了でての抵抗です。唯一トリッキーな部分けます：です。LCD モ
ジュールの抵抗です。 4つの抵抗です。角がフロントパネルにが不可能になります。フロントパネルに下記のように取り付けます 2x5-0㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。黒い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ネジでボルト留めされます。（右めされます。（右
の抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンを参照してください。　同じようにして取り付けます。）　フロントロータリーエンコーダー近く、ポテンションメーターの右くに下記のように取り付けますあるネジは特に面倒です。　しかし、に下記のように取り付けます面倒です。　しかし、です。　フロントしかし、オレンジ
これを正確かに下記のように取り付けます完全に組み立てることは機械的観点から重要です。に下記のように取り付けます組み時に、ピンが、対応する立は、この段階が終われば完了でてることは機械的観点から行います。重要です。です。この抵抗です。仕事を簡単にすを簡単に穴をに下記のように取り付けますす
るに下記のように取り付けますは、オレンジ7MHz㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン長のの抵抗です。ナイロンスペーサー内を黒ネジを回して通し、を黒ネジを回りに目いっぱして通し、注意してボルトし、オレンジLCD モジュールとフ
ロントパネル基板はメインの抵抗です。間の抵抗です。 M3 ナットも同じようにして取り付けます。様に通し：そして最後のナットでフロントパに下記のように取り付けます通し、注意してボルトし：そして最後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。ナットでフロントパ
ネル基板はメインを締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャめ付けますける、オレンジように下記のように取り付けますします。

2x5-. 次のに下記のように取り付けます、オレンジQCX+　フロントメイン PCB を水平にスライドして、押し出し成形されたエンクローに下記のように取り付けますスライドは、オレンジして、オレンジ押しこんだ状態し出た状態が“し成形になります。　そしてされた状態が“エンクロー
ジャーの抵抗です。中央のの抵抗です。溝に入れます。　これは底の方の半分になります。に下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無れます。　フロントこれは底の抵抗です。方の抵抗です。半分けます：に下記のように取り付けますなり付けますます。

3. BN”C コネクタの抵抗です。ワッシャーとナットを取り付けますり付けます外すことが不可能になります。し、オレンジQCX+の抵抗です。リアパネルコネクターを、オレンジ対
応するするリアパネルの抵抗です。穴に通し、注意してボルトに下記のように取り付けますスライドは、オレンジして入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無れます。　フロントそれから行います。、オレンジ BN”C コネクタの抵抗です。ワッ
シャーとナットを嵌めて固定します。　（リアパネルと傷つけないように気をつけてくめて固定します。　フロント（リアパネルと傷つけないように気をつけてくつけない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ように下記のように取り付けます気をつけてく
ださい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。）

4.リアパネルを押しこんだ状態し出た状態が“し成形になります。　そしての抵抗です。下半分けます：をボルト止めします。　フロントこれに下記のように取り付けますは 8つあるネジの抵抗です。う
ちの抵抗です。 2x5- つを使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。

5. 2x5- つの抵抗です。基板はメインを１つに下記のように取り付けます繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。で、オレンジフロントパネルを押しこんだ状態し出た状態が“し成形になります。　そしての抵抗です。下半分けます：に下記のように取り付けますボルトで取り付けますり付けます付けます
けます。　フロントこの抵抗です。時に、ピンが、対応する、オレンジ8本の部品足の切れ端をあるネジの抵抗です。うちの抵抗です。 2x5- 本の部品足の切れ端をを使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。

6x6x12. 押しこんだ状態し出た状態が“し成形になります。　そしての抵抗です。下半分けます：の抵抗です。角がフロントパネルにの抵抗です。適当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。な位置です。　に下記のように取り付けます、オレンジ自己接着の足を貼り付けて立たせます。の抵抗です。足の切れ端をを貼り付けて立たせます。り付けます付けますけて立は、この段階が終われば完了でた状態が“せます。
7MHz. すべての抵抗です。調整が不可能になります。終われば完了でわり付けます、オレンジ無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機が不可能になります。動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　を始めたら、押し出し成形の上半分を被せてめた状態が“ら行います。、オレンジ押しこんだ状態し出た状態が“し成形になります。　そしての抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を半分けます：を被せてせて 4つ

の抵抗です。ネジで固定します。（2x5- つの抵抗です。ネジをフロントパネルの抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。コーナーに下記のように取り付けます、オレンジ残りり付けます 2x5- つの抵抗です。ネ
ジをリアパネルの抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。コーナーに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。）
注意をもって、：上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を下に下記のように取り付けます押しこんだ状態し出た状態が“し成型は同じものです；片側はは同じようにして取り付けます。じもの抵抗です。です；片側は片に分けます：側に取り付けねばなりません！は U字の溝（の抵抗です。溝に入れます。　これは底の方の半分になります。（-）で、オレンジ他の端をゲインコントロー方は I字の溝（の抵抗です。舌
（+）に下記のように取り付けますなってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。（tongue-groove connection）　フロント上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を下の抵抗です。ボックスは、オレンジU-Iセ
クション を咬み合わせれば、正しく組み合うようになっています。 もし綺麗にかみ合み時に、ピンが、対応する合は、必要ならばネジを取り付けてください。わせれば、オレンジ正しく組み時に、ピンが、対応する合は、必要ならばネジを取り付けてください。うように下記のように取り付けますなってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。 もし綺麗にに下記のように取り付けますかみ時に、ピンが、対応する合は、必要ならばネジを取り付けてください。
わない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を半分けます：を 1x16-80 度がやりやすいでしょう。回りに目いっぱしてもう一度がやりやすいでしょう。やってみ時に、ピンが、対応するてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。

3.73 基本操作のために必要な接続についての取り付けために抵抗必要な接続についてな接続について接続に抵抗ついて
基本の部品足の切れ端を的なトランシーバーの抵抗です。操作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　の抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けますは以下の抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。必要です。です：
1x16-) 電源供給
送信にはに下記のように取り付けますは 0.5Aかもうちょっと供給できる電源供給が不可能になります。必要です。です。　フロント供給電圧はは 7MHzVから行います。 1x16-6x6x12Vで、オレンジRF
パワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は供給電圧はに下記のように取り付けます依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　します。（供給電圧はが不可能になります。高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ほど出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　パワーは高くなり付けますます。）　フロント5W
以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をはお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほと勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとめしません。　フロントオーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとが不可能になります。壊れることにつながります。　ほとれることに下記のように取り付けますつなが不可能になります。り付けますます。　フロントほと
んどの抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ1x16-3.8Vで十分けます：で、オレンジ1x16-6x6x12Vだとパワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　が不可能になります。高すぎます。　フロント7MHz805 電圧はレギュレーターは
ヒートシンクを必要です。としてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません；片側はが不可能になります。、オレンジ供給電圧はが不可能になります。増えるに下記のように取り付けますつれて熱が生成が不可能になります。増え、オレンジ1x16-6x6x12V供給では
IC はとても熱がくなって触れないほどになります。れない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ほどに下記のように取り付けますなり付けますます。
オプションの抵抗です。アルミがエンクロージャーを購入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無した状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ7MHz805 の抵抗です。金属タブはエンクロージャーのリアタブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がはエンクロージャーの抵抗です。リア
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パネルに下記のように取り付けますヒートシンクとしてボルト留めされます。（右めされます。　フロントQCX+の抵抗です。公式エンクロージャーを使う場合、無線機をエの抵抗です。アッセンブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がリー　フロントRev.1.04
89エンクロージャーを使ったプラグイン取り付わない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。で、オレンジより付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。供給電圧はで運用パッドがついています：することを意をもって、図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けますは、オレンジ
代替えます。　案として、小さなヒートシンクをとして、オレンジ小さい穴にフィットします。　タブ穴はさなヒートシンクを 7MHz805 電圧はレキュレーターに下記のように取り付けます取り付けますり付けますつけても構いません。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません。
2x5-.1x16-㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。 DC コネクタープラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。必要です。です；片側はセンターピンが不可能になります。+で、オレンジ胴がグランド（が不可能になります。グに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジ（-）です。
2x5-) イヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホン
イヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホンは、オレンジどんなステレオイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホンでもい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。です。　フロントオーディがオ用パッドがついています：でも携帯電話用パッドがついています：でも 3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。
ステレオプラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。付けますい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。た状態が“もの抵抗です。なら行います。何でも構いません。　これらは共通してでも構いません。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません。　フロントこれら行います。は共通し、注意してボルトして 32x5-Ω インピーダンスです
何でも構いません。　これらは共通して人かの人は、低インピーダンス、かの抵抗です。人かの人は、低インピーダンス、は、オレンジ低インピーダンス、インピーダンス、オレンジ4Ω とか 8Ω スピーカーの抵抗です。ような、オレンジを接続されることになります。　最大の注意をもって、すると、オレンジオーディがオ運
用パッドがついています：が不可能になります。不安定に下記のように取り付けますなることに下記のように取り付けます気づい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます；片側はこれは出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　オペアンプ IC（IC10）が不可能になります。必要です。なパワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　
を供給できない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。から行います。です。
3) アンテナ　フロントシステムされた　
RF 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は、オレンジフィがルターされた状態が“ 50ΩBN”C 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　で、オレンジ通し、注意してボルト常にデリケートの抵抗です。アンテナ　フロントシステムされた　（アンテナと、オレンジ場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けます
より付けますマッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンングに接続されることになります。　最大の注意をもって、ユニット）に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、します。
4) ストレートキー　フロントまた状態が“は　フロントパドは、オレンジル
QCX+トランシーバーを運用パッドがついています：するに下記のように取り付けますは、オレンジストレートキーまた状態が“はパドは、オレンジルを 3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンステレオプラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、で適
切れ端をなジャックに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、せねばなり付けますません。　フロントシールドは、オレンジ（また状態が“は主ボディ）がグランドです。　実は、ボディが）が不可能になります。グに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジです。　フロント実は、オレンジ
チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップやリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、（パドは、オレンジルの抵抗です。ドは、オレンジットやダッシュ）が不可能になります。どっちに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ても問題ではないんです。ではない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。んです。
もし、オレンジ間違うと、後で取り外すことが不可能になります。った状態が“なら行います。、オレンジ運用パッドがついています：時に、ピンが、対応するの抵抗です。設定でそれら行います。をスワップするメニュ設定項を目の温度がやりやすいでしょう。が不可能になります。あるの抵抗です。です。
同じようにして取り付けます。様に通し：そして最後のナットでフロントパに下記のように取り付けます、オレンジストレートキーを使ったプラグイン取り付う場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジあなた状態が“はファームされた　ウエアでその抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、を、オレンジ”チップ、リング、チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップ、オレンジリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、、オレンジ
また状態が“は、オレンジ両方に下記のように取り付けますする”チップ、リング、を選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、ぶことが不可能になります。できます；片側はこれでストレートキーを使ったプラグイン取り付う場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けます、オレンジ3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。モノプ
ラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。使ったプラグイン取り付用パッドがついています：が不可能になります。可能になります。に下記のように取り付けますなり付けますます。
3.74 調節（Adjustment）と　調整(Alignment)Alignment)

はじめて無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機に下記のように取り付けますパワーを入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無れる時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます（そして、オレンジはじめて ON”/OFF ボタンを ON” に下記のように取り付けますした状態が“時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます）、オレンジ
最初にこれを正しくかつ非に下記のように取り付けます気が不可能になります。付けますくことは、オレンジた状態が“ぶん、オレンジLCD画面に下記のように取り付けます何でも構いません。　これらは共通しても表示した位置です。　されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことです
この抵抗です。理由は、まだあなたがは、オレンジまだあなた状態が“が不可能になります。 LCD の抵抗です。コントラスト用パッドがついています：トリマー　フロントポテンションメーターを調節してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。から行います。です。　フロントフロントパネル基板はメインの抵抗です。裏側に取り付けねばなりません！、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を左側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けますある R47です！
スクリュードは、オレンジライバーでそれを調節（右左に下記のように取り付けます回りに目いっぱす）し、オレンジ画面上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。テキストが不可能になります。見た写真：えるように下記のように取り付けますします。
次のの抵抗です。テキストが不可能になります。画面上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます見た写真：えてくるでしょう：

この抵抗です。画面が不可能になります。でた状態が“ら行います。、オレンジロータリーエンコーダーの抵抗です。ツマミがを回りに目いっぱしてキットを構いません。築したバンドを選びますした状態が“バンドは、オレンジを選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、び出た状態が“ます。
そして、オレンジ真のように、ん中の抵抗です。ボタンを押しこんだ状態して選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、択を完了します。を完了でします。
さら行います。に下記のように取り付けます 4つ、オレンジ調節項を目の温度がやりやすいでしょう。が不可能になります。あり付けます、オレンジ調整手順の一部として調節を行います。の抵抗です。一部として調節を行います。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
調節とは：
・バンドは、オレンジ‐パス　フロントトリマー　フロントキャパシタをピークに下記のように取り付けますする　フロントC1
 I-Q　フロント増幅が壊れることにつながります。　ほとバランス　フロントR27
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 オーディがオフェース　フロントシフトの抵抗です。調節　フロントR17　フロントと　フロントR24
これら行います。を調節するまで、オレンジ無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機の抵抗です。感度がやりやすいでしょう。は非常にデリケートに下記のように取り付けます低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことに下記のように取り付けますなるでしょう。　フロントだから行います。、オレンジ先に進む前にに下記のように取り付けます進む前にむ前に前の項をに下記のように取り付けます 、オレンジ
これをはじめに下記のように取り付けますやってください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。！
これら行います。 4つの抵抗です。調節の抵抗です。場所を次のの抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンに下記のように取り付けます示した位置です。　します。

要です。約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、すると：無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機に下記のように取り付けます内を黒ネジを回して通し、蔵された調整ツールは、された状態が“調整ツールは、オレンジ
・信には号発生器　フロント-　フロント信には号を RF フロントエンドは、オレンジに下記のように取り付けます注入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無する
・デジタル信には号処理　フロント–　フロント既に存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　の抵抗です。 2x5-00Hzアナログに接続されることになります。　最大の注意をもって、フィがルターに下記のように取り付けます 2x5-50Hzデジタルフィがルターを追加
する
・その抵抗です。バンドは、オレンジ幅が壊れることにつながります。　ほとの抵抗です。中で検出た状態が“した状態が“信には号の抵抗です。振幅が壊れることにつながります。　ほとを計算する　する　フロント
調整の抵抗です。間、オレンジ計算する　された状態が“振幅が壊れることにつながります。　ほとは画面下段列するように確かに下記のように取り付けます直感的なバーとして表示した位置です。　されます。
スクリュードは、オレンジライバーを使ったプラグイン取り付って、オレンジトリマー部品を調節して、オレンジ表示した位置です。　された状態が“振幅が壊れることにつながります。　ほとを最大の注意をもって、に下記のように取り付けますした状態が“り付けます最小さい穴にフィットします。　タブ穴はに下記のように取り付けます
した状態が“り付けますします。
無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機の抵抗です。調整中はアンテナは取り付けますり付けます付けますけない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。こと！　フロント代わり付けますに下記のように取り付けます 50Ω ダミがーロードは、オレンジを接続されることになります。　最大の注意をもって、します。 
参考：QRP Labsの抵抗です。ダミがーロードは、オレンジキット　フロントhttp://qrp-labs.com/dummy
TCXO オプションモジュールを使ったプラグイン取り付う場合は、必要ならばネジを取り付けてください。：　フロントメニュー項を目の温度がやりやすいでしょう。 8.5　フロントRef.frq　フロントを 2x5-5,000,000 に下記のように取り付けますする。
これは他の端をゲインコントローの抵抗です。調整の抵抗です。前の項をに下記のように取り付けます必ず実施すること。　致命的項目です。　以下に記述しているように、メすること。　フロント致命的項を目の温度がやりやすいでしょう。です。　フロント以下に下記のように取り付けます記のように取り付けます述します。してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るように下記のように取り付けます、オレンジメ
ニューシステムされた　に下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無り付けます、オレンジメニュ 8.5 に下記のように取り付けます合は、必要ならばネジを取り付けてください。わせ、オレンジ周波数の設定はを　フロント2x5-5,000,000 に下記のように取り付けます変更します。します。
最初にこれを正しくかつ非に下記のように取り付けます、オレンジバンドは、オレンジ‐パス　フロントトリマーキャパシタ　フロントC1 を調節します。　フロント
これを行います。うに下記のように取り付けますは、オレンジ（ボタン名は右の図を参照）は右の抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンを参照してください。　同じようにして取り付けます。）
“Select”ボタンを 1x16-回りに目いっぱ長の押しこんだ状態しします。
画面に下記のように取り付けますは、オレンジ最初にこれを正しくかつ非の抵抗です。メニューカテゴリーが不可能になります。表示した位置です。　さ
れます：
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8　フロントAlignment　フロントと見た写真：えるまで、オレンジロータリーエンコーダーを回りに目いっぱします：

ここで“Select”ボタンを押しこんだ状態して、オレンジAlignmentメニューに下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無り付けますます。　フロント例えば、メインボードのえば、オレンジ1x16-7MHzm運用パッドがついています：の抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ
調整周波数の設定はメニュー項を目の温度がやりやすいでしょう。が不可能になります。、オレンジ既にに下記のように取り付けます CWセクションの抵抗です。（最初にこれを正しくかつ非に下記のように取り付けます Select Bandで指定した状態が“）、オレンジ1x16-7MHzmに下記のように取り付けます
設定されて、オレンジ以下の抵抗です。ように下記のように取り付けます表示した位置です。　されます：

ロータリーエンコーダーを回りに目いっぱして、オレンジ次のの抵抗です。表示した位置です。　を出た状態が“します：

表示した位置です。　通し、注意してボルトり付けますに下記のように取り付けます行います。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます！　フロントが不可能になります。、オレンジちょっと待って！　もしイヤホンを使っているなら、まず、それを耳って！　フロントもしイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホンを使ったプラグイン取り付ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るなら行います。、オレンジまず、オレンジそれを耳
から行います。外すことが不可能になります。してください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントトーンは非常にデリケートに下記のように取り付けます大の注意をもって、音量です。　フロント外すことが不可能になります。しました状態が“ね？
“Select”ボタンを押しこんだ状態すと、オレンジ信には号発生器が不可能になります。作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動します。　フロントここで初にこれを正しくかつ非めて C1　フロントトリマー　フロントポテンション
メーターの抵抗です。調節が不可能になります。できます。　フロントさて、オレンジ今イヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホンはプラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、インされてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て、オレンジ（耳当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。てはベンチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を
に下記のように取り付けますあることを望む）、む前に）、オレンジ7MHz00Hzの抵抗です。大の注意をもって、音量の抵抗です。トーンが不可能になります。聞こえる筈です。こえる筈です。です。
画面はこの抵抗です。写真のように、の抵抗です。ように下記のように取り付けますなり付けますます：

C1 トリマー　フロントキャパシタの抵抗です。調節で、オレンジ振幅が壊れることにつながります。　ほとバーの抵抗です。サイズを変更します。　を変更します。します。　フロント
あなた状態が“は、オレンジC1 トリマーを最大の注意をもって、振幅が壊れることにつながります。　ほとに下記のように取り付けます調節する必要です。が不可能になります。あり付けますます。
1x16-回りに目いっぱの抵抗です。ローテーションで 2x5- つの抵抗です。ピークが不可能になります。あるはずです。　フロントキャパシタは停止が不可能になります。あり付けますませんから行います。、オレンジど
ちら行います。の抵抗です。ピークでも構いません。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません。　フロントこれを行います。うと、オレンジBPF の抵抗です。ピークが不可能になります。、オレンジバンドは、オレンジの抵抗です。 CWセクションの抵抗です。中
央のに下記のように取り付けますなり付けますます。　フロント
画面右上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。番号を理解することが重要です。　ここではすることが不可能になります。重要です。です。　フロントここでは 09と表示した位置です。　。
この抵抗です。数の設定は字の溝（は、オレンジ振幅が壊れることにつながります。　ほとの抵抗です。スケールファクターです、オレンジ意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　するところは、オレンジ　フロント２の抵抗です。べき乗ります。　半田付けはです。　フロント
この抵抗です。例えば、メインボードのでは、オレンジ実際の　振幅はの抵抗です。　フロント振幅が壊れることにつながります。　ほとは 51x16-2x5-（2x5-＾9）とい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うファクターで除算する　されて画面に下記のように取り付けます表示した位置です。　されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
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8 Alignment

8.1 Align frq
18,120,020

8.7 Peak BPF
Press Select!



この抵抗です。写真のように、では、オレンジ2x5-7MHz個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増の抵抗です。小さい穴にフィットします。　タブ穴はさなバー（縦棒）が不可能になります。見た写真：えます。　フロントその抵抗です。意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　は、オレンジ実際の　振幅はに下記のように取り付けます測定された状態が“振幅が壊れることにつながります。　ほと（増
幅が壊れることにつながります。　ほと）値のは、オレンジ1x16-3,82x5-4　フロントであることを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　します。　フロント（2x5-7MHzx512=13,824）
バー表示した位置です。　が不可能になります。 LCD幅が壊れることにつながります。　ほとの抵抗です。 3分けます：の抵抗です。 1x16-以下に下記のように取り付けます落ちた場合、除算ファクターをちた状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ除算する　ファクターを 1x16- だけ減らすとバーが再表示ら行います。すとバーが不可能になります。再表示した位置です。　
されます。　フロント一方、オレンジバー表示した位置です。　が不可能になります。画面の抵抗です。右端ををオーバーフローする場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジ除算する　ファクターを 1x16- だけ
増やします。　フロントこの抵抗です。単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。で、オレンジ振幅が壊れることにつながります。　ほとの抵抗です。自動スケーリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。生成されます。
した状態が“が不可能になります。って、オレンジバンドは、オレンジパスフィがルター　フロントトリマーをピークに下記のように取り付けますするた状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジ最初にこれを正しくかつ非に下記のように取り付けます LCD 右上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。除算する　ファ
クターを見た写真：なが不可能になります。ら行います。トリマー　フロントキャパシタを調節します。　フロントそして表示した位置です。　された状態が“振幅が壊れることにつながります。　ほとバーを使ったプラグイン取り付って細かか
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。調節を実行います。するの抵抗です。です。　フロントピークは非常にデリケートに下記のように取り付けますシャープです。　フロント用パッドがついています：心してください。　ピークはしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントピークは 1x16- つ
以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を（この抵抗です。単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。なバンドは、オレンジパスフィがルタの抵抗です。 1x16- つ以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。レスポンスが不可能になります。）あり付けます得ます。ます。
ですから行います。、オレンジ全に組み立てることは機械的観点から重要です。レンジに下記のように取り付けます渡ってトリマー　キャパシタを調整して、最大のスケーリングファクターをってトリマー　フロントキャパシタを調整して、オレンジ最大の注意をもって、の抵抗です。スケーリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、ファクターを
決めてください。　私の場合、それがめてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロント私の場合、それがの抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジそれが不可能になります。 09です。　フロントあなた状態が“の抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジ07MHz、オレンジ08、オレンジ等かもしれませんがかもしれませんが不可能になります。、オレンジ
問題ではないんです。あり付けますません。　フロントそれから行います。、オレンジ振幅が壊れることにつながります。　ほとバーをピークに下記のように取り付けますするた状態が“めに下記のように取り付けます必要です。な細かかい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。調節をしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
レスポンスをピークに下記のように取り付けますした状態が“なら行います。、オレンジC1 トリマー　フロントキャパシタが不可能になります。どちら行います。の抵抗です。レンジの抵抗です。末端をでない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことに下記のように取り付けます注
意をもって、して確か認してください。　もし末端になっていたら、それは共振回路が正しくピークになっていしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントもし末端をに下記のように取り付けますなってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。た状態が“ら行います。、オレンジそれは共振回りに目いっぱ路が不可能になります。正しくピークに下記のように取り付けますなってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　します。　フロントあなた状態が“は、オレンジT1 トランスの抵抗です。長のい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。二次の側に取り付けねばなりません！の抵抗です。巻き線の巻き数を調整する必要き線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　の抵抗です。巻き線の巻き数を調整する必要き数の設定はを調整する必要です。
が不可能になります。あり付けますます。　フロント目の温度がやりやすいでしょう。視で、トリマー　キャパシタがレンジの末端になっているかどうかが、はっきりで、オレンジトリマー　フロントキャパシタが不可能になります。レンジの抵抗です。末端をに下記のように取り付けますなってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るかどうかが不可能になります。、オレンジはっきり付けます
と分けます：かり付けますます。

完璧！
OKΩ です！　フロントトッププレート上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。“半田用パッドがついています：接点”チップ、リング、が不可能になります。 4時に、ピンが、対応すると 8時に、ピンが、対応するの抵抗です。間の抵抗です。どこかに下記のように取り付けます
位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントトリマー　フロントキャパシタの抵抗です。プレートは、オレンジレンジ内を黒ネジを回して通し、に下記のように取り付けますあり付けます、オレンジ
その抵抗です。キャパシタンスは最小さい穴にフィットします。　タブ穴はでも最大の注意をもって、でもない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことが不可能になります。分けます：かり付けますます。
あなた状態が“は BPF の抵抗です。ピークレスポンスを見た写真：つけてお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けます、オレンジすべてが不可能になります。良い好です。です。

プレートが不可能になります。完全に閉じているに閉じているじてい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外る小さい黒い四角形、が左になるように：黒の
キャパシタの抵抗です。固定プレートと稼働プレートが完全に閉じてしまっていて、結プレートが不可能になります。完全に組み立てることは機械的観点から重要です。に下記のように取り付けます閉じてしまっていて、結じてしまってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て、オレンジ結
果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっとして最高の抵抗です。キャパシタンスとなってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント“半田用パッドがついています：接点”チップ、リング、は右に下記のように取り付けますなっ
てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこの抵抗です。状態は、オレンジインダクタンスを増やす必要です。が不可能になります。あることを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　し
ます。　フロントですから行います。、オレンジT1 トランスの抵抗です。 Secondary 3 の抵抗です。巻き線の巻き数を調整する必要き線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　の抵抗です。片に分けます：方の抵抗です。足の切れ端をの抵抗です。半田
を注意をもって、して剥がして、ワイヤを継ぎ足して、トロイド上に、あとが不可能になります。して、オレンジワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャを継ぎ足して、トロイド上に、あとぎ足の切れ端をして、オレンジトロイドは、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます、オレンジあと 5回りに目いっぱの抵抗です。巻き線の巻き数を調整する必要き

線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　を追加します。　フロント　フロントそしてもう一度がやりやすいでしょう。（調整を）トライしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントT1 は汚く見えますが、く見た写真：えますが不可能になります。、オレンジ
気に下記のように取り付けますしない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。こと。

プレートが不可能になります。完全に閉じているに開いているい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外てい側に、これを半田付けしてください。今間違うと、後で取り外る小さい黒い四角形、が左になるように：黒の
キャパシタの抵抗です。固定プレートと稼働プレートが完全に閉じてしまっていて、結プレートが不可能になります。完全に組み立てることは機械的観点から重要です。に下記のように取り付けます開いてしまっていて、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。てしまってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て、オレンジ
結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっ的に下記のように取り付けますキャパシタンスは最低インピーダンス、です。　フロント“半田用パッドがついています：接点”チップ、リング、が不可能になります。 9時に、ピンが、対応するの抵抗です。位置です。　に下記のように取り付けますあり付けますま
す。　フロントこの抵抗です。状態は、オレンジインダクタンスを減らすとバーが再表示ら行います。す必要です。が不可能になります。あることを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　します。
ですから行います。、オレンジ T1 トランスの抵抗です。巻き線の巻き数を調整する必要き線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　 Secondary 3 の抵抗です。片に分けます：方の抵抗です。足の切れ端をの抵抗です。半田を剥がして、ワイヤを継ぎ足して、トロイド上に、あとが不可能になります。して、オレンジ
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トロイドは、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。 5回りに目いっぱ分けます：の抵抗です。巻き線の巻き数を調整する必要き線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　を取り付けますり付けます除い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。てから行います。再半田します。　フロントもう一度がやりやすいでしょう。調整を行います。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。

I-Q   バランスの注意をもって、調節  
ロータリーエンコーダーを“ワンクリック”チップ、リング、して時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱり付けますに下記のように取り付けます回りに目いっぱし、オレンジI-Qバランスを測定します。
前の項をの抵抗です。調整では、オレンジファイナルの抵抗です。増幅が壊れることにつながります。　ほとステージの抵抗です。前の項をに下記のように取り付けますオーディがオ信には号を使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ました状態が“ね。　フロント従って
ゲインコントロールは信には号レベルに下記のように取り付けますは影響しませんでした。　それに比べると、しませんでした状態が“。　フロントそれに下記のように取り付けます比べると、べると、オレンジI-Qバランスと、オレンジ
オーディがオエーズを変更します。　シフトの抵抗です。調節では、オレンジオーディがオ増幅が壊れることにつながります。　ほとステージの抵抗です。後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。オーディがオ信には号を使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます
これは、オレンジこれら行います。調整の抵抗です。調節は、オレンジ反対側に取り付けねばなりません！の抵抗です。（不要です。な側に取り付けねばなりません！の抵抗です。）側に取り付けねばなりません！波帯に下記のように取り付けます信には号を注入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無し、オレンジかつ信には号レベルは
ずっと低インピーダンス、く、オレンジした状態が“が不可能になります。って、オレンジそれは増幅が壊れることにつながります。　ほとすることでマイクロコントローラーが不可能になります。正確かに下記のように取り付けます測定できるよう
に下記のように取り付けますする必要です。が不可能になります。あるの抵抗です。です。　フロントだから行います。、オレンジこの抵抗です。ケースは、オレンジゲインコントロールは今や効果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっを持ちます。ちます。
最初にこれを正しくかつ非は、オレンジゲインことロールは、オレンジ中くら行います。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。、オレンジに下記のように取り付けます調節することを助言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非します。
これで十分けます：なゲインに下記のように取り付けますなり付けます、オレンジ増幅が壊れることにつながります。　ほと器をオーバーロードは、オレンジに下記のように取り付けますした状態が“り付けます、オレンジ信には号や測定をゆが不可能になります。める、オレンジほどに下記のように取り付けますは
ゲインは大の注意をもって、きくはなり付けますません。　フロント測定された状態が“オーディがオ値のが不可能になります。、オレンジ 5 から行います。 1x16-0（LCD の抵抗です。右上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます除算する　率とと
して表示した位置です。　）の抵抗です。範囲に調節するようにしてください。に下記のように取り付けます調節するように下記のように取り付けますしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
もし、オレンジ除算する　率とが不可能になります。 1x16-2x5- に下記のように取り付けます達する場合、実効増幅器は信号を制約し切り取るので、調節を正確に行うこする場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ実効増幅が壊れることにつながります。　ほと器は信には号を制約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、し切れ端をり付けます取り付けまするの抵抗です。で、オレンジ調節を正確かに下記のように取り付けます行います。うこ
とが不可能になります。困難、オレンジあるい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。は、オレンジ不可能になります。に下記のように取り付けますなり付けますます。　フロント除算する　率とが不可能になります。 2x5- とか 3 しかない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジゲインが不可能になります。低インピーダンス、すぎるこ
とを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　します。　フロント従って、オレンジ音量コントロールは、オレンジ9付けます近く、ポテンションメーターの右が不可能になります。表示した位置です。　されるように下記のように取り付けますします。
トリマー　フロントポテンションメーターは R27です。　フロントマルチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンターン　フロントトリマー　フロントポテンションメーター
なの抵抗です。で、オレンジ最適値のを得ます。るに下記のように取り付けますは何でも構いません。　これらは共通して度がやりやすいでしょう。も回りに目いっぱさねばなら行います。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしょう！　フロントBPF トリマーの抵抗です。調節が不可能になります。最大の注意をもって、値のを求
めた状態が“の抵抗です。に下記のように取り付けます対し、オレンジこの抵抗です。調節では、オレンジ最小さい穴にフィットします。　タブ穴はの抵抗です。振幅が壊れることにつながります。　ほとを探します。　最低値を求めて調節する。なぜなら、注します。　フロント最低インピーダンス、値のを求めて調節する。なぜなら行います。、オレンジ注
入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無される信には号は、オレンジ不要です。なサイドは、オレンジバンドは、オレンジ（側に取り付けねばなりません！波帯）を測定してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るから行います。です。　フロント我々は、不要なサイは、オレンジ不要です。なサイ
ドは、オレンジバンドは、オレンジの抵抗です。レベルを最低インピーダンス、に下記のように取り付けますした状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。です。　フロント90 度がやりやすいでしょう。オーディがオ位相シフトの調節も、同様に、ロータシフトの抵抗です。調節も、オレンジ同じようにして取り付けます。様に通し：そして最後のナットでフロントパに下記のように取り付けます、オレンジロータ
リーエンコーダーをもう一度がやりやすいでしょう。“クリックして”チップ、リング、時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱり付けますに下記のように取り付けます回りに目いっぱします。　フロントすると、オレンジ自動的に下記のように取り付けます、オレンジ不要です。なサ
イドは、オレンジバンドは、オレンジオーディがオ信には号が不可能になります。 6x6x1200Hzに下記のように取り付けます設定されて現れます。　そして“れます。　フロントそして“Lowオーディがオ位相シフトの調節も、同様に、ロータシフ
ト”チップ、リング、トリマー　フロントポテンションメーター、オレンジR24 を調節します。　フロント再び出た状態が“、オレンジそれを最低インピーダンス、シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルに下記のように取り付けます調節しま
す。　フロントロータリーエンコーダーを時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱり付けますに下記のように取り付けますもう一度がやりやすいでしょう。“クリック”チップ、リング、回りに目いっぱしをし、オレンジ“Highオーディがオ位相シフトの調節も、同様に、ロータ
シフト”チップ、リング、トリマー　フロントポテンションメーター、オレンジR17　フロントを調節します。　フロント再び出た状態が“最低インピーダンス、シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルに下記のように取り付けます、オレンジです。
最低インピーダンス、不要です。サイドは、オレンジバンドは、オレンジを求めて、オレンジこれら行います。 3 つの抵抗です。メニュー項を目の温度がやりやすいでしょう。の抵抗です。間を、オレンジ行います。った状態が“り付けます来た状態が“り付けますする必要です。が不可能になります。あ
り付けますます。：
 8.8 I-Q Bal (adjust R27)
 8.9 Phase Lo (adjust R24)
 8.1x16-0 Phase Hi (adjust R17)
その抵抗です。理由は、まだあなたがは、オレンジこれら行います。の抵抗です。調節は、オレンジある程度がやりやすいでしょう。、オレンジ他の端をゲインコントローの抵抗です。項を目の温度がやりやすいでしょう。に下記のように取り付けます影響しませんでした。　それに比べると、を与えるからです。　最適な調節設定をえるから行います。です。　フロント最適な調節設定を
得ます。るの抵抗です。は、オレンジインターラクティがブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がなプロセスです。　フロント
ロータリーエンコーダーを 1x16-回りに目いっぱクリックして回りに目いっぱす、オレンジ半時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱし、オレンジ時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱり付けます、オレンジこれら行います。 3 つの抵抗です。メニュー
項を目の温度がやりやすいでしょう。を行います。った状態が“り付けます来た状態が“り付けます。　フロント何でも構いません。　これらは共通して度がやりやすいでしょう。も小さい穴にフィットします。　タブ穴はさな更します。なる調節を、オレンジ適切れ端をなトリマーポテンションメーターに下記のように取り付けます与えるからです。　最適な調節設定を
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え、オレンジより付けます低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。振幅が壊れることにつながります。　ほとを求めます。　フロント不要です。なサイドは、オレンジバンドは、オレンジを、オレンジもうこれ以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を下げら行います。れない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。、オレンジと分けます：かるま
でこれら行います。 3 つの抵抗です。調節を続されることになります。　最大の注意をもって、けます。　フロント“Exit”ボタンを 2x5- 度がやりやすいでしょう。押しこんだ状態すと、オレンジメニューシステムされた　から行います。離れ、無線れ、オレンジ無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　
機の抵抗です。通し、注意してボルト常にデリケート運用パッドがついています：に下記のように取り付けますもどり付けますます。
Alignmentメニュの抵抗です。他の端をゲインコントローの抵抗です。項を目の温度がやりやすいでしょう。は、オレンジシンセサイザーの抵抗です。 2x5-7MHz MHz基準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無周波数の設定は発振回りに目いっぱ路と、オレンジマイクロコ
ントローラーの抵抗です。 2x5-0 MHzシステムされた　クロック発振回りに目いっぱ路との抵抗です。キャリブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がレーションに下記のように取り付けます関係しています。してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
これら行います。の抵抗です。調節は手動に下記のように取り付けますて行います。うか、オレンジGPSモジュールを接続されることになります。　最大の注意をもって、して行います。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。（参照してください。　同じようにして取り付けます。：QRP Labs
QLG1　フロントGPS受信にはキット）　フロントしかしなが不可能になります。ら行います。、オレンジこの抵抗です。キャリブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がレーションは、オレンジBPF フィがルターの抵抗です。ピーキ
ングに接続されることになります。　最大の注意をもって、、オレンジ不要です。サイドは、オレンジバンドは、オレンジキャンセレーションに下記のように取り付けます比べると、べると、オレンジ緊急性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がは、オレンジはるかに下記のように取り付けます低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。で、オレンジ取り付けますり付けます扱いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
説明書の記述に任せます。の抵抗です。記のように取り付けます述します。に下記のように取り付けます任せます。せます。
これら行います。 Alignmentトリマーの抵抗です。調節が不可能になります。終われば完了でわると、オレンジ無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機が不可能になります。使ったプラグイン取り付えるように下記のように取り付けますなり付けますます。　フロントた状態が“くさんの抵抗です。設
定が不可能になります。設定メニュに下記のように取り付けます用パッドがついています：意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ますの抵抗です。で、オレンジ取り付けますり付けます扱いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。説明書の記述に任せます。を熟読し、すべての機能を理解して使っし、オレンジすべての抵抗です。機能になります。を理解することが重要です。　ここではして使ったプラグイン取り付っ
てください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。！
3.75 実験、修正　と　QCX+ 開発キットキット
QCX+　フロントは実験と修正が簡単にできるように設計されています。　と修正が不可能になります。簡単に穴をに下記のように取り付けますできるように下記のように取り付けます設計されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントPCB の抵抗です。レイアウトは過密でなくでなく、オレンジ
ピンヘッダーの抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、ポイントが不可能になります。ふんだんに下記のように取り付けますあり付けますます。　フロントQCX+　フロント開いてしまっていて、発キットはメイン QCX+　フロントPCB
の抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけ可能になります。で、オレンジ対応するする Padの抵抗です。セットを備え付けています。　ボードの間で、これらのポえ付けますけてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントボードは、オレンジの抵抗です。間で、オレンジこれら行います。の抵抗です。ポ
イントに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、可能になります。なピンヘッダープラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、とソケットが不可能になります。ともに下記のように取り付けます提供されます。　フロント必要です。なら行います。、オレンジメイン
QCX+　フロントPCB の抵抗です。特に面倒です。　しかし、定の抵抗です。場所で回りに目いっぱ路をカットして信には号を開いてしまっていて、発ボードは、オレンジの抵抗です。方に下記のように取り付けます配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　することが不可能になります。できます。
例えば、メインボードのえば、オレンジIC5 の抵抗です。 Iと Q の抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　地点で、オレンジ2x5- つの抵抗です。 Padが不可能になります。り付けますます。　フロントそれら行います。は PCB トレースに下記のように取り付けますよって接
続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントここに下記のように取り付けますピンヘッダーを繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。で、オレンジ開いてしまっていて、発ボードは、オレンジに下記のように取り付けます繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付ぐことが不可能になります。できます。　フロント信には号パス
を中断した状態が“ければ、オレンジ2x5- つの抵抗です。 Pad間の抵抗です。回りに目いっぱ線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　をカットすることが不可能になります。できます。

ピンヘッダー Padの抵抗です。完全に組み立てることは機械的観点から重要です。なリストと、オレンジそれら行います。の抵抗です。機能になります。は下記のように取り付けますの抵抗です。とお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けますです：
（この抵抗です。部分けます：は必要です。な都度がやりやすいでしょう。翻訳してください。）してください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。）
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JP1 GPS interface, 4-pin header with +5V, GN”D, RxD and PPS signals identified on
the PCB

silkscreen in the usual pinout of QRP Labs GPS connectors.
JP2 Si5351A  outputs,  a  4-pin  header  with  GN”D,  2,  1  and  0  indicated  on  the  PCB
silkscreen.

Take care not to overload and damage the Si5351A because it’s a devil to replace
that tiny　フロントIC (don’t ask me how I know).

JP3 2x5-pin  connector  to  the  front  panel  PCB  (power,  buttons  and  LCD  control
signals)
JP4 2x3-pin connector to the front panel PCB (rotary encoder signals and LCD data
lines)
JP5 2x3-pin connector to the front panel PCB (audio volume control only)
JP6 I2C bus, 3-pin header with SCL, SDA and GN”D indicated on the PCB silkscreen
JP7 I-channel pre-amplifier output of IC5
JP8 Q-channel pre-amplifier output of IC5
JP9 Phase-shifted output of the I-channel path, at IC7A pin 1
JP10 Phase-shifted output of the Q-channel path, at IC6A pin 1
JP11 Input to the CW filter (and wiper of R27, the I-Q balance summation trimmer

potentiometer)
JP12 CW filter output
JP13 2-way  header  with  audio  output  signal  and  ring  of  the  3.5mm  stereo  jack
Earphones

socket; this can be used to reconfigure how and which signals are connected to
the 3.5mm　フロントstereo jack socket (with JP18 & JP19)

JP14 Frequency counter test equipment input (GN”D and FRQ signals are marked on
the PCB

silkscreen)
JP15 Polarity-protected  +12V,  but  before  routing  to  the  On/Off switch  on  the  front

panel;  the　フロント trace  between  the  two  pads  of  JP15 could  be  cut  if  you  want  to
provide your own switching　フロントor power solutions on the Dev board.

JP16 　フロントTwo ground-pins
JP17 DVM/PWR  4-way  header,  providing  access  to  the  DVM  and  RF  Pwr  test
equipment, with

Signal  labelling  on  the  PCB;  the  header  also  provides  +12V  which  could  be
jumpered  to  the　フロント DVM input  if  you  wish  to  use  the  onscreen  battery  icon  to
show battery voltage. N”ote that　フロントthe RF Pwr and DVM test instruments cannot
both be used at the same time

JP18 Earphones 5-way pin header, that provides access to all five connections of the
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3.5mm
stereo jack Earphone socket (with JP13 & JP19)
JP19 2-way header with audio output signal and tip of the 3.5mm stereo jack
Earphones socket;
this  can  be  used  to  reconfigure  how  and  which  signals  are  connected  to  the

3.5mm stereo
jack socket (with JP13 & JP18)

JP20 PTT/+5V Out 5-way pin  header, that provides  access  to all  five connections  of
the 3.5mm　フロントstereo jack +5V/PTT socket (with JP21 & JP22)

JP21 2-way header with +5V; this can be used to reconfigure how and which signals
are

connected to the 3.5mm stereo jack socket (with JP21 & JP23)
JP22 2-way header the PTT output signal; this can be used to reconfigure how

and which
signals are connected to the 3.5mm stereo jack socket (with JP20 & JP21)

JP23 CAT 5-way pin header, that provides access to all five connections of the 3.5mm
stereo

jack CAT socket (with JP24 & JP25)
JP24 2-way header with CAT port TxD signal; this can be used to reconfigure how and
which

signals are connected to the 3.5mm stereo jack socket (with JP23 & JP25)
JP25 2-way header with CAT port RxD signal; this can be used to reconfigure how and
which

signals are connected to the 3.5mm stereo jack socket (with JP23 & JP24)
JP26 Input power, 3-way pin header providing Gnd and the +12V raw connection to
the 2.1mm

power  connector,  un-switched  and un-polarity  protected. Two  of  the  pins  are
+12V and

have  a  thin  trace  between  them  which  can  be  cut  if  you  wish  to  arrange  for
power

switching on the Dev board for example
JP27 Switched,  polarity  protected  3-way  pin  header  power  connector  providing

access to +12V,GN”D and +5V as indicated by the PCB silkscreen lettering
JP28 2-pads  providing  +5V  power  to  the  2x3-pin  ISP header; they could  be used  to

provide +5V　フロントpower to the Dev board or you could cut the trace between them
if  you  wish  to  interrupt  power  to  the  2x3-pin  ISP  connector,  if  your  AVR
programmer is not a type that needs it

ISP The 2x3-pin ISP header. A matching socket on the Dev board, could be used to
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connect to this and then another 2x3-pin ISP header; that Dev board would not
need  to  be  removed  in  order  to  access  the  2x3-pin  ISP  header  for  chip  re-
programming (firmware update)

回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。多くの部品の中に、くの抵抗です。部品の抵抗です。中に下記のように取り付けます、オレンジ2x5- つの抵抗です。〇と線と線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　
が不可能になります。 通し、注意してボルト る 変 な シン ボ ル が不可能になります。 あ る の抵抗です。 が不可能になります。分けます：か る で
しょう。　フロント回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を（右図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン）では JP24 と
JP25 とラベルが不可能になります。付けますい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこれら行います。は
2x5--ピンヘッダー Padで二つの抵抗です。ピンが不可能になります。線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　でつ
なが不可能になります。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
これら行います。の抵抗です。ピンを QCX+開いてしまっていて、発ボードは、オレンジへの抵抗です。ボー
ドは、オレンジ間接続されることになります。　最大の注意をもって、として使ったプラグイン取り付うことが不可能になります。できます。　フロントあるい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。は、オレンジ幾つかの部品間の信号の流れを変えたければつかの抵抗です。部品間の抵抗です。信には号の抵抗です。流れを変えたければれを変えた状態が“ければ、オレンジ
2x5- つの抵抗です。 Pad間の抵抗です。線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　をカットすることが不可能になります。できます。
QCX+開いてしまっていて、発ボードは、オレンジの抵抗です。レイアウトが不可能になります。下図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンに下記のように取り付けます示した位置です。　されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
QCX+開いてしまっていて、発ボードは、オレンジは 1x16-2x5-0x95㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンサイズを変更します。　の抵抗です。基板はメインに下記のように取り付けます加えて下記のように取り付けますの抵抗です。アクセサリーが不可能になります。提供されます：
・1x16-2x5-㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン長のナイロン六角がフロントパネルにスペーサー　フロント４個：開発ボード基板を個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増：開いてしまっていて、発ボードは、オレンジ基板はメインを QCX+メイン基板はメイン上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます設置です。　するた状態が“め
・6x6x12㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン長のナイロンネジ　フロント8個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増：1x16-2x5-㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン長の六角がフロントパネルにスペーサーの抵抗です。ねじ止め用パッドがついています：
・2x5-方向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態ヘッダーコネクターメス　フロント8個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増
・2x5-0 列するように確かヘッダーコネクターオス　フロント1x16-個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増：小さい穴にフィットします。　タブ穴はさく分けます：割して使うして使ったプラグイン取り付う
QCX+開いてしまっていて、発ボードは、オレンジは QCX+メイン PCB の抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます載せてせて 1x16-2x5-㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン長のナイロンスペーサーでボルト留めされます。（右めして
使ったプラグイン取り付うように下記のように取り付けます設計されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントPCB（下図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン）右上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を部の抵抗です。外すことが不可能になります。周の抵抗です。切れ端をり付けます込み時に、ピンが、対応するみ時に、ピンが、対応するは、オレンジQCX+PCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。 7MHz805
電圧はレギュレーターの抵抗です。タブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がとの抵抗です。衝突を避けるためです。　を避けるためです。　けるた状態が“めです。　フロントPCB 外すことが不可能になります。側に取り付けねばなりません！の抵抗です。 Padの抵抗です。輪はグランドを意図はグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジを意をもって、図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン
してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
ピンヘッダーコネクターを使ったプラグイン取り付って、オレンジどの抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、を QCX+メイン PCB から行います。開いてしまっていて、発 PCB に下記のように取り付けます持ちます。ってくるかを
決めてください。　私の場合、それがめる必要です。が不可能になります。あり付けますます。
開いてしまっていて、発ボードは、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。 Padは、オレンジ対応するする QCX+メイン PCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。対応するする Padと正確かに下記のように取り付けます重なるように下記のように取り付けますなっ
てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントさら行います。に下記のように取り付けます、オレンジQCX+開いてしまっていて、発ボードは、オレンジに下記のように取り付けますは、オレンジC1バンドは、オレンジパスフィがルターキャパシタや、オレンジ3 つの抵抗です。受信には
機調節トリマーポテンションメーター、オレンジを操作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　できるように下記のように取り付けます穴に通し、注意してボルトが不可能になります。あけら行います。れてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント QCX+開いてしまっていて、発
ボードは、オレンジの抵抗です。他の端をゲインコントローの抵抗です。部分けます：は、オレンジ0.1x16- インチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン間隔のスルーホールとなっており、各の抵抗です。スルーホールとなってお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けます、オレンジ各 Padは PCB の抵抗です。両側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
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3.76 QCX+ GPS インターフェース　と PTT 出力
右の抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは QCX+リアパネルの抵抗です。 Φ3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。ス
テレオジャックソケットコネクタを表し
てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント5V/PTT、オレンジCAT、オレンジイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホン
の抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、では、オレンジ各 3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンジャックソケット
の抵抗です。すべての抵抗です。 5 ピンは対応するする 1x16-x5- ピン
ヘッダー Padに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこ
れに下記のように取り付けますは、オレンジジャック接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップ
とリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。どちら行います。に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されるかの抵抗です。、オレンジス
イ ッ チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン ピ ン も含まれます。　例えばま れ ま す。 　フロント例えば、メインボードのえば 、オレンジ
QCX+開いてしまっていて、発ボードは、オレンジキットを取り付けますり付けます付けますけ、オレンジそ
の抵抗です。 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を に下記のように取り付けます 小さい穴にフィットします。　タブ穴は さ な ス ピ ー カ ー と
QCX+assembly  Rev  1.04 98 の抵抗です。単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。な
オーディがオアンプを構いません。築したバンドを選びますすることを考えてみ時に、ピンが、対応するましょう。　フロント2x5- つの抵抗です。ピン（1x16- つが不可能になります。オーディがオ、オレンジ他の端をゲインコントローはグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ラ
ンドは、オレンジ）と、オレンジQCX+開いてしまっていて、発ボードは、オレンジの抵抗です。裏側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けますソケットを取り付けますり付けます付けますけ、オレンジ3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンソケットの抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンピンの抵抗です。接点か
ら行います。オーディがオ信には号をあなた状態が“の抵抗です。オーディがオアンプの抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます流れを変えたければし込み時に、ピンが、対応するむ前にように下記のように取り付けますできます。　フロントこれはイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホ
ンが不可能になります。接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。時に、ピンが、対応するの抵抗です。み時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます働プレートが完全に閉じてしまっていて、結きます。
こうして、オレンジあなた状態が“はイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホンを刺していない時には内部のスピーカーが自動的に鳴るように変更でしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますは内を黒ネジを回して通し、部の抵抗です。スピーカーが不可能になります。自動的に下記のように取り付けます鳴るように変更でるように下記のように取り付けます変更します。で
きるの抵抗です。です。

GPS interface
QCX+に下記のように取り付けますは以下の抵抗です。ように下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付えるGPSインターフェースが不可能になります。あり付けますます：
・基準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無周波数の設定は発振器と 2x5-0MHzシステムされた　クロック発振器を較
正する。　フロント（2x5-7MHzMHz水晶発振器また状態が“は 2x5-5MＨ z　フロントTCXO モ
ジュールオプション）。
・WSPRビーコン運用パッドがついています：中に下記のように取り付けます、オレンジ発振を規律にそってドリフトフに下記のように取り付けますそってドは、オレンジリフトフ
リーに下記のように取り付けます保つ（周波数と時間）。つ（周波数の設定はと時に、ピンが、対応する間）。
・内部のリアルタイムクロックを設定する。　の取り付けリアルタイム抵抗　クロックを持ちません。　ご了承ください。設定する損害等には責任を持ちません。　ご了承ください。。　 WSPR オプ
ションにとって緊要な接続について。　設定する損害等には責任を持ちません。　ご了承ください。と LCD に表示されるされる損害等には責任を持ちません。　ご了承ください。。
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GPSは 2x5- つの抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　信には号を生成します。　フロントグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジに下記のように取り付けます加えて、オレンジPPS（パルス/秒）と RxD（シリアル
データ）です。　フロントGPSモジュールに下記のように取り付けます給電するた状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジオプションで　フロント+5V　フロントを繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でも構いません。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません。
QRP Labs QLG1 の抵抗です。ようなGPSなら行います。完璧に合うように設計されています。です。　フロント参照してください。　同じようにして取り付けます。：http://qrp-labs.com/qlg1
GPSを接続されることになります。　最大の注意をもって、する 2x5- つの抵抗です。場所が不可能になります。あり付けますます。　フロント1x16- つは 4-ピンヘッダーです（上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン、オレンジ赤い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。四角がフロントパネルに内を黒ネジを回して通し、）。
4-ピンの抵抗です。順の一部として調節を行います。序はは QLG1 GPSの抵抗です。対応するポートに下記のように取り付けます合は、必要ならばネジを取り付けてください。致します。
注：TxD シリアルデータ出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　信には号は、オレンジQCX+の抵抗です。 RxD シリアルデータ入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　信には号に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されます。

第二に下記のように取り付けます、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。 3 つの抵抗です。異なるセクションを考えてみましょう。なるセクションを考えてみ時に、ピンが、対応するましょう。
パドは、オレンジル“ドは、オレンジット”チップ、リング、信には号が不可能になります。マイクロコントローラーの抵抗です。ピン 1x16-9に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されてお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けます、オレンジそれはまた状態が“、オレンジ1x16-KΩΩ 抵
抗です。を介してして GPS　フロントRxD　フロントに下記のように取り付けますも接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント同じようにして取り付けます。様に通し：そして最後のナットでフロントパに下記のように取り付けます、オレンジパドは、オレンジル“ダッシュ”チップ、リング、信には号が不可能になります。 GPSイン
ターフェース　フロント”チップ、リング、PPS”信には号に下記のように取り付けます 1x16-KΩΩ 抵抗です。を介してして接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント抵抗です。の抵抗です。目の温度がやりやすいでしょう。的は、オレンジGPS接続されることになります。　最大の注意をもって、中
に下記のように取り付けます、オレンジオペレーターが不可能になります。誤ってパドルをスクイーズした場合に、ってパドは、オレンジルをスクイーズを変更します。　した状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けます、オレンジGPS信には号をグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジに下記のように取り付けますショートするの抵抗です。
を防止することだけです。　フロント従って、オレンジGPS接続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。簡便な代替案は、パドルコネクターを介することな代替えます。　案として、小さなヒートシンクをは、オレンジパドは、オレンジルコネクターを介してすること
です。
2x5- つ目の温度がやりやすいでしょう。の抵抗です。 3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンステレオジャックが不可能になります。、オレンジ+5V/PTTジャックに下記のように取り付けますプラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、インされることが不可能になります。可能になります。で、オレンジ必要です。な
ら行います。ば、オレンジ+5Vパワーを QLG1　フロントGPSに下記のように取り付けます給電できます（即ち、既に給電されたシャックち、オレンジ既にに下記のように取り付けます給電された状態が“シャック GPSに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、し
てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。）。　フロントい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ずれに下記のように取り付けますしても、オレンジパドは、オレンジルとGPSを同じようにして取り付けます。時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付うことはない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしょう。
以下の抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て記のように取り付けます載せてします。
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PTT   出力  
PTT出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は、オレンジ5V/PTTコネクタージャックの抵抗です。先に進む前に端を部に下記のように取り付けます出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　されます。　フロントこの抵抗です。信には号は、オレンジQCX+が不可能になります。受信には
モードは、オレンジの抵抗です。時に、ピンが、対応するは 0Vで、オレンジ送信にはモードは、オレンジの抵抗です。時に、ピンが、対応するは+5Vとなり付けますます。　フロントQCX+をオプションの抵抗です。 50W　フロントPA（パ
ワーアンプ）キットに下記のように取り付けます繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付ぐ場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジこの抵抗です。信には号が不可能になります。 50W　フロントPAキットに下記のように取り付けます送信にはモードは、オレンジへの抵抗です。切れ端をり付けます替えます。　えの抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けます
接続されることになります。　最大の注意をもって、されねばなり付けますません。　フロント不運なことに下記のように取り付けます、オレンジ50W　フロントPAキット上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を、オレンジPTT信には号はプラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。リングに接続されることになります。　最大の注意をもって、部に下記のように取り付けます
接続されることになります。　最大の注意をもって、されます、オレンジ一方、オレンジQCX+上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をではプラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップ部に下記のように取り付けますつなが不可能になります。り付けますます。　フロント従って、オレンジケーブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がルはこの抵抗です。
矛盾を許容するべく配線されねばなりません。を許容するべく配線されねばなりません。するべく配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　されねばなり付けますません。

代替えます。　案として、小さなヒートシンクをとしては、オレンジ標準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無の抵抗です。既に製品の抵抗です。 3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンステレオジャンパーケーブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がルを使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。た状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。に下記のように取り付けます
QCX+　フロントPCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　をカットし、オレンジジャンパーワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャを追加して 5V/PTTコネクターを再構いません。築したバンドを選びますする
ことです。
これに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て、オレンジ右の抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンで表します。
単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。に下記のように取り付けます 2x5- つの抵抗です。 Pad　フロントJP21 と JP22 の抵抗です。間
の抵抗です。配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　をカットします。（オレンジ色で示した位置です。　
の抵抗です。線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　で表示した位置です。　）　フロントこれら行います。の抵抗です。配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　は PCB
の抵抗です。裏側に取り付けねばなりません！です。　フロントそして 2x5- 本の部品足の切れ端をの抵抗です。ジャン
パーワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャを追加します。（赤い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　で
表示した位置です。　）
これで 3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンジャック sケットコネク
タが不可能になります。、オレンジチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップが不可能になります。 +5Vでリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。 PTT
となるように下記のように取り付けます再構いません。築したバンドを選びますできます。
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3.77 QCX+ CAT ポート
QCX+　フロントCATポートは、オレンジPC や他の端をゲインコントローの抵抗です。 CAT接続されることになります。　最大の注意をもって、可能になります。なホストが不可能になります。、オレンジQCX+の抵抗です。あら行います。ゆる局面を制御するこするこ
とを可能になります。に下記のように取り付けますします。　フロントこの抵抗です。機能になります。の抵抗です。操作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　は、オレンジ当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。マニュアルの抵抗です。後で取り外すことが不可能になります。続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。章に詳述されています。に下記のように取り付けます詳述します。されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
下記のように取り付けますの抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジQCX＋のリアパネル上の、の抵抗です。リアパネル上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。、オレンジ3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンステレオジャックソケットコネクタへの抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、を
示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。

4. 取り付けるり付ける扱い説明書（取扱説明書は別冊）い説明書（取り付ける扱い説明書（取扱説明書は別冊）説明書は別冊）別冊）
ファームされた　ウエア 1x16-.06x6x12以降、オレンジ取り付けますり付けます扱いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。説明書の記述に任せます。は別冊となりました。　ファームウエアバージョンごとなり付けますました状態が“。　フロントファームされた　ウエアバージョンご
とに下記のように取り付けます維持ちます。されます。　フロントWebサイトを訪問して、オレンジあなた状態が“の抵抗です。ファームされた　ウエアバージョンに下記のように取り付けます最適な取り付けます扱い説
明書の記述に任せます。をダウンロードは、オレンジしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
http://qrp-labs.com/qcxp/qcxpfirmware.html
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5. QCX+の取り付け回路設計
5.1 ブロックダイアグラム抵抗　と要な接続について約

この抵抗です。 CWトランシーバーは高性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が能になります。、オレンジシンプルで低インピーダンス、コスト、オレンジアナログに接続されることになります。　最大の注意をもって、設計です。　フロント送信には機は、オレンジ送信には時に、ピンが、対応する
の抵抗です。電流れを変えたければを低インピーダンス、く抑えられる高効率クラスえら行います。れる高効率とクラス Eアンプと、オレンジヒートシンク不要です。の抵抗です。低インピーダンス、価格トランジスタを使ったプラグイン取り付っ
てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント受信には機は、オレンジ“Tayloe検出た状態が“器”チップ、リング、あるい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。は“I-Qミがキサー”チップ、リング、、オレンジとしても知られる、有名な高効ら行います。れる、オレンジ有名は右の図を参照）な高効
率との抵抗です。直交検波、オレンジを使ったプラグイン取り付った状態が“ダイレクトコンバージョン方式エンクロージャーを使う場合、無線機をエです。　フロントこの抵抗です。受信には機の抵抗です。フロントエンドは、オレンジアー
キ テ ク チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン ャ ー は 、オレンジ初にこれを正しくかつ非期の抵抗です。 Flex Software  Defined  Radio、オレンジ Softrock シ リ ーズを変更します。　、オレンジ N”orcal
N”C2030、オレンジお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとよび出た状態が“、オレンジその抵抗です。他の端をゲインコントロー多くの部品の中に、くの抵抗です。 SDR や他の端をゲインコントローの抵抗です。高効率とフロントエンドは、オレンジで使ったプラグイン取り付われました状態が“。　フロント検波器は非
常にデリケートに下記のように取り付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 3次の入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　インターセプト（IP3）と、オレンジ低インピーダンス、損失はもちろん、ダイナミックレンジ（信号の再はもちろん、オレンジダイナミがックレンジ（信には号の抵抗です。再
現れます。　そして“能になります。力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を表す値の。識別また状態が“は再現れます。　そして“可能になります。な最も強くやってください。　い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。信には号と、オレンジ最も弱い信号との比）、を持っていますい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。信には号との抵抗です。比べると、）、オレンジを持ちます。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
　フロント結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっの抵抗です。 Iと Q 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は、オレンジオーディがオ帯域で、不要サイドバンドをキャンセルするで、オレンジ不要です。サイドは、オレンジバンドは、オレンジをキャンセルする 90 度がやりやすいでしょう。位相シフトの調節も、同様に、ロータシフト
ネットワークを通し、注意してボルト過します。　フロント2x5-00Hz帯域で、不要サイドバンドをキャンセルする幅が壊れることにつながります。　ほと CWフィがルターは、オレンジさら行います。なる増幅が壊れることにつながります。　ほとを介してして一般的な
イヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホンをドは、オレンジライブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がします。　フロントトランシーバーの抵抗です。発振装です。　パッドは非常にデリケート置です。　は、オレンジマイクロコントローラに下記のように取り付けますよって制御するこ
される今日的な Si5351A　フロントデジタル位相シフトの調節も、同様に、ロータロックループ IC に下記のように取り付けますよって提供されます。　フロント設計全に組み立てることは機械的観点から重要です。体に浸に下記のように取り付けます浸
透するのは、するの抵抗です。は、オレンジATmega328P に下記のように取り付けますよるマイクロプロセッサ制御するこです。　フロントこの抵抗です。ことは 1x16-0倍～1x16-00倍もの抵抗です。
値の段の抵抗です。無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機に下記のように取り付けます見た写真：ら行います。れる多くの部品の中に、くの抵抗です。機能になります。の抵抗です。導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無を可能になります。に下記のように取り付けますしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント本の部品足の切れ端を当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。に下記のように取り付けます素晴らしい機能設計は、ら行います。しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。機能になります。設計は、オレンジ
内を黒ネジを回して通し、蔵された調整ツールは、された状態が“調整・テスト機構いません。です。　フロントこれら行います。は、オレンジ無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機の抵抗です。構いません。築したバンドを選びます、オレンジ調整そして組み時に、ピンが、対応する立は、この段階が終われば完了でて時に、ピンが、対応するの抵抗です。デバッグに接続されることになります。　最大の注意をもって、
さえ可能になります。に下記のように取り付けますするの抵抗です。で、オレンジ追加の抵抗です。テスト装です。　パッドは非常にデリケート置です。　を必要です。としません。
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5.2 回路図
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メイン PCB の抵抗です。回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは前の項をの抵抗です。頁に表示されています。　フロントパネルに下記のように取り付けます表示した位置です。　されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントフロントパネル PCB の抵抗です。回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンをしてに下記のように取り付けます示した位置です。　し
ます。　フロントメイン PCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。右曲がりピンを持つ、が不可能になります。り付けますピンを持ちます。つ、オレンジ3 つの抵抗です。 2 列するように確かコネクタが不可能になります。 2 つの抵抗です。ボードは、オレンジを接続されることになります。　最大の注意をもって、しま
す；片側は
うち１つは、オレンジ2x5 ピンで他の端をゲインコントローの抵抗です。 2 つは 2x3 ピンです。

5.3 合成発キット信機
LC チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンューン VFO の抵抗です。正確か性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が、オレンジドは、オレンジリフトフリー、オレンジチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャープフリー、オレンジ必要です。帯域で、不要サイドバンドをキャンセルする幅が壊れることにつながります。　ほと全に組み立てることは機械的観点から重要です。体に浸の抵抗です。チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンューニングに接続されることになります。　最大の注意をもって、、オレンジ
そして、オレンジ機械的機構いません。が不可能になります。精緻な周波数調節を可能にする？　　まさにチャレンジ。　これ以上は無な周波数の設定は調節を可能になります。に下記のように取り付けますする？　フロント　フロントまさに下記のように取り付けますチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャレンジ。　フロントこれ以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をは無
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。！
今我々は、不要なサイは、オレンジ安価で使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。やすく、オレンジすべての抵抗です。問題ではないんです。を解することが重要です。　ここでは決めてください。　私の場合、それがするダイレクトデジタル合は、必要ならばネジを取り付けてください。成（DDS）IC と、オレンジ
デジタル位相シフトの調節も、同様に、ロータ固定ループ（PLL）IC を、オレンジ持ちます。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
こ の抵抗です。 設 計 で 使ったプラグイン取り付 わ れ て い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 る
Si5351A シ ンセサイザー チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン ッ
プ は 、オレンジ 3.5kHz か ら行います。 200MHz

まで広がる周波数レンジを持つが不可能になります。る周波数の設定はレンジを持ちます。つ
３つの抵抗です。別個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増の抵抗です。周波数の設定は出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を提供
します。
周波数の設定はの抵抗です。 安 定 性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が は 27MHz 水
晶発振基準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無に下記のように取り付けますよって支配される 。
言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。換えれば、最初にこれを正しくかつ非えれば、オレンジ実に下記のように取り付けます安定してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
る、オレンジとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うことです。　フロント右の抵抗です。ブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がロック図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジSiLabs の抵抗です。 Si5351A

の抵抗です。データシートの抵抗です。抜粋です。　簡略化すると、です。　フロント簡略できます。　その場合、化すると、すると、オレンジ27MHz基準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無発振は、オレンジ内を黒ネジを回して通し、部の抵抗です。電圧は制御するこ発振器に下記のように取り付けます渡ってトリマー　キャパシタを調整して、最大のスケーリングファクターをさ
れ 600-900MHz の抵抗です。幅が壊れることにつながります。　ほとに下記のように取り付けます乗ります。　半田付けは算する　され、オレンジそこから行います。、オレンジ最終われば完了での抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　周波数の設定はに下記のように取り付けます分けます：割して使うされます。　フロント乗ります。　半田付けは算する　と除算する　
はともに下記のように取り付けます分けます：数の設定は的であり付けます、オレンジした状態が“が不可能になります。って、オレンジ周波数の設定は解することが重要です。　ここでは像度がやりやすいでしょう。は極に半田付けします。度がやりやすいでしょう。に下記のように取り付けます精緻な周波数調節を可能にする？　　まさにチャレンジ。　これ以上は無に下記のように取り付けます制御するこされます。　フロントチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップは 2 つ
の抵抗です。 PLL と 3 つの抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　除算する　ユニットを持ちます。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
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最良いの抵抗です。ジッタ（タイミがングに接続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。揺らぎ）効率を上げるために、ら行います。ぎ）効率とを上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をげるた状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジSi5351A データシートは、オレンジ複号シン
セサイザ除算する　器内を黒ネジを回して通し、に下記のように取り付けますは偶数の設定は個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増の抵抗です。除算する　器（分けます：数の設定は
コンポーネントでない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。）の抵抗です。使ったプラグイン取り付用パッドがついています：を勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとめてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る 。
　フロント当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。 CW トランシーバー設計では、オレンジこの抵抗です。提言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非
に下記のように取り付けます従ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る。
回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン の抵抗です。 シ ンセサイザー 部分けます：を 右 に下記のように取り付けます 示した位置です。　 す。
Si5351A  デ ー タ シ ー ト は 、オレンジ 25 ま た状態が“ は
27MHz水晶発振器を図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る。　フロントQRP

Labs は 、オレンジ常にデリケートに下記のように取り付けます 27MHz 水晶発振器 をデザイ
ンで使ったプラグイン取り付用パッドがついています：してきました状態が“。　フロントその抵抗です。理由は、まだあなたがは、オレンジWSPR送信にはの抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジ2mバンドは、オレンジ（145MＨ z）までに下記のように取り付けます
わた状態が“り付けます、オレンジ精密でなくな 1.46Hz の抵抗です。トーンスペーシングに接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。得ます。ら行います。れるから行います。です。
これら行います。の抵抗です。計算する　は 25MHz の抵抗です。水晶発振器ではうまく行います。きません。　フロントこの抵抗です。要です。件は、このは、オレンジこの抵抗です。 CW トラン
シーバーの抵抗です。設計に下記のように取り付けますは当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。てはまり付けますませんが不可能になります。、オレンジスケールの抵抗です。経済では、同じ部品値にこだわれば、他の全では、オレンジ同じようにして取り付けます。じ部品値のに下記のように取り付けますこだわれば、オレンジ他の端をゲインコントローの抵抗です。全に組み立てることは機械的観点から重要です。
ても同じようにして取り付けます。じに下記のように取り付けますなるとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。う利点が不可能になります。あるの抵抗です。です。
Si5351A は、オレンジ多くの部品の中に、数の設定はの抵抗です。内を黒ネジを回して通し、部 8ビットレジスタを持ちます。ってお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けます、オレンジシンセサイザーの抵抗です。動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　を制御するこします。
そして、オレンジこれら行います。は　フロントI2C　フロントシリアルプロトコルを使ったプラグイン取り付ってマイクロコントローラーに下記のように取り付けますよってプログに接続されることになります。　最大の注意をもって、ラ
ムされた　されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント1K 抵抗です。　フロントR3 と R4 は、オレンジ400kHz での抵抗です。バスの抵抗です。作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動に下記のように取り付けます必要です。なプルアップです。
Si5351A チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップは、オレンジ3.0 から行います。 3.6V（通し、注意してボルト常にデリケートは 3.3V）の抵抗です。電圧はが不可能になります。必要です。ですが不可能になります。、オレンジこの抵抗です。トランシーバーの抵抗です。
他の端をゲインコントローの抵抗です。デジタル回りに目いっぱ路は 5V 電圧はで作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動します。　フロント複雑さとコストを削減するため、さとコストを削減らすとバーが再表示するた状態が“め、オレンジ2 つの抵抗です。 1N4148 ダ
イオードは、オレンジを直列するように確かで使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。、オレンジ5V を Si5351A に下記のように取り付けます最適な電圧はに下記のように取り付けます落ちた場合、除算ファクターをとしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントそれで正常にデリケートに下記のように取り付けます作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動し
てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントSi5351A シンセサイザーから行います。 3 つの抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　が不可能になります。あり付けます、オレンジこれら行います。はすべて良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。利点です。
Clk2 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は送信には出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　増幅が壊れることにつながります。　ほとに下記のように取り付けます フィが ー ドは、オレンジ す る た状態が“ め に下記のように取り付けます 使ったプラグイン取り付われ 、オレンジ Clk0 と Clk1 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は受信には中に下記のように取り付けます
QSD（Quadranture Sampling Detector（直交検波）をドは、オレンジライブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がするの抵抗です。に下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付われます。
これら行います。の抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　はマイクロコントローラーの抵抗です。命令によって、スイッチに下記のように取り付けますよって、オレンジスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン On・Off することが不可能になります。できます。
これは、オレンジ何でも構いません。　これらは共通してら行います。かの抵抗です。単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。化すると、の抵抗です。機会を提供します。　を提供します。　フロントClk0/１出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は、オレンジ送信には中に下記のように取り付けますは全に組み立てることは機械的観点から重要です。く単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。に下記のように取り付けますスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン
Off 出た状態が“来るから行います。です。　フロントこれは送受信には切れ端をり付けます替えます。　えに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ての抵抗です。プレッシャーを取り付けますり付けます除きます。　フロント送信には中
に下記のように取り付けますは何でも構いません。　これらは共通してら行います。の抵抗です。受信にはもあり付けます得ます。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。です。　フロントなぜなら行います。、オレンジ受信にはミがキサー（検波器）への抵抗です。発振入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　が不可能になります。無い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。か
ら行います。です。　フロント逆に下記のように取り付けます、オレンジClk2 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は、オレンジ受信には中はスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン Off されます。
直交位相シフトの調節も、同様に、ロータ検波の抵抗です。機能になります。は、オレンジRF入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　、オレンジまた状態が“は、オレンジLO入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　の抵抗です。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ずれかは直角がフロントパネルに位相シフトの調節も、同様に、ロータに下記のように取り付けますお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとける 2 つの抵抗です。パスを
提供せねばなり付けますません。　フロントこれは通し、注意してボルト常にデリケートは、オレンジ最良い性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が能になります。の抵抗です。た状態が“めの抵抗です。制御するこが不可能になります。容するべく配線されねばなりません。易な局部発振（な局部発振（LO）に下記のように取り付けます適用パッドがついています：
されます。　フロントそこで、オレンジ同じようにして取り付けます。じ周波数の設定はで、オレンジ正確かに下記のように取り付けます 90 度がやりやすいでしょう。の抵抗です。位相シフトの調節も、同様に、ロータ差のある、の抵抗です。ある、オレンジ2 つの抵抗です。発振信には号が不可能になります。必要です。です。
局部発振で直交位相シフトの調節も、同様に、ロータ信には号を生成することは常にデリケートに下記のように取り付けます困難です。　フロントアナログに接続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。フェース知られる、有名な高効ると回りに目いっぱ路は正確か
性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がが不可能になります。制限されます。　しばしば、されます。　フロントしばしば、オレンジ4ｘ受信周波数での発振入力から直交発振出力を生成する受信には周波数の設定はでの抵抗です。発振入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　から行います。直交発振出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を生成する 4分けます：割して使う
回りに目いっぱ路が不可能になります。使ったプラグイン取り付われることが不可能になります。あり付けますます。　フロントこれもまた状態が“、オレンジチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャレンジを生み時に、ピンが、対応する出た状態が“します。　フロント特に面倒です。　しかし、に下記のように取り付けますより付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。バン
ドは、オレンジをカバーするた状態が“めに下記のように取り付けます受信には周波数の設定はを増やそうとする場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けます、オレンジです。　フロント例えば、メインボードのえば、オレンジ10mバンドは、オレンジ、オレンジ即ち、既に給電されたシャックち、オレンジ
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30MHz に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て、オレンジ局部発振 120MHz が不可能になります。必要です。であり付けます、オレンジ4分けます：割して使う回りに目いっぱ路はその抵抗です。ように下記のように取り付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。周波数の設定はで動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　
せねばなり付けますません。　フロント74AC74 の抵抗です。ようなデバイスなら行います。それが不可能になります。できます、オレンジが不可能になります。、オレンジそれを 6mバンドは、オレンジに下記のように取り付けます
まで押しこんだ状態し上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をげることは 74AC74 に下記のように取り付けますはできません。
Si5351A は、オレンジ位相シフトの調節も、同様に、ロータオフセット機能になります。が不可能になります。あり付けますますが不可能になります。、オレンジSiLabs の抵抗です。ドは、オレンジキュメンテーションに下記のように取り付けますは、オレンジほんと
に下記のように取り付けます非常にデリケートに下記のように取り付けます明確かな記のように取り付けます述します。が不可能になります。あり付けますません。　フロントしかし、オレンジQRP Labs は、オレンジ2 つの抵抗です。 Si5351A 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を正確かな直
交位相シフトの調節も、同様に、ロータに下記のように取り付けます投入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無する技術を完成させました。　それも、周波数が変わるというチューニング異常なしを完成させました状態が“。　フロントそれも、オレンジ周波数の設定はが不可能になります。変わるとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンューニングに接続されることになります。　最大の注意をもって、異なるセクションを考えてみましょう。常にデリケートなし
に下記のように取り付けます維持ちます。できます。　フロントそれは、オレンジもう一つの抵抗です。回りに目いっぱ路ブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がロック（74AC74 の抵抗です。 4分けます：割して使う回りに目いっぱ路）を無くすとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。う
ことで、オレンジ素晴らしい機能設計は、ら行います。しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。開いてしまっていて、発となり付けますました状態が“。　フロント再び出た状態が“、オレンジ複雑さとコストを削減するため、さとコストの抵抗です。削減らすとバーが再表示です。
私の場合、それがの抵抗です。知られる、有名な高効る限されます。　しばしば、り付けますでは、オレンジこれが不可能になります。、オレンジ4分けます：割して使う回りに目いっぱ路無しで、オレンジ直交位相シフトの調節も、同様に、ロータの抵抗です。 2 つの抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　で直接 QSD（直交位相シフトの調節も、同様に、ロータ検
波）をドは、オレンジライブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がする製品に下記のように取り付けます、オレンジSi5351A を導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無した状態が“最初にこれを正しくかつ非の抵抗です。例えば、メインボードのだった状態が“と思います。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。 SI5351Aセクションに下記のように取り付けますは、オレンジ4 通し、注意してボルトり付けますの抵抗です。ピンヘッダー Pad も用パッドがついています：意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント接続されることになります。　最大の注意をもって、ポ
イント：Clk0、オレンジClk1、オレンジClk2、オレンジとグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジ：　フロントお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとよび出た状態が“、オレンジ３通し、注意してボルトり付けますの抵抗です。ピンヘッダー Pad が不可能になります。接続されることになります。　最大の注意をもって、点：
12Cバス：SCL、オレンジSDA、オレンジとグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジ、オレンジです。　フロント複雑さとコストを削減するため、に下記のように取り付けますなるの抵抗です。で上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンでは省略できます。　その場合、してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
5.4 送信/受信　切り替えスイッチり付ける替えスイッチえスイッチスイッチ
直交位相シフトの調節も、同様に、ロータ検波器への抵抗です。局部発振信には号が不可能になります。無い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。た状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジ受信には機は送
信には中に下記のように取り付けますは完全に組み立てることは機械的観点から重要です。に下記のように取り付けます無効化すると、されるの抵抗です。で、オレンジ送受信にはスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは不要です。な
の抵抗です。ではない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。かと考えら行います。れます。　フロントさて、オレンジ回りに目いっぱ路では、オレンジ送信には機が不可能になります。
受信には回りに目いっぱ路の抵抗です。過負荷を防ぐために必要な大きな減衰を提供するを防ぐた状態が“めに下記のように取り付けます必要です。な大の注意をもって、きな減らすとバーが再表示衰を提供するを提供する
必要です。はあり付けますません。　フロント必要です。なことは、オレンジ受信には器の抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　検波器に下記のように取り付けます
ダメージを与えるからです。　最適な調節設定をえる 5W信には号（45V ピーク-ピーク）を止める
に下記のように取り付けます必要です。な適度がやりやすいでしょう。な減らすとバーが再表示衰を提供する、オレンジを提供することです。　フロント送受信にはスイッ
チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは１石のの抵抗です。 BS170　フロントMOSFET（電界効果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっトランジスタ）
に下記のように取り付けますよって導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントソースは DC グに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジ（入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　トランス T1 の抵抗です。プライマリー経由は、まだあなたが）で
す。
マイクロコントローラーから行います。の抵抗です。制御するこ信には号が不可能になります。 MOSFET を On に下記のように取り付けますした状態が“り付けます Off に下記のように取り付けますした状態が“り付けます切れ端をり付けます替えます。　えます。
お勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほともしろい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことに下記のように取り付けます、オレンジMOSFET の抵抗です。ゲートに下記のように取り付けます近く、ポテンションメーターの右い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 C34 が不可能になります。、オレンジ5W　フロントRF の抵抗です。誘導ピックアップ（電流れを変えたければ）が不可能になります。
MOSFET を部分けます：的に下記のように取り付けますスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン On に下記のように取り付けますしてしまうことを防止するの抵抗です。に下記のように取り付けます必要です。だと分けます：かり付けますました状態が“。
スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは稼働プレートが完全に閉じてしまっていて、結中の抵抗です。受信には機を無音に下記のように取り付けますするほどの抵抗です。減らすとバーが再表示衰を提供するを与えるからです。　最適な調節設定をえる必要です。はあり付けますません；片側はが不可能になります。、オレンジ送信には中は我々は、不要なサイ
の抵抗です。受信には機は稼働プレートが完全に閉じてしまっていて、結してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません；片側はスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。しなければなら行います。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことは、オレンジQSD（直交位相シフトの調節も、同様に、ロータ検波器）
が不可能になります。破壊れることにつながります。　ほとするかもしれない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 45V ピーク-ピークを見た写真：ることから行います。防ぐことです。
5.5 バンドパス、位相分割、QSD、プリアンプ
バンドは、オレンジパスフィがルター、オレンジ位相シフトの調節も、同様に、ロータスプリッター、オレンジ直交位相シフトの調節も、同様に、ロータ検波器、オレンジとプレアンプ回りに目いっぱ路は緊密でなくに下記のように取り付けます連携する
の抵抗です。で、オレンジこの抵抗です。項をではすべてを一緒に考察することにしたい。に下記のように取り付けます考察することにしたい。することに下記のように取り付けますした状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
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この抵抗です。回りに目いっぱ路は、オレンジ入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　バンドは、オレンジパスフィがルター（必要です。な周波数の設定は帯域で、不要サイドバンドをキャンセルするの抵抗です。み時に、ピンが、対応するを通し、注意してボルトすフィがルター）と、オレンジ低インピーダンス、ノイズを変更します。　
プレアンプを持ちます。つ二重バランスの抵抗です。直交位相シフトの調節も、同様に、ロータ検波器です。　フロント少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。部品でこれだけの抵抗です。ことが不可能になります。出た状態が“来ます。
複雑さとコストを削減するため、でもなくコストもかかり付けますません。　フロントFST3253 は二重の抵抗です。 1：4 マルチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンプレクサーで、オレンジQSD回りに目いっぱ
路ではよく見た写真：ら行います。れます。　フロントスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンングに接続されることになります。　最大の注意をもって、時に、ピンが、対応する間が不可能になります。短く、ほんの数オームという非常に低い抵抗値ですく、オレンジほんの抵抗です。数の設定はオームされた　とい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。う非常にデリケートに下記のように取り付けます低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。抵抗です。値のです。
入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　信には号は直角がフロントパネルに位相シフトの調節も、同様に、ロータの抵抗です。 LO に下記のように取り付けますより付けます、オレンジ4 つの抵抗です。結合は、必要ならばネジを取り付けてください。キャパシタ C43 から行います。 C46 を順の一部として調節を行います。に下記のように取り付けますスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンされてそ
れぞれ 90 度がやりやすいでしょう。の抵抗です。 RF サイクルに下記のように取り付けます変換えれば、最初にこれを正しくかつ非されます。　フロント結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっは、オレンジRF入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　と LO入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　間の抵抗です。オーディがオ差のある、異なるセクションを考えてみましょう。
（ビート）が不可能になります。 4 つの抵抗です。結合は、必要ならばネジを取り付けてください。キャパシタの抵抗です。それぞれに下記のように取り付けます、オレンジ0、オレンジ90、オレンジ180、オレンジ270 度がやりやすいでしょう。の抵抗です。 4 つの抵抗です。位相シフトの調節も、同様に、ロータとして、オレンジ
現れます。　そして“れます。　フロント動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　中の抵抗です。増幅が壊れることにつながります。　ほと器 IC5a が不可能になります。 0 度がやりやすいでしょう。と 180 度がやりやすいでしょう。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　の抵抗です。差のある、を受けとり付けます、オレンジ増幅が壊れることにつながります。　ほとします。　フロント結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっは
QSD の抵抗です。 I　フロント出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　となり付けますます。　フロント同じようにして取り付けます。様に通し：そして最後のナットでフロントパに下記のように取り付けます、オレンジIC5b が不可能になります。 90 度がやりやすいでしょう。と 270 度がやりやすいでしょう。の抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　差のある、を受け取り付けますり付けます Q 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を生
成します。
相シフトの調節も、同様に、ロータ対的に下記のように取り付けます大の注意をもって、きな 470nF　フロントキャパシタと、オレンジ低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ソース抵抗です。の抵抗です。組み時に、ピンが、対応する合は、必要ならばネジを取り付けてください。わせが不可能になります。、オレンジオーディがオレスポンス
の抵抗です。即ち、既に給電されたシャック座のロールオフ（フィルターの切れ）として結果します。　これは、効率的に非常に狭帯域のの抵抗です。ロールオフ（フィがルターの抵抗です。切れ端をれ）として結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっします。　フロントこれは、オレンジ効率と的に下記のように取り付けます非常にデリケートに下記のように取り付けます狭帯域で、不要サイドバンドをキャンセルするの抵抗です。
バンドは、オレンジパスフィがルターです。　フロントLO周波数の設定はから行います。数の設定は kHz以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を離れ、無線れた状態が“、オレンジどんな入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　 RF でも大の注意をもって、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。に下記のように取り付けます減らすとバーが再表示衰を提供する
させるから行います。です。　フロント従って、オレンジQSD は、オレンジ3次の入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　インターセプト、オレンジダイナミがックレンジ、オレンジ低インピーダンス、損失はもちろん、ダイナミックレンジ（信号の再
（0.9dB）を伴う、本質的に非常に効率の良いミキサー（検波器）設計です。　う、オレンジ本の部品足の切れ端を質的に下記のように取り付けます非常にデリケートに下記のように取り付けます効率との抵抗です。良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ミがキサー（検波器）設計です。　フロントFST3253 デュア
ルスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジた状態が“び出た状態が“た状態が“び出た状態が“、オレンジ単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。に下記のように取り付けます並行います。した状態が“ 2 つの抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン（これはスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンオン抵抗です。を半減らすとバーが再表示させま
す）と接続されることになります。　最大の注意をもって、されます。　フロントしかし、オレンジ私の場合、それがはより付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。効率との抵抗です。ダブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がルバランスの抵抗です。ミがキサー設定をむ前にしろ好です。み時に、ピンが、対応する
ます。　フロントダブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がルバランス設定は 2 つの抵抗です。 180 度がやりやすいでしょう。位相シフトの調節も、同様に、ロータの抵抗です。違うと、後で取り外すことが不可能になります。う（互いに反対の）い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。に下記のように取り付けます反対の抵抗です。）RF入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を必要です。とします。
　フロント高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 IP3 やダイナミがックレンジに下記のように取り付けますもかかわら行います。ず、オレンジ強くやってください。　力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　な帯域で、不要サイドバンドをキャンセルする外すことが不可能になります。信には号から行います。ミがキサーを保つ（周波数と時間）。護するためするた状態が“め
に下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　バンドは、オレンジパスフィがルタリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、を提供することに下記のように取り付けますは未だに慎重です。　だに下記のように取り付けます慎重です。　フロント
この抵抗です。 CW トランシーバーでは、オレンジT1 トランスが不可能になります。、オレンジこれら行います。の抵抗です。問題ではないんです。を、オレンジ非常にデリケートに下記のように取り付けます低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。部品点数の設定はで、オレンジ単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。な
解することが重要です。　ここでは決めてください。　私の場合、それが策を提供しています。　を提供してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントT1 の抵抗です。プライマリーが不可能になります。、オレンジ入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無ってくる RF を、オレンジダブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がルバランス検出た状態が“器に下記のように取り付けますつ
なが不可能になります。る 2 つの抵抗です。セカンダリ巻き線の巻き数を調整する必要線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　（コイル）に下記のように取り付けますカップリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、します。　フロントプライマリコイルの抵抗です。片に分けます：側に取り付けねばなりません！はグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ラ
ンドは、オレンジに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、され、オレンジ入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　の抵抗です。直流れを変えたければ成分けます：が不可能になります。グに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジに下記のように取り付けます流れを変えたければれるの抵抗です。を遮断します。　フロントだから行います。、オレンジ送受信にはスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン
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が不可能になります。 1石のの抵抗です。 MOSFET で容するべく配線されねばなりません。易な局部発振（に下記のように取り付けます導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無できた状態が“わけです（前の項を項をを参照してください。　同じようにして取り付けます。）。
２つの抵抗です。セカンダリーは中央のでタップされた状態が“一つの抵抗です。巻き線の巻き数を調整する必要き線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　（コイル）として接続されることになります。　最大の注意をもって、されてお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けます、オレンジそれの抵抗です。
意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　するところは、オレンジ出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は必要です。な 180 度がやりやすいでしょう。の抵抗です。位相シフトの調節も、同様に、ロータ差のある、を持ちます。つとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うことです。　フロントセカンダリー中央の
タップは、オレンジR1、オレンジR2、オレンジと R6 に下記のように取り付けますよって形になります。　そして成される DC パイアスの抵抗です。中央のに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントすな
わち、オレンジ2.5V となり付けますます。　フロント　フロントこの抵抗です。シンプルなバイアスは、オレンジシステムされた　の抵抗です。バランス特に面倒です。　しかし、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がの抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
かなる意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　の抵抗です。ある電流れを変えたければの抵抗です。発生源に下記のように取り付けますも消滅場所に下記のように取り付けますもなり付けますません。　フロント従ってバッファリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、は必要です。あり付けます
ません。
DCバイアスは、オレンジプリアンプを通し、注意してボルトり付けます続されることになります。　最大の注意をもって、くステージに下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無り付けますます―90 度がやりやすいでしょう。位相シフトの調節も、同様に、ロータシフトネットワーク、オレンジCW

フィがルターの抵抗です。最初にこれを正しくかつ非の抵抗です。 3 つの抵抗です。オペアンプも含まれます。　例えばまれます。　フロント各ステージでカップリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、コンデンサで
AC結合は、必要ならばネジを取り付けてください。をもち、オレンジ各ステージに下記のように取り付けます個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増々は、不要なサイに下記のように取り付けますバイアスしなくてよい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。は大の注意をもって、きな利点です。　フロントこの抵抗です。回りに目いっぱ路では、オレンジ
DCバイアスは、オレンジこの抵抗です。中央のタップの抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　トランスから行います。、オレンジ全に組み立てることは機械的観点から重要です。体に浸に下記のように取り付けます流れを変えたければれます。　フロントこれは、オレンジ部品数の設定はと、オレンジも
うお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとわかり付けますですね、オレンジ複雑さとコストを削減するため、さとコストを減らすとバーが再表示少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。させます。　フロントもう一つの抵抗です。利点は、オレンジほとんどの抵抗です。受信には信には号パ
スが不可能になります。 DC結合は、必要ならばネジを取り付けてください。であるた状態が“め、オレンジ送受信にはの抵抗です。切れ端をり付けます替えます。　え時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます不可避けるためです。　な“ごつごつ音、オレンジばしっ音”チップ、リング、(thumps)thumps)を少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。
なくしやすい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。と思います。われます。 最後で取り外すことが不可能になります。に下記のように取り付けます、オレンジバンドは、オレンジパスフィがルターが不可能になります。同じようにして取り付けます。じトランス T1 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。 4 つ目の温度がやりやすいでしょう。の抵抗です。巻き線の巻き数を調整する必要線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　
（コイル）に下記のように取り付けますよって導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無され、オレンジ幾つかの部品間の信号の流れを変えたければつかの抵抗です。固定キャパシタとトリマーキャパシタとともに下記のように取り付けます共振回りに目いっぱ路を
形になります。　そして成します。　フロントそれは単に穴をに下記のように取り付けます一つの抵抗です。共振回りに目いっぱ路バンドは、オレンジパスフィがルターであるの抵抗です。で、オレンジストップバンドは、オレンジ減らすとバーが再表示衰を提供する
効果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっは限されます。　しばしば、定的です。　フロントが不可能になります。、オレンジ単に穴を一の抵抗です。調節コントロールの抵抗です。故に、部品点数の削減と調節の単純性というに下記のように取り付けます、オレンジ部品点数の設定はの抵抗です。削減らすとバーが再表示と調節の抵抗です。単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。う
利点を持ちます。ちます。
注意をもって、：　フロントI　フロントと　フロントQ　フロントとの抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は、オレンジそれぞれ、オレンジ2 ピンヘッダー Pad を持ちます。ちます。　フロント回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン中の抵抗です。 JP7

と JP8 です；片側は　フロントこれら行います。は実験と修正が簡単にできるように設計されています。　的な修正や接続されることになります。　最大の注意をもって、を行います。うた状態が“めに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付用パッドがついています：可能になります。です。
5.6 90 度オーディオ位相シフトオーディオ位相シフト
この抵抗です。ステージまで、オレンジI　フロントと　フロントQ 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　はそれぞれダブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がル‐サイドは、オレンジバンドは、オレンジです。　フロント我々は、不要なサイはそれら行います。を復調さ
れた状態が“シングに接続されることになります。　最大の注意をもって、ルサイドは、オレンジバンドは、オレンジに下記のように取り付けます処理する必要です。が不可能になります。あり付けますます。　フロントここで使ったプラグイン取り付われる回りに目いっぱ路は、オレンジ4 つの抵抗です。オペアン
プ（演算する　増幅が壊れることにつながります。　ほと器）に下記のように取り付けますよる 2 パスの抵抗です。全に組み立てることは機械的観点から重要です。パス位相シフトの調節も、同様に、ロータシフトネットワークです。　フロント回りに目いっぱ路は、オレンジ Norcal

NC2030 の抵抗です。 同じようにして取り付けます。 位 相シフトの調節も、同様に、ロータ シ フ ト ブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が ロ ッ ク に下記のように取り付けます 基 づ い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 て い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 ま す 。
http://www.norcalqrp.org/nc2030.htm

現れます。　そして“実世界では完全に組み立てることは機械的観点から重要です。なもの抵抗です。など無い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。―部品の抵抗です。許容するべく配線されねばなりません。誤ってパドルをスクイーズした場合に、差のある、に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て考慮が必要です。 不要なサイドバンドが不可能になります。必要です。です。 不要です。なサイドは、オレンジバンドは、オレンジ
除去は、は、オレンジ2 つの抵抗です。パスの抵抗です。振幅が壊れることにつながります。　ほとが不可能になります。同じようにして取り付けます。じで 90 度がやりやすいでしょう。位相シフトの調節も、同様に、ロータシフトが不可能になります。正確かであるときに下記のように取り付けます最大の注意をもって、に下記のように取り付けますなり付けますます。
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90 度がやりやすいでしょう。位相シフトの調節も、同様に、ロータシフトの抵抗です。精度がやりやすいでしょう。を改善するため、するた状態が“め、オレンジR17 と R24 が不可能になります。、オレンジより付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。、オレンジまた状態が“は、オレンジより付けます低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。オーディが
オ周波数の設定はの抵抗です。それぞれに下記のように取り付けます於いて、位相シフトの調節を可能にします。　い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て、オレンジ位相シフトの調節も、同様に、ロータシフトの抵抗です。調節を可能になります。に下記のように取り付けますします。　フロントR27 は I と Q チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャネル間の抵抗です。バ
ランスの抵抗です。調整を可能になります。に下記のように取り付けますして、オレンジそれぞれの抵抗です。パスから行います。の抵抗です。振幅が壊れることにつながります。　ほとを均等かもしれませんが化すると、します。　フロントこの抵抗です。ＣＷトランシートランシー
バーキットに下記のように取り付けますは内を黒ネジを回して通し、蔵された調整ツールは、の抵抗です。調整ツールとテストツール、オレンジそして、オレンジテスト信には号を受信には入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　点に下記のように取り付けます挿入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無するこ
とが不可能になります。出た状態が“来るシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレーターが不可能になります。含まれます。　例えばまれてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントすでに下記のように取り付けます述します。べた状態が“ように下記のように取り付けます、オレンジこれら行います。の抵抗です。調節を実
行います。することを容するべく配線されねばなりません。易な局部発振（に下記のように取り付けますします。
注意をもって、：　フロント出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　組み時に、ピンが、対応する合は、必要ならばネジを取り付けてください。わせポテンションメーターに下記のように取り付けますある、オレンジ2 ピンヘッダー Pad　フロントJP9、オレンジJP10、オレンジJP11

は実験と修正が簡単にできるように設計されています。　的修正や接続されることになります。　最大の注意をもって、を可能になります。に下記のように取り付けますします。
5.7 CW フィルター
この抵抗です。受信には機で使ったプラグイン取り付われる CW フィがルターは 200Hz の抵抗です。帯域で、不要サイドバンドをキャンセルする幅が壊れることにつながります。　ほとを持ちます。ちます。　フロント回りに目いっぱ路は、オレンジDavid Cripe

NM0S,に下記のように取り付けますよる　フロントHI-PERMITE　フロントCW filter kit設計に下記のように取り付けます基づい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントFour State QRP

group で入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無手可能になります。です；片側は
http://www.4sqrp.com/HiPerMite.php　フロント　フロント (thumps)thanks David for permission to use

it here). 

これが不可能になります。不快なリンギングを防止するために特別に設計された高性能回路です。なリンギングに接続されることになります。　最大の注意をもって、を防止するた状態が“めに下記のように取り付けます特に面倒です。　しかし、別に下記のように取り付けます設計された状態が“高性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が能になります。回りに目いっぱ路です。
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3 つの抵抗です。ステージの抵抗です。ローパスフィがルタリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、と 1 ステージの抵抗です。ハイパスフィがルタリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。あり付けますます。
最初にこれを正しくかつ非の抵抗です。 3 ステージは、オレンジ入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　トランス T1 から行います。すべての抵抗です。道を通してを通し、注意してボルトして 2.5V の抵抗です。“midrail”バイアスを保つ（周波数と時間）。
持ちます。します。　フロント最終われば完了でステージの抵抗です。　フロントIC9A は、オレンジ5V 電源を使ったプラグイン取り付ってバイアスされてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。（供給電源の抵抗です。半
分けます：で６V の抵抗です。 mid-rail実電圧はを作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　り付けます出た状態が“す幾つかの部品間の信号の流れを変えたければつかの抵抗です。特に面倒です。　しかし、定部品は避けるためです。　けましょう）
CW フィがルターは、オレンジまた状態が“ 18dB の抵抗です。測定された状態が“ゲインをも提供します。　フロントサイドは、オレンジトーン（モニター
音）は CW フィがルターへの抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　点に下記のように取り付けます注入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無され、オレンジ700Hz サイドは、オレンジトーンを離れ、無線れた状態が“矩形になります。　そして高調波をカット
オフすることで聞こえる筈です。きやすい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。クリーンな音を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　り付けますます。
5.8 オーディオ増幅器（オーディオアンプ）
受信には信には号パスの抵抗です。最後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。ステージは、オレンジオーディがオ増幅が壊れることにつながります。　ほとです；片側は聞こえる筈です。きやすい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。レベルの抵抗です。イヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホンを駆動しま
す。　フロントフロントパネルに下記のように取り付けます 5KΩ の抵抗です。可変抵抗です。器が不可能になります。つい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。てお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けます、オレンジゲインコントロール（音量調節）とし
て使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱり付けますに下記のように取り付けますフルに下記のように取り付けます回りに目いっぱすと受信には機はフルボリュームされた　となり付けますます。　フロント反時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱり付けますに下記のように取り付けます回りに目いっぱす
と、オレンジCW フィがルター出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　から行います。の抵抗です。オーディがオ信には号を減らすとバーが再表示衰を提供するさせる一時に、ピンが、対応する的な分けます：割して使う器を形になります。　そして成します。
この抵抗です。ポテンションメーターはフロントパネル PCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます配置です。　されてお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けます、オレンジこの抵抗です。回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をでは見た写真：えま
せん。（下図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン）
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また状態が“、オレンジ送信には側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けますも、オレンジQ7、オレンジもう一つの抵抗です。 BS170　フロントMOSFET に下記のように取り付けますよって形になります。　そして成されるミがュートスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンも
あり付けますます。　フロントこれは後で取り外すことが不可能になります。に下記のように取り付けますなって設計に下記のように取り付けます追加されました状態が“；片側は　フロントに下記のように取り付けますもかかわら行います。ず、オレンジ送受信にはスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。不快なリンギングを防止するために特別に設計された高性能回路です。
なクリック音を捨てきれません。　ミュートスイッチは、クリック音の減衰にも役立ちます。　スてきれません。　フロントミがュートスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジクリック音の抵抗です。減らすとバーが再表示衰を提供するに下記のように取り付けますも役立は、この段階が終われば完了でちます。　フロントス
イッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンはマイクロコントローラーに下記のように取り付けますよって作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動します。
受信には/送信にはスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　。　フロントBS170 スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無ると、オレンジグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジに下記のように取り付けます対して低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。抵抗です。を持ちます。ち、オレンジそれが不可能になります。
オーディがオ信には号を大の注意をもって、きく減らすとバーが再表示衰を提供するさせます。　フロントトランシーバーが不可能になります。送信にはから行います。受信にはに下記のように取り付けます切れ端をり付けます替えます。　わる時に、ピンが、対応するの抵抗です。、オレンジオー
ディがオの抵抗です。“バシッ音”チップ、リング、を減らすとバーが再表示ら行います。すに下記のように取り付けますは、オレンジミがュートスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジ受信には機に下記のように取り付けます切れ端をり付けます替えます。　わった状態が“後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。短く、ほんの数オームという非常に低い抵抗値です時に、ピンが、対応する間、オレンジオン
の抵抗です。状態の抵抗です。ままである必要です。が不可能になります。あり付けますます。　フロントバシッ音が不可能になります。鎮まるまで少し待ちます。　この遅延は、まるまで少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。し待って！　もしイヤホンを使っているなら、まず、それを耳ちます。　フロントこの抵抗です。遅延は、は、オレンジR60

と C52 が不可能になります。形になります。　そして成する R-C ネットワークに下記のように取り付けますよって達する場合、実効増幅器は信号を制約し切り取るので、調節を正確に行うこ成されます。　フロントこの抵抗です。ことはまた状態が“、オレンジミがュートスイッ
チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン‐On の抵抗です。遅延は、を導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無することに下記のように取り付けますもなり付けますます。　フロントその抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ送信にはに下記のように取り付けます切れ端をり付けます替えます。　わるときに下記のように取り付けますバ
シツ音は聞こえる筈です。こえることに下記のように取り付けますなり付けますます。　フロントこれを避けるためです。　けるた状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジダイオードは、オレンジ D5 が不可能になります。追加されました状態が“。
それが不可能になります。受信には‐送信には切れ端をり付けます替えます。　え時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます抵抗です。 R60 をバイパスします。　フロント受信には‐送信には切れ端をり付けます替えます。　え時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますミがュート
スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。即ち、既に給電されたシャック座のロールオフ（フィルターの切れ）として結果します。　これは、効率的に非常に狭帯域のに下記のように取り付けます有効化すると、されるの抵抗です。を確か実に下記のように取り付けますします。　フロントが不可能になります。、オレンジ送信には‐受信にはの抵抗です。切れ端をり付けます替えます。　え時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますは多くの部品の中に、少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。の抵抗です。遅延は、
が不可能になります。発生します。　フロントC21 と C22 は元はは 10μFF の抵抗です。電解することが重要です。　ここではコンデンサでした状態が“。　フロント或る製作者が実験して白る製作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　者が実験して白が不可能になります。実験と修正が簡単にできるように設計されています。　して白いポインターが
鍵したところによると、これらのキャパシタをした状態が“ところに下記のように取り付けますよると、オレンジこれら行います。の抵抗です。キャパシタを 0.1μFF に下記のように取り付けます減らすとバーが再表示ら行います。した状態が“ところ、オレンジ残り存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　送信には/受信には切れ端をり付けます替えます。　え
時に、ピンが、対応するの抵抗です。クリック音が不可能になります。更します。に下記のように取り付けます減らすとバーが再表示衰を提供するした状態が“とい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うことです。　フロントしかしなが不可能になります。ら行います。、オレンジ0.1μFF は、オレンジ受信にはチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェーンの抵抗です。ゲイ
ンをも 14dB だけ現れます。　そして“象させることになります；　全体的に受信機が高いゲインであるにもかかわらさせることに下記のように取り付けますなり付けますます；片側は　フロント全に組み立てることは機械的観点から重要です。体に浸的に下記のように取り付けます受信には機が不可能になります。高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ゲインであるに下記のように取り付けますもかかわら行います。
ず、オレンジ14dB の抵抗です。ロスは大の注意をもって、きく、オレンジ特に面倒です。　しかし、に下記のように取り付けますノイズを変更します。　レベルが不可能になります。比べると、較的低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。、オレンジ高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。周波数の設定はバンドは、オレンジでは大の注意をもって、きすぎます。
した状態が“が不可能になります。って、オレンジ現れます。　そして“行います。キットでは 1μFF の抵抗です。キャパシタを供給することとしました状態が“。　フロントクリック音の抵抗です。減らすとバーが再表示衰を提供する
を可能になります。とするが不可能になります。、オレンジゲインに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ては無視で、トリマー　キャパシタがレンジの末端になっているかどうかが、はっきりできる影響しませんでした。　それに比べると、に下記のように取り付けますとどめてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント IC10B は 14dB の抵抗です。ゲイ
ンの抵抗です。た状態が“めの抵抗です。単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。な増幅が壊れることにつながります。　ほと器です。　フロント½-V mid-railバイアスが不可能になります。 R39、オレンジR40、オレンジR24 に下記のように取り付けますよって生成され
ます。
5V 電源ラインを mid-rail として使ったプラグイン取り付うことは、オレンジ大の注意をもって、きすぎるノイズを変更します。　を付けます加することが不可能になります。分けます：かり付けますました状態が“。
最終われば完了で的に下記のように取り付けます、オレンジIC10A は単に穴をなる unity-gain（増幅が壊れることにつながります。　ほと率と=1 の抵抗です。）バッファーとなり付けますます。　フロントそれは単に穴をなる
オペアンプであるに下記のように取り付けますもかかわら行います。ず、オレンジ標準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無の抵抗です。イヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホンをドは、オレンジライブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がするの抵抗です。に下記のように取り付けます完璧に合うように設計されています。に下記のように取り付けます十分けます：であることが不可能になります。分けます：
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かり付けますました状態が“。　フロント5KΩ の抵抗です。リニア―なボリュームされた　制御すること、オレンジIC10b入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　の抵抗です。 1kΩ の抵抗です。負荷を防ぐために必要な大きな減衰を提供する抵抗です。、オレンジの抵抗です。効果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっは、オレンジ
全に組み立てることは機械的観点から重要です。体に浸的に下記のように取り付けます対数の設定は的特に面倒です。　しかし、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がを作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　り付けます出た状態が“します。　フロント対数の設定は的特に面倒です。　しかし、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がを更します。に下記のように取り付けます知られる、有名な高効り付けますた状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。、オレンジ更します。なる分けます：析、オレンジこの抵抗です。命題ではないんです。に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
ての抵抗です。議論は、下記のサイトにて見ることが出来ます。は、オレンジ下記のように取り付けますの抵抗です。サイトに下記のように取り付けますて見た写真：ることが不可能になります。出た状態が“来ます。
http://www.qrp-labs.com/qcx/qcxmods/qcxvolume.html

5.9 送信信号の経路とパワーアンプドライバーの取り付け経路とパワーアンプドライバー

 74ACT00 は、オレンジquad NAND logic gate です。
バイナリの抵抗です。 1 を表す電圧は閾値のは 2.4V です。　フロントそれは、オレンジゲートは、オレンジSi5351A から行います。の抵抗です。　フロント～3.3V ま
での抵抗です。ピーク-ピーク矩形になります。　そして波出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けますよって容するべく配線されねばなりません。易な局部発振（に下記のように取り付けますスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン On されるとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うことを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　します。
74ACT00 の抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は 5V の抵抗です。ピーク‐ピークであり付けます、オレンジクラス E パワーアンプの抵抗です。 BS170　フロントMOSFET

を飽和するまで駆動するのに十分です。　するまで駆動するの抵抗です。に下記のように取り付けます十分けます：です。　フロントSi5351A から行います。の抵抗です。 Clk2信には号は、オレンジ以前の項をに下記のように取り付けます述します。べた状態が“ように下記のように取り付けます、オレンジ
送信には振動として使ったプラグイン取り付われます。　フロントSi5351A チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップ設定中の抵抗です。ソフトウエアで Clk2 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を活性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が化すると、/不活
性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が化すると、することは簡単に穴をな筈です。でした状態が“。　フロントしかし、オレンジこの抵抗です。トランシーバー設計は、オレンジBPF 調整、オレンジIバランス調
節 、オレンジ 位相シフトの調節も、同様に、ロータ調 節制御するこの抵抗です。 た状態が“ め の抵抗です。内を黒ネジを回して通し、蔵された調整ツールは、シ グに接続されることになります。　最大の注意をもって、 ナルジェネ レ ー タ ー 機 能になります。 も含まれます。　例えばん で い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 ま す。 　フロント そ こ で 、オレンジ
74ACT00中の抵抗です。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。くつかの抵抗です。ゲートを使ったプラグイン取り付って、オレンジシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレーターの抵抗です。 On/Off と RF パワーアン
プ信には号の抵抗です。 On/Off を別個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増に下記のように取り付けます行います。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントマイクロコントローラーから行います。の抵抗です。 SIG OUT制御するこラインが不可能になります。
High の抵抗です。時に、ピンが、対応する、オレンジClk2信には号が不可能になります。シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレーターとして活性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が化すると、され、オレンジ120KΩ 抵抗です。を経由は、まだあなたがしてト
ランシーバーの抵抗です。 RF入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます直行います。します。
TX信には号は IC3D を単に穴をなるインバーター（位相シフトの調節も、同様に、ロータ反転回りに目いっぱ路）として使ったプラグイン取り付って作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　ら行います。れます。　フロントマイクロコ
ントローラーから行います。の抵抗です。ロジックレベル RX 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　をインバート（位相シフトの調節も、同様に、ロータ反転）して TX信には号を生成します。
　フロントTX信には号は回りに目いっぱ路の抵抗です。どこででも使ったプラグイン取り付われます。（TX中の抵抗です。オーディがオミがューティがングに接続されることになります。　最大の注意をもって、でも）。　フロントR36

は、オレンジパワーアップ時に、ピンが、対応するの抵抗です。 1秒の抵抗です。何でも構いません。　これらは共通して分けます：の抵抗です。 1 かの抵抗です。間に下記のように取り付けます RX信には号を High に下記のように取り付けます引き上げます。　その時は、マき上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をげます。　フロントその抵抗です。時に、ピンが、対応するは、オレンジマ
イクロコントローラーは起動するが不可能になります。まだ RX信には号を High に下記のように取り付けます活性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が化すると、また状態が“はスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。状態
です。　フロントTX シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルが不可能になります。 High となった状態が“時に、ピンが、対応する、オレンジClk2 シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルが不可能になります。 PA に下記のように取り付けます導かれます。　フロント
最後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。反転ゲート IC3A が不可能になります。追加され、オレンジTX ゲート IC3B が不可能になります。 Off の抵抗です。時に、ピンが、対応する、オレンジBS170 ゲートに下記のように取り付けます現れます。　そして“れるドは、オレンジラ
イバー電圧はを低インピーダンス、くし、オレンジした状態が“が不可能になります。ってトランジスターが不可能になります。 Off となることを確か実に下記のように取り付けますします。
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5.10 クラス E パワーアンプ（出力増幅器）
クラス E パワーアンプは素晴らしい機能設計は、ら行います。しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。です。　フロント高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。効率と
で、オレンジ90％以上となるときもあります。　これには重以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をとなるときもあり付けますます。　フロントこれに下記のように取り付けますは重
要です。な利点が不可能になります。あり付けますます：
a) 多くの部品の中に、くの抵抗です。電力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を消費しないので小さな（そして安しない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。で小さい穴にフィットします。　タブ穴はさな（そして安
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。）トランジスタを使ったプラグイン取り付うことが不可能になります。出た状態が“来ます。
b) 電力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を熱がとしてほとんど消耗しないのでヒートシしない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。でヒートシ
ンクへの抵抗です。要です。求が不可能になります。少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。なくなるか不要です。となり付けますます。
c) 送信には中、オレンジ無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機は少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。電流れを変えたければしか必要です。としない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。
で、オレンジバッテリーの抵抗です。消耗しないのでヒートシが不可能になります。少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。－ポータブル運用したポータブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がル運用パッドがついています：した状態が“
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。人かの人は、低インピーダンス、々は、不要なサイに下記のように取り付けますとっては重要です。です。
クラス E パワーアンプに下記のように取り付けますは、オレンジ運用パッドがついています：周波数の設定はでの抵抗です。共振回りに目いっぱ路を含まれます。　例えばみ時に、ピンが、対応するます。　フロント従ってシングに接続されることになります。　最大の注意をもって、ルバンドは、オレンジの抵抗です。使ったプラグイン取り付用パッドがついています：
に下記のように取り付けます最適です。　フロントクラス E に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ては多くの部品の中に、くの抵抗です。文献があり、多くが非常に技術的で数学的です。が不可能になります。あり付けます、オレンジ多くの部品の中に、くが不可能になります。非常にデリケートに下記のように取り付けます技術を完成させました。　それも、周波数が変わるというチューニング異常なし的で数の設定は学的です。
優れた読み物としてはれた状態が“読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応する物としてはとしては Paul Harden NA5N の抵抗です。下記のように取り付けますの抵抗です。 2 つの抵抗です。文献があり、多くが非常に技術的で数学的です。を紹介してします；片側は
http://www.aoc.nrao.edu/~pharden/hobby/_ClassDEF1.pdf 　フロントお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとよび出た状態が“
http://www.aoc.nrao.edu/~pharden/hobby/_ClassDEF2.pdf

Paul NA5N はクラス E の抵抗です。機能になります。に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て 2 つの抵抗です。定義を述べています；を述します。べてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます；片側は
1) スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンングに接続されることになります。　最大の注意をもって、ロスを減らすとバーが再表示少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。させるた状態が“めに下記のように取り付けます矩形になります。　そして波トライブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がを使ったプラグイン取り付用パッドがついています：する：トランジスタが不可能になります。 On か Off、オレンジ
中間に下記のように取り付けます損失はもちろん、ダイナミックレンジ（信号の再の抵抗です。ある領域で、不要サイドバンドをキャンセルするが不可能になります。無い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
2) トランジスタキャパシタンス効果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっを減らすとバーが再表示少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。させる。　フロントクラス E は共振調整された状態が“回りに目いっぱ路を持ちます。つ。
トランジスタの抵抗です。キャパシタンスは、オレンジ通し、注意してボルト常にデリケートは不快なリンギングを防止するために特別に設計された高性能回路です。な損失はもちろん、ダイナミックレンジ（信号の再の抵抗です。側に取り付けねばなりません！面だが不可能になります。、オレンジい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。まやチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンューンされた状態が“回りに目いっぱ路の抵抗です。一
部となってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る。
クラス E は達する場合、実効増幅器は信号を制約し切り取るので、調節を正確に行うこ成が不可能になります。困難との抵抗です。評判もあります。　もあり付けますます。　フロント
これら行います。の抵抗です。強くやってください。　烈な数学についてはな数の設定は学に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ては Google が不可能になります。見た写真：つけるに下記のように取り付けますは便な代替案は、パドルコネクターを介すること利ですが不可能になります。、オレンジ助けに下記のように取り付けますはなら行います。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしょう。
実際の　振幅は問題ではないんです。、オレンジ秘密でなくを一度がやりやすいでしょう。理解することが重要です。　ここではすれば‐それほど難しくはあり付けますません。
共振回りに目いっぱ路の抵抗です。インピーダンスの抵抗です。計算する　は単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。です。　フロントまた状態が“、オレンジ沢山のオンライン計算がその作業をしてくの抵抗です。オンライン計算する　が不可能になります。その抵抗です。作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　業をしてくをしてく
れます。　フロントた状態が“とえば、オレンジ http://toroids.info/T50-2.php 　フロントでは、オレンジ運用パッドがついています：周波数の設定はと希望む）、する共振回りに目いっぱ
路インピーダンスを入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　します。　フロントすると、オレンジ計算する　機が不可能になります。、オレンジ必要です。なインダクタンス、オレンジキャパシタンス、オレンジ
特に面倒です。　しかし、定の抵抗です。トロイダルコアと巻き線の巻き数を調整する必要き数の設定は（我々は、不要なサイの抵抗です。ケースでは T50-2 を使ったプラグイン取り付ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます）を計算する　してくれます。
クラス E デザインは単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。です。　フロント出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　インピーダンスを選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、べばい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。です。
我々は、不要なサイは 50Ω を選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、び出た状態が“ます。　フロントなぜなら行います。これは使ったプラグイン取り付お勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとうと思います。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るローパスフィがルターの抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　イン
ピーダンスだから行います。です。
オンライン計算する　機は必要です。なインダクタンスと、オレンジトロイドは、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます何でも構いません。　これらは共通して回りに目いっぱ巻き線の巻き数を調整する必要けば良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。かを教えてくれますえてくれます。
また状態が“、オレンジオンライン計算する　機は、オレンジそれを運用パッドがついています：周波数の設定はで共振させるの抵抗です。に下記のように取り付けます必要です。なキャパシタンスも教えてくれますえてく
れます。　フロントここで我々は、不要なサイは実験と修正が簡単にできるように設計されています。　に下記のように取り付けますた状態が“より付けますます。　フロントなぜなら行います。、オレンジトランジスタの抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　キャパシタンスを知られる、有名な高効
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ることが不可能になります。少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。々は、不要なサイ困難だから行います。です。　フロントデバイスの抵抗です。キャパシタンスは電源電圧はと、オレンジそれが不可能になります。 On か Off の抵抗です。状
況にも依存して変化します。　簡単な実験が必要です。　異なる小さなキャパシタんすを回路に追に下記のように取り付けますも依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　して変化すると、します。　フロント簡単に穴をな実験と修正が簡単にできるように設計されています。　が不可能になります。必要です。です。　フロント異なるセクションを考えてみましょう。なる小さい穴にフィットします。　タブ穴はさなキャパシタんすを回りに目いっぱ路に下記のように取り付けます追
加し、オレンジ効率とを測定します。（測定項を目の温度がやりやすいでしょう。は、オレンジ供給電圧はと電流れを変えたければから行います。パワー入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を計算する　；片側は次のに下記のように取り付けます RF パワー
出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を測定；片側は両者が実験して白を割して使うり付けます算する　し、オレンジ効率とを得ます。る。）　フロント効率とをピークに下記のように取り付けますするの抵抗です。に下記のように取り付けます必要です。な追加の抵抗です。キャパシタ
ンスを見た写真：つけるの抵抗です。は簡単に穴をです。　フロント共振は全に組み立てることは機械的観点から重要です。く広がる周波数レンジを持つ範囲に調節するようにしてください。で重要です。ではあり付けますません。　フロントこの抵抗です。導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無では、オレンジ3 つ
の抵抗です。 BS170 トランジスタが不可能になります。並列するように確かで使ったプラグイン取り付われてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントBS170 は安価で小さい穴にフィットします。　タブ穴はさい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ですが不可能になります。、オレンジ500mA の抵抗です。
消費しないので小さな（そして安電流れを変えたければと 830mW までの抵抗です。消費しないので小さな（そして安が不可能になります。評価されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントデバイス 1 つに下記のように取り付けます付けますきです。　フロント3 つ並列するように確かで
は、オレンジシングに接続されることになります。　最大の注意をもって、ルバンドは、オレンジでの抵抗です。 5W 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を達する場合、実効増幅器は信号を制約し切り取るので、調節を正確に行うこ成するた状態が“めに下記のように取り付けますは、オレンジ十分けます：なキャパシティがーを提供します。　フロントト
ランジスタに下記のように取り付けますは各個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増体に浸の抵抗です。デバイスに下記のように取り付けますよって、オレンジ特に面倒です。　しかし、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がの抵抗です。間に下記のように取り付けます常にデリケートに下記のように取り付けますマイナーな相シフトの調節も、同様に、ロータ違うと、後で取り外すことが不可能になります。が不可能になります。あり付けますます。　フロントもしこ
れら行います。が不可能になります。バイポーラの抵抗です。 NPN トランジスタであった状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジこの抵抗です。ように下記のように取り付けます並列するように確かで使ったプラグイン取り付うことはできない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。で
しょう。
もし、オレンジ一つの抵抗です。トランジスタが不可能になります。より付けます多くの部品の中に、くの抵抗です。負荷を防ぐために必要な大きな減衰を提供するを受け、オレンジヒートアップし始めたら、押し出し成形の上半分を被せてめた状態が“ら行います。、オレンジその抵抗です。抵抗です。値のは更します。に下記のように取り付けます
下が不可能になります。り付けます、オレンジそれが不可能になります。原因で更に熱くなることでしょう。　この現象は、“で更します。に下記のように取り付けます熱がくなることでしょう。　フロントこの抵抗です。現れます。　そして“象させることになります；　全体的に受信機が高いゲインであるにもかかわらは、オレンジ“thermal runaway”として
知られる、有名な高効ら行います。れてお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けます、オレンジトランジスタが不可能になります。（速攻で）破損する結果となります。　エミッタ抵抗が負荷の平滑で）破損する結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっとなり付けますます。　フロントエミがッタ抵抗です。が不可能になります。負荷を防ぐために必要な大きな減衰を提供するの抵抗です。平にスライドして、押し出し成形されたエンクロー滑
化すると、を助けるた状態が“めに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付われます。　フロントが不可能になります。、オレンジMOSFET に下記のように取り付けます関しては、オレンジ抵抗です。値のは温度がやりやすいでしょう。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を昇とともに増加するとともに下記のように取り付けます増加する
の抵抗です。です－ポータブル運用した複数の設定はの抵抗です。デバイスを並列するように確かで使ったプラグイン取り付う時に、ピンが、対応する固有の抵抗です。自己バランス特に面倒です。　しかし、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がが不可能になります。あり付けますます。　フロントそれに下記のように取り付けますは、オレンジ部品数の設定は
を増やし、オレンジパワーを浪費しないので小さな（そして安するよ
うな追加の抵抗です。バランス抵抗です。は必要です。
あ り付けます ま せ ん 。 　フロント こ の抵抗です。 オ シ ロ ス
コープの抵抗です。スクリーンショットは、オレンジ
クラシックの抵抗です。クラス E の抵抗です。波形になります。　そしてを
示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントスコープの抵抗です。プ
ローブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が等かもしれませんがの抵抗です。セットアップが不可能になります。まず
かった状態が“た状態が“め、オレンジリンギングに接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。出た状態が“て
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 る の抵抗です。 は無視で、トリマー　キャパシタがレンジの末端になっているかどうかが、はっきりし て く だ さ い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 。
下 部 （ 青 ） の抵抗です。 ト レ ー ス は 、オレンジ
BS170 トランジスタの抵抗です。ゲート
で の抵抗です。 5V の抵抗です。矩形になります。　そして波で す。 　フロント 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を
（赤）の抵抗です。トレースは BS170 の抵抗です。
ドは、オレンジレインの抵抗です。電圧はです。　フロントそれは、オレンジ
この抵抗です。例えば、メインボードのでは、オレンジ概ねね 40V でピークに下記のように取り付けますなってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこの抵抗です。測定は、オレンジ12V 電源で 40m（7MHz）に下記のように取り付けます
関して実施すること。　致命的項目です。　以下に記述しているように、メした状態が“もの抵抗です。です。
注目の温度がやりやすいでしょう。すべき要です。点は、オレンジBS170 が不可能になります。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン On（ゲート電圧はが不可能になります。 5V）となるとき、オレンジドは、オレンジレイン電圧ははゼロ
であること。　フロントBS170 が不可能になります。 Off の抵抗です。時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます、オレンジゲート電圧はは大の注意をもって、きな振幅が壊れることにつながります。　ほとに下記のように取り付けます綺麗にに下記のように取り付けます脈打つ、ことです。つ、オレンジことです。
クラス E!

要です。約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、：　フロントクラス E は、オレンジ実際の　振幅はに下記のように取り付けます達する場合、実効増幅器は信号を制約し切り取るので、調節を正確に行うこ成するの抵抗です。は実に下記のように取り付けます全に組み立てることは機械的観点から重要です。く容するべく配線されねばなりません。易な局部発振（である！
お勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとそら行います。く、オレンジすべての抵抗です。複雑さとコストを削減するため、な計算する　は効率とに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ての抵抗です。別の抵抗です。一つ二つの抵抗です。％以上となるときもあります。　これには重を捻りだすには役立つのでしょり付けますだすに下記のように取り付けますは役立は、この段階が終われば完了でつの抵抗です。でしょ
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う。　フロントが不可能になります。、オレンジ実用パッドがついています：目の温度がやりやすいでしょう。的の抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けますは、オレンジシングに接続されることになります。　最大の注意をもって、ルバンドは、オレンジ CW の抵抗です。中で使ったプラグイン取り付とい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うの抵抗です。が不可能になります。素晴らしい機能設計は、ら行います。しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。基本の部品足の切れ端を要です。素で
しょう。
5.11 ローパスフィルター（Low Pass Filter）
送信には出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は高調波が不可能になります。多くの部品の中に、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。で、オレンジ高調波を減らすとバーが再表示衰を提供する
させ法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。的な順の一部として調節を行います。守のために、良いローパスフィの抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジ良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ローパスフィが
ルターを後で取り外すことが不可能になります。に下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけなければなり付けますません 。
標準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無的でよく証明された状態が“ QRP Labs の抵抗です。ローパ
スフィがルターキットをここでは使ったプラグイン取り付ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
http://qrp-labs.com/lpfkit 

スペースとコストの抵抗です。節約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、の抵抗です。た状態が“め、オレンジ部品は、オレンジプ
ラグに接続されることになります。　最大の注意をもって、インボードは、オレンジではなく、オレンジPCB に下記のように取り付けます直接取り付けますり付けます付けますけてあり付けますます。　フロントそれは、オレンジ7 エレメントの抵抗です。フィがルター
で Ed　フロントW3NQN が不可能になります。最初にこれを正しくかつ非に下記のように取り付けますデザインし、オレンジG-QRP クラブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が Web サイトの抵抗です。テクニカル頁に表示されています。　フロントパネルに下記のように取り付けます何でも構いません。　これらは共通して年間も発
表されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ました状態が“。
5.12 KΩ ey-shaping 回路
ハードは、オレンジキーの抵抗です。 CW送信には機は、オレンジ送信には信には号から行います。何でも構いません。　これらは共通して百Hz も離れ、無線れた状態が“ところでクリック音を生成して近く、ポテンションメーターの右隣のネジは、ロータリーエンコーダーのピンがあるので、の抵抗です。
周波数の設定はに下記のように取り付けます迷惑をかけます。　これは単にフーリエの送信についての計算結果であって、しかも不可をかけます。　フロントこれは単に穴をに下記のように取り付けますフーリエの抵抗です。送信にはに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ての抵抗です。計算する　結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっであって、オレンジしかも不可
避けるためです。　です。　フロント信には号を突を避けるためです。　然On や Off に下記のように取り付けますするときに下記のように取り付けますはい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。つでも、オレンジあなた状態が“はエネルギーを、オレンジ近く、ポテンションメーターの右傍の周波数の抵抗です。周波数の設定は
に下記のように取り付けますまき散らすのです。希望もしていないのに。　これと戦うには、良いら行います。すの抵抗です。です。希望む）、もしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。に下記のように取り付けます。　フロントこれと戦うには、良いうに下記のように取り付けますは、オレンジ良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 CW トランシーバーとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。う
もの抵抗です。は、オレンジRF エンベロープ形になります。　そして成回りに目いっぱ路を内を黒ネジを回して通し、蔵された調整ツールは、するべきなの抵抗です。です。　フロントそしてキーダウンとキーアップの抵抗です。
移行います。を和するまで駆動するのに十分です。　ら行います。げるの抵抗です。です。　フロント理想的なエンベロープ形になります。　そして成は、オレンジ二乗ります。　半田付けは余弦（ raised cosine）ですが不可能になります。、オレンジ
koreha

kairono複雑さとコストを削減するため、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がをかなり付けます増大の注意をもって、させることなしに下記のように取り付けますは
導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無が不可能になります。困難です。
ここで使ったプラグイン取り付う簡単に穴をなキー形になります。　そして成回りに目いっぱ路は、オレンジ数の設定は個の小さなバー（縦棒）が見えます。　その意味は、実際に測定された振幅（増の抵抗です。部品の抵抗です。
み時に、ピンが、対応するを使ったプラグイン取り付って良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっをもた状態が“ら行います。します。　フロントこの抵抗です。回りに目いっぱ路
は、オレンジDon Huff　フロントW6JL に下記のように取り付けますよって発表された状態が“もの抵抗です。
です。
https://www.qrz.com/db/W6JL/ 

彼は次のように謙遜します；は次のの抵抗です。ように下記のように取り付けます謙遜します；します；片側は
“この抵抗です。積分けます：タイプの抵抗です。キーイングに接続されることになります。　最大の注意をもって、回りに目いっぱ路は多くの部品の中に、くの抵抗です。公表さ
れた状態が“過去は、 40年以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けますわた状態が“る自作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　デザインの抵抗です。中で見た写真：つけた状態が“もの抵抗です。です。　フロントだから行います。何でも構いません。　これらは共通しても新しいものではしい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。もの抵抗です。では
あり付けますません。“
それは PNP トランジスタ（Q6）と R-C積分けます：回りに目いっぱ路を使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントDon　フロントW6JL はこの抵抗です。キー形になります。　そして成回りに目いっぱ
路を使ったプラグイン取り付って 600W パワーアンプを駆動させてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
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キーダウン時に、ピンが、対応する、オレンジQ4 スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジマイクロコントローラーから行います。くる High シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルに下記のように取り付けますよって“閉じてしまっていて、結じら行います。
れます”チップ、リング、。　フロント本の部品足の切れ端を当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。に下記のように取り付けます単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。な送信には機では、オレンジQ4 はストレートモールスキーに下記のように取り付けますよってグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジへと置です。　き替えます。　
えら行います。れます。　フロントしかし、オレンジ我々は、不要なサイの抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジマイクロコントローラーは、オレンジ自動メッセージ送信には、オレンジビーコン
モードは、オレンジ、オレンジIampic キーヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャー、オレンジなどを導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無してお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けます、オレンジした状態が“が不可能になります。って、オレンジマイクロコントローラーが不可能になります。すべて
の抵抗です。ボスとなる必要です。が不可能になります。あるの抵抗です。です。　フロントマイクロコントローラーは、オレンジストレートキーまた状態が“はパドは、オレンジルの抵抗です。状
態を読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応する取り付けますり付けます、オレンジそしてキー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を生成するた状態が“めに下記のように取り付けますそれを処理します。　フロントストレートキーモードは、オレンジの抵抗です。時に、ピンが、対応する
に下記のように取り付けますは、オレンジマイクロコントローラーは信には号をキー入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　から行います。キー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　制御するこラインに下記のように取り付けますまっすぐに下記のように取り付けます送出た状態が“します。
が不可能になります。、オレンジ他の端をゲインコントローの抵抗です。モードは、オレンジの抵抗です。時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますは、オレンジプロセッサーが不可能になります。キーイングに接続されることになります。　最大の注意をもって、信には号を生成しなければなら行います。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。です。
成分けます：の抵抗です。値のが不可能になります。、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を昇とともに増加する時に、ピンが、対応する間と下降時に、ピンが、対応する間をセットします。
下記のように取り付けますに下記のように取り付けます示した位置です。　す成分けます：では、オレンジライズを変更します。　とフォール時に、ピンが、対応する間は約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、 5ミがリ秒です。　フロント下記のように取り付けますの抵抗です。オシロスコープの抵抗です。スク
リーンショットは、オレンジ40mバンドは、オレンジ（7MHz）送信にはで、オレンジCW の抵抗です。ドは、オレンジットを約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、 24wpm で連続されることになります。　最大の注意をもって、してキーイ
ングに接続されることになります。　最大の注意をもって、した状態が“もの抵抗です。です。　フロント振幅が壊れることにつながります。　ほとは、オレンジ概ねね 3.8W です。　フロントこれば、オレンジ50Ω の抵抗です。ダミがーロードは、オレンジを接続されることになります。　最大の注意をもって、し、オレンジ12V

電源で駆動させてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。

5.13 マイクロコントローラー
ATmega328 マイクロコントローラー回りに目いっぱ路は、オレンジトランシーバーの抵抗です。多くの部品の中に、くの抵抗です。局面を制御するこします。
下記のように取り付けますはトランシーバー回りに目いっぱ路です。　フロント幾つかの部品間の信号の流れを変えたければつかの抵抗です。点に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て議論は、下記のサイトにて見ることが出来ます。が不可能になります。必要です。です。
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ATmega328P   プロセッサー  

ATmega328P を選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、んだの抵抗です。は、オレンジここで必要です。なすべての抵抗です。タスクを扱いうに下記のように取り付けます十分けます：な処理パワーと I/O が不可能になります。
あるから行います。です。　フロントそれはよく知られる、有名な高効ら行います。れ、オレンジ安価で QRP Labs の抵抗です。多くの部品の中に、くの抵抗です。製品が不可能になります。既にに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て、オレンジキット
の抵抗です。準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無備え付けています。　ボードの間で、これらのポとコーディがングに接続されることになります。　最大の注意をもって、の抵抗です。両方に下記のように取り付けますとって経済では、同じ部品値にこだわれば、他の全的なスケールメリットをもた状態が“ら行います。します。　フロントプロセッサー
はその抵抗です。最大の注意をもって、レートである 20MHz の抵抗です。システムされた　クロックスピードは、オレンジで作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動します。　フロントコードは、オレンジはすべて C

言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非語で書かれ、オープンソースではありません。　同じで書の記述に任せます。かれ、オレンジオープンソースではあり付けますません。　フロント同じようにして取り付けます。じ ATmega328P プロセッサーが不可能になります。一般的な
Arduino　フロントUno　フロント製品で使ったプラグイン取り付われてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ますが不可能になります。、オレンジArduino環境で書かれたコードと、こので書の記述に任せます。かれた状態が“コードは、オレンジと、オレンジこの抵抗です。 CW トラ
ンシーバーの抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けます書の記述に任せます。かれた状態が“特に面倒です。　しかし、注の抵抗です。コードは、オレンジの抵抗です。間に下記のように取り付けますは何でも構いません。　これらは共通しての抵抗です。関係しています。もあり付けますません。
チューニング時のクリック音の削減の取り付けクリック音の削減の取り付け削減
無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　受信には機プロジェクトで Si5351A を使ったプラグイン取り付う何でも構いません。　これらは共通して人かの人は、低インピーダンス、かの抵抗です。製作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　者が実験して白た状態が“ちは、オレンジ周波数の設定はが不可能になります。変わるた状態が“び出た状態が“に下記のように取り付けます大の注意をもって、きな
クリック音が不可能になります。すると報告しています。　これらのクリック音の原因は、以下のしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこれら行います。の抵抗です。クリック音の抵抗です。原因で更に熱くなることでしょう。　この現象は、“は、オレンジ以下の抵抗です。 2 つの抵抗です。問題ではないんです。の抵抗です。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ずれ
かまた状態が“は両方です；片側は
a) Si5351A を設定するソフトウエアの抵抗です。欠陥
b) 電源ラインまた状態が“は照してください。　同じようにして取り付けます。射ノイズがマイクロコントローラーノイズを変更します。　が不可能になります。マイクロコントローラー/LCD から行います。繊細かな受信には機に下記のように取り付けます帰っているってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る
最初にこれを正しくかつ非の抵抗です。問題ではないんです。はイシューではあり付けますません。　フロントなぜなら行います。、オレンジ我々は、不要なサイは既にに下記のように取り付けます Si5351A 使ったプラグイン取り付用パッドがついています：の抵抗です。広がる周波数レンジを持つ範な経験と修正が簡単にできるように設計されています。　が不可能になります。あ
り付けます、オレンジその抵抗です。設定は完璧に合うように設計されています。に下記のように取り付けますしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るから行います。です。
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2番目の温度がやりやすいでしょう。の抵抗です。問題ではないんです。は重要です。です：マイクロコントローラーが不可能になります。 SI5351A の抵抗です。設定を変更します。して周波数の設定はを変えよ
うとする時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますはい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。つも、オレンジ新しいものではしい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。周波数の設定はを LCD に下記のように取り付けますも書の記述に任せます。きます。　フロントそこではマイクロコントローラー
内を黒ネジを回して通し、と、オレンジSi5351A と LCD に下記のように取り付けます対するデジタル制御するこシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ては、オレンジ多くの部品の中に、大の注意をもって、の抵抗です。アクティがビティがーが不可能になります。あ
り付けますます。　フロントLCD コントローラーチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップもまた状態が“、オレンジ変更します。される画面を有効に下記のように取り付けますするた状態が“めに下記のように取り付けます多くの部品の中に、くの抵抗です。作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　業をしてくを行います。
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこれら行います。すべての抵抗です。デジタルトランザクションが不可能になります。、オレンジ受信には機の抵抗です。先に進む前に頭にノイズを照射している可に下記のように取り付けますノイズを変更します。　を照してください。　同じようにして取り付けます。射ノイズがマイクロコントローラーしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る可
能になります。性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がが不可能になります。あり付けますます。　フロント電力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　消費しないので小さな（そして安の抵抗です。変更します。は電源ライン上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。ノイズを変更します。　の抵抗です。原因で更に熱くなることでしょう。　この現象は、“に下記のように取り付けますなり付けますます。　フロントまた状態が“、オレンジ受信には機先に進む前に
頭にノイズを照射している可でも探します。　最低値を求めて調節する。なぜなら、注知られる、有名な高効されるノイズを変更します。　に下記のように取り付けます変換えれば、最初にこれを正しくかつ非され得ます。ます。　フロント照してください。　同じようにして取り付けます。射ノイズがマイクロコントローラー問題ではないんです。と戦うには、良いうに下記のように取り付けますは、オレンジATmega328P マイクロコン
トローラーを、オレンジRF とオーディがオシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルパスから行います。離れ、無線れた状態が“ところ、オレンジPCB の抵抗です。フロント右側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けます設置です。　し、オレンジ
プロセッサーと LCD モジュール、オレンジマイクロコントローラー間の抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、を可能になります。な限されます。　しばしば、り付けます短く、ほんの数オームという非常に低い抵抗値ですくし、オレンジ照してください。　同じようにして取り付けます。射ノイズがマイクロコントローラーノ
イズを変更します。　を最小さい穴にフィットします。　タブ穴はに下記のように取り付けますすることです。　フロントノイズを変更します。　を電源から行います。離れ、無線すた状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジマイクロコントローラーと LCDへ
の抵抗です。５V 電源は、オレンジ47μFH の抵抗です。インダクター L6 と 470μFF の抵抗です。キャパシタ C47 に下記のように取り付けますよってフィがルターされま
す。
組み時に、ピンが、対応する合は、必要ならばネジを取り付けてください。わせて、オレンジこれら行います。の抵抗です。測定結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっは、オレンジ受信には機の抵抗です。調整中に下記のように取り付けますオーディがオに下記のように取り付けますクリック音が不可能になります。無い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことを確か認してください。　もし末端になっていたら、それは共振回路が正しくピークになってい
してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます；片側は名は右の図を参照）付けますけて小さい穴にフィットします。　タブ穴はさなはた状態が“めきは聞こえる筈です。こえます。　フロントそれは突を避けるためです。　然の抵抗です。周波数の設定は変更します。の抵抗です。自然の抵抗です。帰っている結とい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
えるでしょう（フーリエの抵抗です。法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。則）
LCD  （  Liquid Crystal Display  ）モジュール  

トランシーバーは、オレンジHD44780 互いに反対の）換えれば、最初にこれを正しくかつ非の抵抗です。 LCD モジュール、オレンジ
16文字の溝（ 2 行います。、オレンジを使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントLCD は使ったプラグイン取り付用パッドがついています：する I/O ピンを
最小さい穴にフィットします。　タブ穴はとするた状態が“め 4ビットモードは、オレンジで作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動します。　フロントLCD か
ら行います。の抵抗です。データの抵抗です。読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応する出た状態が“しは有り付けますません 。　フロントこれは、オレンジ Read/

Write ピンをグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジ出た状態が“来ることを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　します。　フロント６つ
の抵抗です。 I/O ピンが不可能になります。 LCD への抵抗です。書の記述に任せます。き込み時に、ピンが、対応するみ時に、ピンが、対応するの抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付われます。
LCD はフロントパネル PCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けますマウントされ、オレンジ回りに目いっぱ路セク
ション（右）はフロントパネル PCB の抵抗です。一部となり付けますます。
通し、注意してボルト常にデリケートの抵抗です。コントラスト調節用パッドがついています：トリマーポテンションメーター
は R47 で、オレンジ読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応する取り付けますり付けます可能になります。な画面が不可能になります。得ます。ら行います。れるように下記のように取り付けます設定が不可能になります。
必要です。です。　フロントLCDバックライトは、オレンジ30 から行います。 35mA の抵抗です。電流れを変えたければを消費しないので小さな（そして安します。　フロントバックライトは直接
5V 電源に下記のように取り付けます繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付ぐことはできますが不可能になります。、オレンジそうすると、オレンジ7805 レギュレーターの抵抗です。電力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　消費しないので小さな（そして安を多くの部品の中に、少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。増やすこ
とに下記のように取り付けますなり付けますます。　フロントレギュレーターの抵抗です。オーバーヒートを防ぐた状態が“め、オレンジこの抵抗です。バックライトは直接+12V

レールから行います。 R48 の抵抗です。 270Ω 抵抗です。を介してして供給されます。　フロントこの抵抗です。抵抗です。値のは、オレンジ供給電圧はが不可能になります。 7V から行います。 20V

の抵抗です。レンジでバックライトの抵抗です。明度がやりやすいでしょう。が不可能になります。合は、必要ならばネジを取り付けてください。理的となるように下記のように取り付けます選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、択を完了します。されました状態が“。　フロント画面の抵抗です。明るさを減らすとバーが再表示ら行います。した状態が“
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジR48 の抵抗です。値のを増やせばい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。です。
サイドトーン
この抵抗です。トランシーバーの抵抗です。初にこれを正しくかつ非期の抵抗です。ファームされた　ウエアバージョンでは、オレンジサイドは、オレンジトーンは ATmega328 の抵抗です。タ
イマー１周辺機器を使ったプラグイン取り付ってパルス幅が壊れることにつながります。　ほと変調に下記のように取り付けますよって生成されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ました状態が“。　フロントサイドは、オレンジトーンの抵抗です。周波数の設定はと
音
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量は、オレンジ設定メニューを通し、注意してボルトしてソフトウエア内を黒ネジを回して通し、で設定可能になります。でした状態が“。
音量調節の抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジマイクロコントローラーはデューティがーサイクルを 50％以上となるときもあります。　これには重（最大の注意をもって、音量）から行います。
１％以上となるときもあります。　これには重以下（最小さい穴にフィットします。　タブ穴は音量）まで調節しました状態が“。　フロントファームされた　ウエアバージョン 1.02以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をでは、オレンジサイドは、オレンジ
トーン生成方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。を変更します。されました状態が“。　フロント以前の項をの抵抗です。方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。は、オレンジ単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。な矩形になります。　そして波と可変の抵抗です。デューティがーサイクル
に下記のように取り付けますよる音量変更します。でした状態が“。　フロントしかし、オレンジこの抵抗です。方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。もまた状態が“、オレンジ平にスライドして、押し出し成形されたエンクロー均レベルが不可能になります。変化すると、し、オレンジ低インピーダンス、音量で DCバイアス
に下記のように取り付けます誘導されました状態が“；片側は送信にはから行います。受信には（また状態が“は逆の抵抗です。ばあい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。も）に下記のように取り付けます切れ端をり付けます替えます。　わる時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます、オレンジオーディがオチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェーン
を通し、注意してボルトして DCバイアスが不可能になります。、オレンジ突を避けるためです。　然名は右の図を参照）目の温度がやりやすいでしょう。 2.5V に下記のように取り付けます戻り、大きなクリック音がでました。　これの解決策り付けます、オレンジ大の注意をもって、きなクリック音が不可能になります。でました状態が“。　フロントこれの抵抗です。解することが重要です。　ここでは決めてください。　私の場合、それが策を提供しています。　
は、オレンジPWM デューティがーサイクル変更します。を重ね合は、必要ならばネジを取り付けてください。わせることでサイドは、オレンジトーンを生成する方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。でした状態が“：
例えば、メインボードのえば、オレンジ
51％以上となるときもあります。　これには重から行います。 49％以上となるときもあります。　これには重までは、オレンジより付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。周波数の設定はの抵抗です。矩形になります。　そして波を（例えば、メインボードのえば、オレンジ42kHz が不可能になります。 700Hz で使ったプラグイン取り付われた状態が“）；片側は
より付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。周波数の設定はでは、オレンジ60ｘ受信周波数での発振入力から直交発振出力を生成するサイドは、オレンジトーン周波数の設定はだけ与えるからです。　最適な調節設定をえら行います。れる）
この抵抗です。デューティがーサイクル変更します。、オレンジ1秒間に下記のように取り付けます 700回りに目いっぱの抵抗です。レートでは、オレンジ小さい穴にフィットします。　タブ穴はさな 700Hz の抵抗です。矩形になります。　そして波が不可能になります。作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　ら行います。れ、オレンジ
フルサイズを変更します。　の抵抗です。 42kHz矩形になります。　そして波に下記のように取り付けます重ね合は、必要ならばネジを取り付けてください。わされました状態が“；片側は　フロント平にスライドして、押し出し成形されたエンクロー均の抵抗です。デューティがーサイクルは 50％以上となるときもあります。　これには重で RＸ
TＸ切れ端をり付けます替えます。　え中に下記のように取り付けますはクリック音は無くなり付けますました状態が“。　フロント音量は、オレンジ例えば、メインボードのえば、オレンジデューティがーサイクルの抵抗です。変
化すると、を大の注意をもって、きくすればするほど大の注意をもって、きくなり付けますました状態が“；片側は例えば、メインボードのえば、オレンジ51/49％以上となるときもあります。　これには重　フロントより付けますも 60/40％以上となるときもあります。　これには重の抵抗です。方が不可能になります。音量は
大の注意をもって、きくなり付けますます。　フロントサイドは、オレンジトーンは CW フィがルターへの抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無り付けます口でで 3.3KΩ の抵抗です。抵抗です。を介してして受信には機の抵抗です。
パスに下記のように取り付けます注入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無されます。　フロントマイクロコントローラーに下記のように取り付けますよって生成された状態が“サイドは、オレンジトーンは矩形になります。　そして波で高調
波が不可能になります。豊富です。　ボリュームが減少すると、デューティーサイクルの％が下がり、です。　フロントボリュームされた　が不可能になります。減らすとバーが再表示少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。すると、オレンジデューティがーサイクルの抵抗です。％以上となるときもあります。　これには重が不可能になります。下が不可能になります。り付けます、オレンジ700Hz の抵抗です。基本の部品足の切れ端を
トーンの抵抗です。振幅が壊れることにつながります。　ほとも下が不可能になります。り付けますます。　フロントもちろん、オレンジ多くの部品の中に、くの抵抗です。高調波が不可能になります。あり付けます、オレンジCW フィがルターが不可能になります。大の注意をもって、きな仕事を簡単にすをし
てこれら行います。を取り付けますり付けます除きます。　フロントそしｓてイヤホンに残されるものは気持ちの良い純粋のてイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャホンに下記のように取り付けます残りされるもの抵抗です。は気持ちます。ちの抵抗です。良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。粋です。　簡略化すると、の抵抗です。 700Hz の抵抗です。正
弦波です。
これが不可能になります。サイドは、オレンジトーンが不可能になります。 CW フィがルター入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます注入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無されるかの抵抗です。理由は、まだあなたがです。　フロント送信には中、オレンジサイドは、オレンジトーンが不可能になります。
作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るとき、オレンジミがュートスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン Q7 もまた状態が“閉じてしまっていて、結鎖されます－しかし、このスイッチの欠陥を通されます－ポータブル運用したしかし、オレンジこの抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。欠陥を通し、注意してボルト
して十分けます：な漏れがあり、サイドトーンはどこにでも通過します。　れが不可能になります。あり付けます、オレンジサイドは、オレンジトーンはどこに下記のように取り付けますでも通し、注意してボルト過します。　フロント3.3K サイドは、オレンジトーンフィがードは、オレンジ抵
抗です。 R59 が不可能になります。選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、択を完了します。され、オレンジ十分けます：なシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルを送り付けます込み時に、ピンが、対応するみ時に、ピンが、対応するます。　フロントそれはミがュートスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。減らすとバーが再表示衰を提供するに下記のように取り付けます打つ、ことです。ち勝
ちます。　フロントミがュートスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。無い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。と、オレンジR59 はさら行います。に下記のように取り付けます高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。値のとなるでしょう。
キーパドル、ロータリーエンコーダースイッチボタン
マイクロコントローラーは、オレンジキーパドは、オレンジルの抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　、オレンジロータリーエンコーダースイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン、オレンジすべての抵抗です。ボタ
ンを注視で、トリマー　キャパシタがレンジの末端になっているかどうかが、はっきりしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントオペレーターが不可能になります。コントロールを活動化すると、させ、オレンジボタンやスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。閉じてしまっていて、結鎖されます－しかし、このスイッチの欠陥を通され
ると、オレンジマイクロコントローラーは必要です。に下記のように取り付けます応するじて即ち、既に給電されたシャック座のロールオフ（フィルターの切れ）として結果します。　これは、効率的に非常に狭帯域のに下記のように取り付けます反応するします。　フロントパドは、オレンジル入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　、オレンジとロータリーエ
ンコーダースイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジマイクロコントローラの抵抗です。専用パッドがついています： I/O シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルを使ったプラグイン取り付って読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応する込み時に、ピンが、対応するまれます。
すべての抵抗です。機械的なスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。はずみ時に、ピンが、対応する（電気的接触れないほどになります。に下記のように取り付けますよるリップル信には号）を示した位置です。　します。
そこでは、オレンジスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。接点が不可能になります。複数の設定はの抵抗です。トランザクションを、オレンジスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。活性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が化すると、される短く、ほんの数オームという非常に低い抵抗値ですい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。時に、ピンが、対応する間の抵抗です。間に下記のように取り付けます
生成します。　フロント多くの部品の中に、くの抵抗です。プロジェクトに下記のように取り付けますよく見た写真：ら行います。れることですが不可能になります。、オレンジ抵抗です。―キャパシタは共同じようにして取り付けます。してス
イッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。はずみ時に、ピンが、対応する（リップル信には号）を（debounce）抑えられる高効率クラスえます（ロータリースイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンも含まれます。　例えばまれま
す）。
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抵抗です。とキャパシタを含まれます。　例えばむ前に簡単に穴をなでバウンス回りに目いっぱ路は、オレンジRC の抵抗です。タイムされた　定数の設定はを選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、ぶ際の　振幅はに下記のように取り付けます、オレンジ必然的に下記のように取り付けます妥協をを
含まれます。　例えばみ時に、ピンが、対応するます。　フロント計算する　を誤ってパドルをスクイーズした場合に、った状態が“り付けます、オレンジタイムされた　定数の設定はを短く、ほんの数オームという非常に低い抵抗値ですくしすぎた状態が“り付けます（バウンスノイズを変更します。　が不可能になります。通し、注意してボルト過する）、オレンジある
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。は、オレンジ長のくしすぎた状態が“り付けます（スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。素早い閉鎖が行われない）することはよくあります。　これらい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。閉じてしまっていて、結鎖されます－しかし、このスイッチの欠陥を通が不可能になります。行います。われない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。）することはよくあり付けますます。　フロントこれら行います。
2 つの抵抗です。両極に半田付けします。端をの抵抗です。間の抵抗です。スイートスポットを見た写真：つけら行います。れない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。とい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うことは、オレンジよくあり付けますます。
私の場合、それが見た写真：ですが不可能になります。、オレンジ抵抗です。/キャパシタに下記のように取り付けますよるデバウンシングに接続されることになります。　最大の注意をもって、は、オレンジ回りに目いっぱ路が不可能になります。マイクロコントローラを含まれます。　例えばんでい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る
時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますは、オレンジこの抵抗です。問題ではないんです。に下記のように取り付けます対して貧弱い信号との比）、を持っていますな解することが重要です。　ここでは決めてください。　私の場合、それが策を提供しています。　です。　フロントソフトウエア内を黒ネジを回して通し、でスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。端ををデバウンスする
ことは容するべく配線されねばなりません。易な局部発振（です！　フロントこれは、オレンジあなた状態が“が不可能になります。時に、ピンが、対応する間の抵抗です。制約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、や他の端をゲインコントローの抵抗です。デバウンスロジックをもっと精密でなくに下記のように取り付けます制御するこ可
能になります。に下記のように取り付けますします。　フロントもちろん、オレンジそれはこれら行います。の抵抗です。余計な抵抗です。やキャパシタも節約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、します。　フロントキットの抵抗です。コス
トと複雑さとコストを削減するため、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がの抵抗です。削減らすとバーが再表示に下記のように取り付けます役立は、この段階が終われば完了でちます！　フロントこれが不可能になります。キット内を黒ネジを回して通し、に下記のように取り付けます抵抗です。やキャパシタに下記のように取り付けますよる制御するこ機構いません。の抵抗です。デバウン
シングに接続されることになります。　最大の注意をもって、回りに目いっぱ路が不可能になります。見た写真：つから行います。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。理由は、まだあなたがです。　フロントすべてが不可能になります。ソフトウエアの抵抗です。中で実行います。されるの抵抗です。です。
ロータリエンコーダは、オレンジタイミがングに接続されることになります。　最大の注意をもって、ループより付けますもステートマシンを使ったプラグイン取り付ってデバウンスされます。
ロータリエンコーダは、オレンジ90 度がやりやすいでしょう。（ここでも 4分けます：割して使う）位
相シフトの調節も、同様に、ロータシフトを持ちます。つ、オレンジ2 つの抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン閉じてしまっていて、結鎖されます－しかし、このスイッチの欠陥を通出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　り付けます出た状態が“し
ます。　フロントマイクロコントローラはこれら行います。の抵抗です。移行います。をモニ
ターすることが不可能になります。出た状態が“来、オレンジロータリエンコーダの抵抗です。クリック
回りに目いっぱ数の設定は、オレンジつまみ時に、ピンが、対応するが不可能になります。回りに目いっぱされた状態が“方向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態、オレンジを決めてください。　私の場合、それがめることが不可能になります。出た状態が“来ます。　フロント同じようにして取り付けます。時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン移行います。の抵抗です。デバウンスも行います。
えるの抵抗です。です。　フロントもう一つよく見た写真：ら行います。れる不必要です。な部品は、オレンジマイクロコントローラへの抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナ
ルに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ての抵抗です。プルアップ抵抗です。です；片側はスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。オープン（押しこんだ状態されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。）な時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます、オレンジマイクロコン
トローラは High 電圧はをみ時に、ピンが、対応するることに下記のように取り付けますなり付けますます。　フロントこれは不必要です。です。　フロントなぜなら行います。、オレンジATmega328P

の抵抗です。ような最新しいものではの抵抗です。マイクロコントローラはすべて設定可能になります。なプルアップを内を黒ネジを回して通し、部に下記のように取り付けます持ちます。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るから行います。で
す！
Select、オレンジRotary（エンコーダーの抵抗です。シャフト）、オレンジExit、オレンジの抵抗です。押しこんだ状態しボタンに下記のように取り付けます関して問題ではないんです。を抱えたことえた状態が“こと
が不可能になります。あり付けますます。　フロントマイクロコントローラに下記のように取り付けますは十分けます：な I/O シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルが不可能になります。あると思います。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。た状態が“の抵抗です。ですが不可能になります。、オレンジい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ざ
考慮が必要です。 不要なサイドバンド中の抵抗です。すべての抵抗です。機能になります。を導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無しようとした状態が“時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますなって気が不可能になります。付けますきました状態が“。　フロントボタンを読し、すべての機能を理解して使っむ前にた状態が“めに下記のように取り付けます十分けます：
な I/O シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルが不可能になります。無い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。！　フロント解することが重要です。　ここでは決めてください。　私の場合、それが策を提供しています。　は、オレンジアナログに接続されることになります。　最大の注意をもって、多くの部品の中に、重化すると、することでした状態が“。　フロント3 つの抵抗です。ボタンすべてをマ
イクロコントローラへの抵抗です。単に穴を一の抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルに下記のように取り付けますするの抵抗です。です。　フロントこれはアナログに接続されることになります。　最大の注意をもって、から行います。デジタルへの抵抗です。変
換えれば、最初にこれを正しくかつ非（ADC）チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャネルです。　フロントマイクロコントローラの抵抗です。内を黒ネジを回して通し、部プルアップは使ったプラグイン取り付ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません。　フロントなぜな
ら行います。電圧はレベルに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て精密でなくな制御するこが不可能になります。必要です。だった状態が“から行います。です。
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回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。一部（上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を）はボタンの抵抗です。回りに目いっぱ路です。　フロントフロントパネルに下記のように取り付けますあるロータリエンコーダと 3 つの抵抗です。ボ
タン（2 つの抵抗です。タクトスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンボタン、オレンジと PCB内を黒ネジを回して通し、部に下記のように取り付けますあるロータリーエンコーダシャフトボタン）
入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルは 10K 抵抗です。 R46 に下記のように取り付けますよって Lowni引き上げます。　その時は、マっ張られます。　ら行います。れます。　フロント3 つの抵抗です。ボタンの抵抗です。方側に取り付けねばなりません！は I/O ピ
ンに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
ボタンの抵抗です。他の端をゲインコントローの抵抗です。端をはそれぞれ異なるセクションを考えてみましょう。なる抵抗です。を経由は、まだあなたがして 5V に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます；片側は左（Select ボタ
ン）3.3K（R44）、オレンジ右（Exit ボタン）1K（R45）、オレンジそして中央の（Rotary ボタン）直接接続されることになります。　最大の注意をもって、
（抵抗です。無し）。
ボタンの抵抗です。 1 つが不可能になります。押しこんだ状態されると、オレンジ抵抗です。が不可能になります。一時に、ピンが、対応する的なディがバイダ―を形になります。　そして成し、オレンジどの抵抗です。ボタンが不可能になります。押しこんだ状態された状態が“の抵抗です。かに下記のように取り付けます
よってマイクロコントローラへの抵抗です。電圧はを設定します。　フロント下の抵抗です。表は、オレンジ押しこんだ状態された状態が“ボタンに下記のように取り付けますよって誘起さ
れる電圧はを計算する　した状態が“結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっです；片側は
Button pressed Voltage
None 0.00V

“Select” 3.76V

“Rotary” 5.00V

“Exit” . 4.55V

３つすべての抵抗です。ケースでボタンを押しこんだ状態した状態が“時に、ピンが、対応するの抵抗です。電圧はは、オレンジマイクロコントローラの抵抗です。ロジック１の抵抗です。閾値のであ
る 3V より付けますも高くなってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント私の場合、それがは、オレンジpin-change interrupt を使ったプラグイン取り付うことが不可能になります。でき、オレンジボタンが不可能になります。
押しこんだ状態された状態が“ことを検出た状態が“できます。　フロントそして ADC チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャネル３を読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応する、オレンジ測定された状態が“電圧はを表と比べると、較して
どの抵抗です。ボタンが不可能になります。押しこんだ状態された状態が“の抵抗です。かを決めてください。　私の場合、それが定します。
3 つの抵抗です。ボタンを 1 つの抵抗です。 ADC入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　で判もあります。　別するの抵抗です。は面白いポインターがい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。トリックでしょう。　フロントこれはもっとた状態が“くさ
んの抵抗です。ボタンに下記のように取り付けますも適用パッドがついています：できます！　フロントそれぞれは異なるセクションを考えてみましょう。なる抵抗です。値のを必要です。とするだけですが不可能になります。、オレンジ注意をもって、も必要です。に下記のように取り付けます
なり付けますます。　フロント電圧はの抵抗です。違うと、後で取り外すことが不可能になります。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。が不可能になります。信には頼して読み込めること、して読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応する込み時に、ピンが、対応するめること、オレンジADCノイズを変更します。　や部品の抵抗です。精度がやりやすいでしょう。に下記のように取り付けますよってマスクさ
れない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。こと、オレンジです。　フロント3 つの抵抗です。ボタンに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ては、オレンジこれら行います。の抵抗です。問題ではないんです。は発生してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません。
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送信  /  受信切り替えスイッチり付ける替えスイッチえスイッチスイッチ制御　と　キーアウト信号の経路とパワーアンプドライバー  
すでに下記のように取り付けます議論は、下記のサイトにて見ることが出来ます。した状態が“ように下記のように取り付けます、オレンジキーアウト信には号は次のの抵抗です。 3 つの抵抗です。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
ずれかを反映しています。　それは、ストレートキーしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントそれは、オレンジストレートキー
モードは、オレンジでストレートキー状態であるの抵抗です。か、オレンジまた状態が“は、オレンジそれ
は Iambic キーヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャーモードは、オレンジで処理された状態が“キーヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャー信には号
自体に浸であるの抵抗です。か、オレンジそれともトランシーバーの抵抗です。ビーコン機
能になります。であるの抵抗です。か。
キーアウト信には号は、オレンジマイクロコントローラに下記のように取り付けますよって、オレンジ
ビーコンモードは、オレンジと Iambic キーヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャーモードは、オレンジでは、オレンジ精密でなくな
タイミがングに接続されることになります。　最大の注意をもって、をもって生成されます。　フロントそして、オレンジ既にに下記のように取り付けます述します。べ
た状態が“ように下記のように取り付けます、オレンジRF エンベロープキー形になります。　そして成回りに目いっぱ路に下記のように取り付けます渡ってトリマー　キャパシタを調整して、最大のスケーリングファクターをされます。
　フロント送信には/受信には切れ端をり付けます替えます。　えスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジキーアップ後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。短く、ほんの数オームという非常に低い抵抗値です時に、ピンが、対応する
間の抵抗です。間、オレンジ送信には状態を維持ちます。してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。なければなり付けますません。
キー形になります。　そして成回りに目いっぱ路の抵抗です。 RF エンベロープが不可能になります。ゆっくり付けますとゼロに下記のように取り付けます落ちた場合、除算ファクターをちるまでです。　フロントそれは約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、 5ms です。
この抵抗です。た状態が“め、オレンジマイクロコントローラは、オレンジキーアップと受信にはモードは、オレンジへの抵抗です。切れ端をり付けます替えます。　えの抵抗です。間に下記のように取り付けます 10ms の抵抗です。遅延は、を
想定してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント右の抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。これら行います。信には号の抵抗です。タイミがングに接続されることになります。　最大の注意をもって、を図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント信には号は、オレンジ 24wpm で
ドは、オレンジットを打つ、ことです。った状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。の抵抗です。例えば、メインボードのです。　フロントキーアウト信には号は正確かに下記のように取り付けます 50ms の抵抗です。 High期間を持ちます。ちます。　フロントRF

エンベロープの抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をり付けますと下り付けますは 5ms（約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、）です。　フロントマイクロコントローラに下記のように取り付けますよって生成される RX

制御するこラインは、オレンジそれが不可能になります。 High であるときに下記のように取り付けます、オレンジ受信には機の抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンを On に下記のように取り付けますします。（RF が不可能になります。受信には検波
に下記のように取り付けます流れを変えたければします）
キーアップが不可能になります。完了ですると 10ms の抵抗です。間 Low（送信には）状態が不可能になります。保つ（周波数と時間）。持ちます。されます。　フロントTX信には号は RX信には号の抵抗です。反
転です。　フロント送信には中、オレンジオーディがオミがュートスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン Q7 の抵抗です。ゲートに下記のように取り付けますスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンを入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無れます。
NAND ゲートの抵抗です。 1 つ、オレンジIC3D が不可能になります。、オレンジインバーターとして使ったプラグイン取り付われ、オレンジTX信には号をマイクロコントローラの抵抗です。
RX 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　から行います。作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　成します。
5.14 GPS   インターフェース　オプション  

GPS は後で取り外すことが不可能になります。に下記のように取り付けますなって設計に下記のように取り付けます追加されました状態が“。　フロント下記のように取り付けますの抵抗です。機能になります。が不可能になります。
あり付けますます：

 27MHz 基準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無周波数の設定は発振の抵抗です。較正
 20MHz システムされた　クロックの抵抗です。較正
 WSPR 周波数の設定はの抵抗です。規律にそってドリフトフ（ドは、オレンジリフトの抵抗です。訂正）
 WSPR リアルタイムされた　クロックの抵抗です。設定と規律にそってドリフトフ
  WSPR,Maidenhead  Locator  square の抵抗です。 設

定
この抵抗です。 GPS インターフェースオプションは 4 ピンヘッダーに下記のように取り付けますよって提供されます。　フロントボードは、オレンジの抵抗です。底部
右側に取り付けねばなりません！、オレンジ3.5㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。キーヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャーソケットの抵抗です。隣のネジは、ロータリーエンコーダーのピンがあるので、に下記のように取り付けますあり付けますます。 4 ピンヘッダーの抵抗です。ピンアウトは QRP Labs の抵抗です。
Ultimate3S　フロントQRSS/WSPR送信にはキット、オレンジお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとよび出た状態が“、オレンジQRP Labs　フロントQLG1　フロントGPS受信にはキットの抵抗です。ピ
ンに下記のように取り付けます正確かに下記のように取り付けますマッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンします。　フロント無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機を QLG1 GPS キットに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、するの抵抗です。が不可能になります。簡単に穴をに下記のように取り付けますなり付けますます。
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しかい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。、オレンジ他の端をゲインコントローの抵抗です。 GPS モジュールも使ったプラグイン取り付えますが不可能になります。、オレンジ以下の抵抗です。要です。件は、このが不可能になります。必要です。です；片側は
 先に進む前に進む前にの抵抗です。（先に進む前に端をの抵抗です。）1秒1 パルス信には号、オレンジ合は、必要ならばネジを取り付けてください。理的なパルス幅が壊れることにつながります。　ほと、オレンジ

注：古いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 GPS モジュールは 1us パルスで、オレンジこれは十分けます：に下記のように取り付けます長のくあり付けますません。　フロントQLG1

GPS受信には機は 100ms（0.1s）パルスを提供します。　フロントより付けます短く、ほんの数オームという非常に低い抵抗値ですい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。パルスでも作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動しま
す。

 9600 ボーシリアルデータ送信には標準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無　フロントNMEA0183　フロントGPS規約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、
 “TTL” 電圧はレベル　フロント即ち、既に給電されたシャックち. 0V “low” と 5V “high”

 (thumps)さもなくば、オレンジ最低インピーダンス、でも 1.5V以下と 3.5V以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を)

GPS から行います。の抵抗です。 1pps とシリアルデータ信には号あ 1KΩ 抵抗です。を介してして、オレンジマイクロコントローラの抵抗です。ドは、オレンジットと
ダッシュ入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、します。　フロントですから行います。、オレンジGPS は、オレンジパドは、オレンジルと並列するように確かで直接配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　されます。　フロントGPS は
パドは、オレンジルと同じようにして取り付けます。時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付ってはい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。けません。　フロント使ったプラグイン取り付うと送信には機が不可能になります。 1pps とシリアルデータ信には号に下記のように取り付けますよってキー
イングに接続されることになります。　最大の注意をもって、してしまい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント1KΩ 抵抗です。は、オレンジうっかり付けますパドは、オレンジルが不可能になります。グに接続されることになります。　最大の注意をもって、ランドは、オレンジされるような場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けます、オレンジGPS 出た状態が“
力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を防止します。　フロント誤ってパドルをスクイーズした場合に、ってパワーアンプを飛び出た状態が“ばした状態が“くなかった状態が“ら行います。、オレンジGPS を繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付ぐ前の項をに下記のように取り付けます、オレンジ常にデリケートに下記のように取り付けますキットを
練習モード（メニューモードは、オレンジ（メニュー 4.7 を参照してください。　同じようにして取り付けます。）に下記のように取り付けますしてお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとくことです。　フロント
ATmega328P が不可能になります。 USART シリアルデータ周辺機器を持ちます。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントが不可能になります。、オレンジGPS受信には機オプショ
ンを入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無れる時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますは、オレンジ設計プロセス段階では、では、オレンジピンアサインは既にに下記のように取り付けます終われば完了でわってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。た状態が“の抵抗です。です。　フロントさら行います。に下記のように取り付けます 、オレンジ
I/O ピンが不可能になります。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無手困難でした状態が“。　フロントした状態が“が不可能になります。って、オレンジ2 つの抵抗です。 GPS信には号はパドは、オレンジル入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　と同じようにして取り付けます。じ I/O を共用パッドがついています：する
ことに下記のように取り付けますなり付けますました状態が“。　フロントソフトウエアエミがュレートの抵抗です。 USART周辺モジュールが不可能になります。 GPS シリアルデー
タを 9600 ボーで読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応するこみ時に、ピンが、対応するます。
GPS を接続されることになります。　最大の注意をもって、した状態が“が不可能になります。、オレンジキットを練習モード（メニューモードは、オレンジに下記のように取り付けますし忘れた場合は、パワーアンプを保護するために、自れた状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジパワーアンプを保つ（周波数と時間）。護するためするた状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジ自
動的に下記のように取り付けますパドは、オレンジル入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　としてシリアルデータを認してください。　もし末端になっていたら、それは共振回路が正しくピークになってい識し、オレンジ一時に、ピンが、対応する的に下記のように取り付けます練習モード（メニューモードは、オレンジを稼働プレートが完全に閉じてしまっていて、結させます。（ P が不可能になります。液
晶画面に下記のように取り付けます表示した位置です。　される）
5.15 In Circuit Programming (Alignment)ISP)   インターフェース  

2x3 ピンヘッダーが不可能になります。 PCB に下記のように取り付けます設置です。　されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て、オレンジ将来新しいものではた状態が“なファームされた　ウエアバージョンが不可能になります。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無手可能になります。に下記のように取り付けます
なった状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けます、オレンジATmega328P マイクロコントローラ
の抵抗です。回りに目いっぱ路内を黒ネジを回して通し、プログに接続されることになります。　最大の注意をもって、ラミがングに接続されることになります。　最大の注意をもって、を使ったプラグイン取り付うことが不可能になります。出た状態が“来るように下記のように取り付けますなっ
てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
ファームされた　ウエアアップデートは、オレンジ eBay で送料込み時に、ピンが、対応するみ時に、ピンが、対応するで
＄で手に下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無る、オレンジ2USBISP AVR プログに接続されることになります。　最大の注意をもって、ラマーに下記のように取り付けますよって
可能になります。ます。　フロント
2x3 ピンヘッダーピンアウトは標準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無の抵抗です。 AVR プログに接続されることになります。　最大の注意をもって、ラマーケーブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がルに下記のように取り付けます合は、必要ならばネジを取り付けてください。致します。　フロントISP インター
フェースは、オレンジGPS インターフェースやパドは、オレンジルと同じようにして取り付けます。じ I/O ピンを使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントファームされた　ウエアアップ
デートの抵抗です。際の　振幅はに下記のように取り付けますは、オレンジGPS（もし既にに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。た状態が“なら行います。）を取り付けますり付けます外すことが不可能になります。すことを確か実に下記のように取り付けますしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントそ
して、オレンジファームされた　ウエアアップデート注に下記のように取り付けますはパドは、オレンジルキーを押しこんだ状態さない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ように下記のように取り付けますしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロント幾つかの部品間の信号の流れを変えたければつかの抵抗です。
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AVR プログに接続されることになります。　最大の注意をもって、ラマーは、オレンジ目の温度がやりやすいでしょう。標プログに接続されることになります。　最大の注意をもって、ラミがングに接続されることになります。　最大の注意をもって、電圧はをセンスするた状態が“めに下記のように取り付けます 5V の抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、を必要です。とします；片側はそ
うでない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。もの抵抗です。もあり付けますます；片側は+5V は 2 ピンヘッダー Pad　フロントJP28 を介してして、オレンジISP ヘッダーの抵抗です。ピン 5

に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、します。
特に面倒です。　しかし、定の抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。でこの抵抗です。接続されることになります。　最大の注意をもって、を必要です。としない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ2 つの抵抗です。 Pad 間の抵抗です。配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　をカットして+5V 接続されることになります。　最大の注意をもって、を解することが重要です。　ここでは消す
ることが不可能になります。できます。
5.16 Test   装置  

内を黒ネジを回して通し、蔵された調整ツールは、の抵抗です。テスト装です。　パッドは非常にデリケート置です。　と調整装です。　パッドは非常にデリケート置です。　は、オレンジこの抵抗です。 CW トランシーバーの抵抗です。実に下記のように取り付けます素晴らしい機能設計は、ら行います。しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。機能になります。です。
DVM   （  Degiral Volume Meter  ）と   RF   パワー計  

DVM（電圧は計）と RF パワー計は、オレンジマイクロコントローラへの抵抗です。 10ビット ADC チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャネル 12入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　
を使ったプラグイン取り付って導入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
電圧はを測定した状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますは、オレンジ3 ピンの抵抗です。
DVM/RF パワーコネクタの抵抗です。ピン３に下記のように取り付けます 、オレンジ
電圧は測定対象させることになります；　全体的に受信機が高いゲインであるにもかかわらをつなぎます（右図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン）。
電 圧は は 、オレンジ R56 （ 3.3K ） と
R57（10K）に下記のように取り付けますよって一時に、ピンが、対応する的に下記のように取り付けます形になります。　そして成さ
れるディがバイダ―に下記のように取り付けますよって低インピーダンス、下します。
　フロントこれが不可能になります。、オレンジファクター 4.03 に下記のように取り付けますよる除
算する　を適用パッドがついています：します。
ADC が不可能になります。 5V までの抵抗です。電圧はを測定できる以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を、オレンジこの抵抗です。ことは、オレンジDVM 機能になります。は 0V から行います。最大の注意をもって、 20V までの抵抗です。範
囲に調節するようにしてください。を持ちます。ち、オレンジADC の抵抗です。各ビットは 0.02V の抵抗です。解することが重要です。　ここでは像度がやりやすいでしょう。を持ちます。つ、オレンジことを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　します。
RF パワーを測定した状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジ測定した状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。 RF を、オレンジ3 ピン DVM/RF パワーコネクタの抵抗です。ピン２に下記のように取り付けます接
続されることになります。　最大の注意をもって、します。（上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン）　フロントこの抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジD4 と C42 が不可能になります。簡単に穴をな RF検出た状態が“器となり付けますます。　フロントRF は D4 に下記のように取り付けますよっ
て整流れを変えたければされ C42 に下記のように取り付けますよって平にスライドして、押し出し成形されたエンクロー滑化すると、されます。　フロントR56（3.3K）と R58（10K）は再び出た状態が“、オレンジ一時に、ピンが、対応する的ディが
バイダ―を形になります。　そして成して整流れを変えたければされた状態が“電圧はをファクター 4.03 で除算する　します。　フロントパワー計の抵抗です。結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっレンジは、オレンジ
概ね算する　で、オレンジ0 から行います。 5W となり付けますます。　フロント無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機の抵抗です。通し、注意してボルト常にデリケートの抵抗です。運用パッドがついています：の抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けます、オレンジバッテリー残り量を画面上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。バッ
テリー icon

で見た写真：た状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ3 ピンヘッダーの抵抗です。ピン１に下記のように取り付けます繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付ぎます。　フロントこれは電圧は計入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機の抵抗です。 12V供給に下記のように取り付けます
つなぎます。　フロントめった状態が“に下記のように取り付けますお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほときない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことですが不可能になります。、オレンジ誤ってパドルをスクイーズした場合に、って RF パワー入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　や、オレンジDVM入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます過大の注意をもって、な電圧は
を入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　してしまった状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ10K 抵抗です。 R57 と R58 が不可能になります。 ATmega328P プロセッサーの抵抗です。ダメージを制
限されます。　しばしば、し、オレンジお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとそら行います。く破損も防ぎます。　フロントお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとそら行います。くです（内を黒ネジを回して通し、部でやってみ時に、ピンが、対応するようなんて思います。わない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。こと）
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オーディオ   ADC  （  Analog Degital Conversion  ）  
受信には信には号チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェーンから行います。マイクロコントローラへは、オレンジ2

つの抵抗です。オーディがオ接続されることになります。　最大の注意をもって、が不可能になります。あり付けますます。　フロント１つが不可能になります。 I-Qバラン
ス調節ポテンションメーターの抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ま
す。　フロント言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。換えれば、最初にこれを正しくかつ非えれば、オレンジCW フィがルター入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、され
ます。
2 つ目の温度がやりやすいでしょう。の抵抗です。オーディがオ接続されることになります。　最大の注意をもって、は、オレンジファイナルの抵抗です。オーディがオ
増幅が壊れることにつながります。　ほとゲインステージの抵抗です。後で取り外すことが不可能になります。ろに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されます。
これら行います。オーディがオ信には号チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャネルは、オレンジ両方とも、オレンジマイク
ロコントローラの抵抗です。アナログに接続されることになります。　最大の注意をもって、－ポータブル運用したデジタル変換えれば、最初にこれを正しくかつ非（ADC）
入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　へとフィがードは、オレンジされます。　フロント右の抵抗です。図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンは、オレンジオーディがオ
アンプ出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、される AUDIO　フロント１（ADC チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャネ
ル 0）の抵抗です。回りに目いっぱ路を示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこの抵抗です。回りに目いっぱ路の抵抗です。目の温度がやりやすいでしょう。的は、オレンジオーディがオ信には号から行います。 DCバイアスを取り付けますり付けます除き、オレンジ
2.5V の抵抗です。新しいものではバイアスを適用パッドがついています：し、オレンジADC入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　レンジの抵抗です。中央のに下記のように取り付けますバイアスすることです。　フロントADC ピンと 1K

の抵抗です。直列するように確か抵抗です。は、オレンジ電圧はが不可能になります。 0 から行います。 5V レンジの抵抗です。外すことが不可能になります。に下記のように取り付けます落ちた場合、除算ファクターをちた状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けます、オレンジ或る製作者が実験して白る程度がやりやすいでしょう。の抵抗です。限されます。　しばしば、ら行います。れた状態が“範囲に調節するようにしてください。でマイクロ
コントローラを保つ（周波数と時間）。護するためします。　フロントより付けます単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。な回りに目いっぱ路が不可能になります。 AUDIO　フロント２チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャネルででは使ったプラグイン取り付われます。　フロントDC

バイアスは既にに下記のように取り付けます 2.5V に下記のように取り付けますなってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るの抵抗です。で信には号は 0－ポータブル運用した5V の抵抗です。範囲に調節するようにしてください。に下記のように取り付けますあるから行います。です。　フロントATmega328P

内を黒ネジを回して通し、の抵抗です。 ADC は、オレンジ10ビット解することが重要です。　ここでは像度がやりやすいでしょう。です。　フロント約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、 5mV に下記のように取り付けます相シフトの調節も、同様に、ロータ当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。します。　フロント
ADC 変換えれば、最初にこれを正しくかつ非の抵抗です。結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっは、オレンジ０～1023 の抵抗です。範囲に調節するようにしてください。に下記のように取り付けますなり付けますます。　フロント512 はゼロを表します。
＋のリアパネル上の、/-2.5V の抵抗です。オーディがオ電圧はは、オレンジした状態が“が不可能になります。って測定可能になります。です。　フロント実際の　振幅は、オレンジオーディがオ信には号はこれより付けますはる
かに下記のように取り付けます小さい穴にフィットします。　タブ穴はさい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。です。　フロントフル ADC レンジは実際の　振幅はに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付われることはあり付けますません。
AUDIO 　フロント２チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャネル（CW フィがルター入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、）は、オレンジより付けます小さい穴にフィットします。　タブ穴はさな振幅が壊れることにつながります。　ほとを持ちます。ちます。　フロントだから行います。、オレンジ
BPF 調整手順の一部として調節を行います。（これは非常にデリケートに下記のように取り付けます強くやってください。　い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。信には号です）以外すことが不可能になります。では使ったプラグイン取り付われることはあり付けますません。

周波数カウンターカウンター
周波数の設定はカウンターの抵抗です。テストピン入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は、オレンジマイクロコントローラの抵抗です。 16

ビット　フロントTimer1入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　ピンに下記のように取り付けます直接接続されることになります。　最大の注意をもって、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
１K の抵抗です。直列するように確か抵抗です。（R55）が不可能になります。接続されることになります。　最大の注意をもって、され、オレンジSi5351A の抵抗です。 Clk2種強くやってください。　くに下記のように取り付けます
も接続されることになります。　最大の注意をもって、してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこれは、オレンジオプションの抵抗です。 GPS 規律にそってドリフトフである
27MHz基準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無水晶発振周波数の設定はの抵抗です。測定でも使ったプラグイン取り付われてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこの抵抗です。機
能になります。では、オレンジSi5351A は、オレンジその抵抗です。生の抵抗です。 27MHz 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を 4 で除算する　して
Clk2 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けます導くように下記のように取り付けます設定されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこれは 1K 抵抗です。 R55

を通し、注意してボルト過してマイクロコントローラに下記のように取り付けますい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。きます。　フロント1K 抵抗です。の抵抗です。目の温度がやりやすいでしょう。的は
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Si5351A を問題ではないんです。の抵抗です。あるイベントから行います。保つ（周波数と時間）。護するためするた状態が“めです。　フロント例えば、メインボードのえば、オレンジ誤ってパドルをスクイーズした場合に、って FREQ入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　ピンに下記のように取り付けます何でも構いません。　これらは共通してか
を繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしまった状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。で、オレンジSI5351A が不可能になります。その抵抗です。時に、ピンが、対応する同じようにして取り付けます。時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます Clk2 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　させてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る、オレンジような場合は、必要ならばネジを取り付けてください。で
す。　フロントSi5351A から行います。の抵抗です。 3.3V の抵抗です。ピーク-ピーク信には号は、オレンジTimer1入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　の抵抗です。作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動に下記のように取り付けますはむ前にしろ限されます。　しばしば、界です。
3.9V の抵抗です。プルアップ抵抗です。が不可能になります。その抵抗です。センターポイントを増やします。　フロント今、オレンジLow は 1.02V で High が不可能になります。
3.65V で、オレンジTimer1入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を安定してトリガーするに下記のように取り付けますは十分けます：です。　フロント周波数の設定はカウンターは、オレンジ理論は、下記のサイトにて見ることが出来ます。的
に下記のように取り付けます、オレンジ0 から行います。 8MHz まで動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　できます。　フロント前の項を提は、オレンジ十分けます：な振幅が壊れることにつながります。　ほとの抵抗です。 50％以上となるときもあります。　これには重の抵抗です。デューティがーサイクルの抵抗です。矩
形になります。　そして波信には号であること。　フロント上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を限されます。　しばしば、の抵抗です。 8MHz は AVR プロセッサーの抵抗です。制限されます。　しばしば、です。　フロントそれは同じようにして取り付けます。期タイマー入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無
力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を持ちます。ち、オレンジシステムされた　クロック周波数の設定はの抵抗です。 40％以上となるときもあります。　これには重までしかカウントできません。（20MHz の抵抗です。 40％以上となるときもあります。　これには重が不可能になります。
8MHz）
カウントするべき信には号は、オレンジATmega328P の抵抗です。ロジック閾値のを満足の切れ端をさせねばなり付けますません。　フロントすなわ
ち、オレンジLow また状態が“は ”チップ、リング、0” は 1.5V で High また状態が“は ”チップ、リング、1” は 3.5V以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をです。
シグナルジェネレーター
シグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナル出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は単に穴を純な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。に下記のように取り付けます Si5351A の抵抗です。 Clk0 また状態が“は Clk1 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　から行います。取り付けますり付けます出た状態が“します。
これら行います。の抵抗です。ピンから行います。過大の注意をもって、な負荷を防ぐために必要な大きな減衰を提供する（回りに目いっぱ路の抵抗です。ショート）を引き上げます。　その時は、マき出た状態が“さない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ように下記のように取り付けます特に面倒です。　しかし、別な注意をもって、を払うべきですうべきです。
Si5351A を破損する可能になります。性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がが不可能になります。あり付けますます。　フロント壊れることにつながります。　ほとれた状態が“ Si5351A を取り付けますり付けます替えます。　えるの抵抗です。は非常にデリケートに下記のように取り付けます難しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。です。
シグナルジェネレーターと周波数カウンターカウンターの取り付けセルフテスト　
注意をもって、：　フロントシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレーターメニュ―項を目の温度がやりやすいでしょう。をスク
ロールし、オレンジSelect ボタンを押しこんだ状態して一旦アクティブにアクティがブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がに下記のように取り付けます
すると－ポータブル運用したシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレーターは、オレンジExit ボタンを
押しこんだ状態すか、オレンジテスト装です。　パッドは非常にデリケート置です。　メニューから行います。離れ、無線れるまで、オレンジ設定さ
れた状態が“周波数の設定はでアクティがブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がの抵抗です。ままに下記のように取り付けますなり付けますます。
Select ボタンを押しこんだ状態すとシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレーターをア
クティがブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がに下記のように取り付けますなり付けますます；片側は アンダーラインカーソルが不可能になります。、オレンジ
ロータリーエンコーダに下記のように取り付けますよってチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンューンできる桁の下の抵抗です。下
に下記のように取り付けます現れます。　そして“れます。　フロントシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレーターを調節して
8MHz以下の抵抗です。周波数の設定は、オレンジ例えば、メインボードのえば 6MＨ z、オレンジを生成するように下記のように取り付けますします。　フロントEdit モードは、オレンジを離れ、無線れるとカー
ソルは画面から行います。消滅します；片側は　フロントEdit モードは、オレンジから行います。離れ、無線れるに下記のように取り付けますは、オレンジSelect ボタンを何でも構いません。　これらは共通して度がやりやすいでしょう。も押しこんだ状態し、オレンジ右端をの抵抗です。
１の抵抗です。桁の下から行います。消えるように下記のように取り付けますする、オレンジあるい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。は、オレンジExit ボタンを押しこんだ状態します。
ロータリーエンコーダを反時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱり付けますに下記のように取り付けます回りに目いっぱしなが不可能になります。ら行います。１クリックすると、オレンジメニュー 9.5 の抵抗です。周波数の設定は測定が不可能になります。
表示した位置です。　されます。　フロントい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ま、オレンジFREQ入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　から行います。 Clk0 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　に下記のように取り付けますワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャを接続されることになります。　最大の注意をもって、すると、オレンジシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレー
ターの抵抗です。周波数の設定はを測定することに下記のように取り付けますなり付けますます。　フロントこの抵抗です。状態が不可能になります。右の抵抗です。写真のように、で分けます：かり付けますます。（この抵抗です。写真のように、は元はの抵抗です。
QCX で QCX+ではあり付けますません）　フロント明ら行います。かに下記のように取り付けます 2kHZ低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。表示した位置です。　です。　フロント私の場合、それがはまだ、オレンジ27MＨ z基準エンクロージャーに入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無値の
も 20MHz システムされた　クロック値のも較正してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません！　フロント写真のように、では、オレンジ白いポインターがい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャが不可能になります。ロータリーエン
コーダ周辺を回りに目いっぱって FREQ ピンに下記のように取り付けますつなが不可能になります。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。（写真のように、では、オレンジちょうどMＨ z の抵抗です。 M の抵抗です。あた状態が“
り付けます）　フロントワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャの抵抗です。もう一方は Clk0 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　ピン（ちょうどMHz の抵抗です。ｚの下あたり）の抵抗です。下あた状態が“り付けます）
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これは周波数の設定はカウンターを、オレンジシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレーター（した状態が“が不可能になります。って Si5351A の抵抗です。）の抵抗です。正しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　を
検証するに下記のように取り付けますは便な代替案は、パドルコネクターを介すること利な方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。です。　フロントシグに接続されることになります。　最大の注意をもって、ナルジェネレーターの抵抗です。出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は、オレンジClk0 と Clk1 ピンで使ったプラグイン取り付用パッドがついています：可能になります。
です。　フロントこれに下記のように取り付けますより付けます両者が実験して白をテストすることが不可能になります。出た状態が“来ます。
5.17 5V 電圧レギュレーターレギュレーター
マイクロコントローラ、オレンジ直角がフロントパネルに位相シフトの調節も、同様に、ロータサ
ンプリングに接続されることになります。　最大の注意をもって、デテクターチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップ、オレンジLCD

モ ジ ュ ー ル、オレンジ IC3 （quad NAND

ゲート）に下記のように取り付けます必要です。な 5V 電圧はは、オレンジIC11

7805　フロント5V　フロント１ A 電圧はレギュレー
ターに下記のように取り付けますよって提供されます。
注意をもって、：入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は逆極に半田付けします。性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が（電流れを変えたければの抵抗です。逆流れを変えたければ）
から行います。、オレンジD3 の抵抗です。ショットキーダイオードは、オレンジ、オレンジタイプ 1N5819 に下記のように取り付けますよって保つ（周波数と時間）。護するためされてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこれは、オレンジま
た状態が“、オレンジ電圧はを 0.3V から行います。 0.4V だけ降下させ、オレンジ出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　パワーを減らすとバーが再表示少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。させる効果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっが不可能になります。あり付けますます。　フロントD3 は既に
述します。の抵抗です。回りに目いっぱ路図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。マイクロコントローラの抵抗です。項をに下記のように取り付けます記のように取り付けます載せてされてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。（前の項を項を参照してください。　同じようにして取り付けます。）
貴方が不可能になります。勇敢で、絶対にパワーを無線機に逆向けにつながないという自信があるのでしたら、このダで、オレンジ絶対に下記のように取り付けますパワーを無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機に下記のように取り付けます逆向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態けに下記のように取り付けますつなが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。とい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。う自信にはが不可能になります。あるの抵抗です。でした状態が“ら行います。、オレンジこの抵抗です。ダ
イオードは、オレンジを省略できます。　その場合、してジャンパーワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャでその抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をを結んでも構いません。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません。
スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンングに接続されることになります。　最大の注意をもって、とレギュレーター回りに目いっぱ路をパワーが不可能になります。どう通し、注意してボルトるかに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ては下記のように取り付けますの抵抗です。通し、注意してボルトり付けますです；片側は

• パワーは QCX+の抵抗です。リアパネルに下記のように取り付けますある 2.1㎜のタクトボタンスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。パワーコネクタに下記のように取り付けます入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無る
• 3 ピンヘッダー Pad コネクターを JP26 に下記のように取り付けます取り付けますり付けます付けますけても良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロント
　フロント例えば、メインボードの：追加の抵抗です。ボードは、オレンジに下記のように取り付けますスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンされない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。パワーを提供する
　フロント　フロント　フロント他の端をゲインコントローの抵抗です。方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。でパワースイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンングに接続されることになります。　最大の注意をもって、を管理した状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロント
　フロント3 ピンヘッダーの抵抗です。ピン１とピン２の抵抗です。間の抵抗です。細かい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　はカットしてもよい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
• D3（1N5819）が不可能になります。逆極に半田付けします。性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が保つ（周波数と時間）。護するためを提供する。　フロント必要です。なら行います。これは省略できます。　その場合、しても良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントジャン

パーワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャでバイパスすればよい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントダイオードは、オレンジの抵抗です。 0.3～0.4V の抵抗です。ロスが不可能になります。除去は、できるの抵抗です。で、オレンジ
幾つかの部品間の信号の流れを変えたければばくかの抵抗です。パワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　の抵抗です。利得ます。が不可能になります。ある。　フロントが不可能になります。、オレンジあなた状態が“の抵抗です。 QCX+は逆パワー自己に下記のように取り付けます対しては何でも構いません。　これらは共通して
ら行います。の抵抗です。保つ（周波数と時間）。護するためもない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことに下記のように取り付けますなり付けますます。

• 2 ピンヘッダー Pad コネクタ JP15 も、オレンジ極に半田付けします。性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が保つ（周波数と時間）。護するため、オレンジ他の端をゲインコントローの抵抗です。 PCBへの抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンされない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。パワー
の抵抗です。提供に下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付えます。　フロントPad 間の抵抗です。配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　はカットしてスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンングに接続されることになります。　最大の注意をもって、制御するこを他の端をゲインコントローの抵抗です。場所で行います。うことも
できます。

• 2x5 ピンコネクタ JP3 が不可能になります。 12V パワーをフロント PCB に下記のように取り付けます供給する。
• フロントパネルの抵抗です。ラッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンングに接続されることになります。　最大の注意をもって、プッシュスイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンが不可能になります。 QCX+の抵抗です。 On/Off スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンとして働プレートが完全に閉じてしまっていて、結く
• スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無った状態が“パワーは QCX+メイン PCB に下記のように取り付けます再び出た状態が“ 2.5 ピンコネクタ JP3 を経由は、まだあなたがして戻り、大きなクリック音がでました。　これの解決策

る
• スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無った状態が“+12V パワーは 7805 に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、され他の端をゲインコントローの抵抗です。回りに目いっぱ路に下記のように取り付けますつなが不可能になります。る。　フロント3 ピンヘッダー
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JP27 は、オレンジこの抵抗です。スイッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無った状態が“パワーを追加の抵抗です。 PCB（回りに目いっぱ路変更します。・修正など）に下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、して使ったプラグイン取り付
うことが不可能になります。できる。

6. こんな接続について時のクリック音の削減は別冊）どうする？
Refer to http://qrp-labs.com/qcx/qcxtrouble 

and the groups.io discussion group for more tips!

6.1 LCD がブランク　または　四角い箱が表示されるブランク　または別冊）　四角い箱が表示されるい箱が表示されるがブランク　または　四角い箱が表示される表示されるされる
LCD画面が不可能になります。下の抵抗です。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ずれかの抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ間違うと、後で取り外すことが不可能になります。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。なく、オレンジあなた状態が“はコントラストトリマーポテンションメー
ター R47 を調節してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません。

6.2 LCD の取り付けバックライトがブランク　または　四角い箱が表示される点灯しないしな接続についてい
LCDバックライトが不可能になります。まった状態が“く点灯しない場合は、しない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジR48 を取り付けますり付けます付けますけてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るかチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
LCD コネクタをメイン PCB と LCD モジュールの抵抗です。間に下記のように取り付けます正しく取り付けますり付けます付けますけてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るかチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックしてくだ
さい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
6.3 ブロックの取り付け行が上段に表示されるがブランク　または　四角い箱が表示される上段に表示されるに抵抗表示されるされる
LCD モジュールの抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を段に下記のように取り付けます 1 行います。の抵抗です。ブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がロックが不可能になります。見た写真：え、オレンジ下段は空白いポインターがの抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジマイクロコントローラーが不可能になります。
LCD モジュールと会を提供します。　話してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ことを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　します。　フロント
IC2 マイクロコントローラーが不可能になります。２８ピンソケットに正しく挿入されているか、正しい方向をむいてピンソケットに下記のように取り付けます正しく挿入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るか、オレンジ正しい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。方向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態をむ前にい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るか、オレンジチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。（チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。ディがンプルが不可能になります。ソケット、オレンジPCB シルクスクリーン上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。
ディがンプルに下記のように取り付けます合は、必要ならばネジを取り付けてください。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ること）
IC2 の抵抗です。全に組み立てることは機械的観点から重要です。ての抵抗です。ピンが不可能になります。正しくソケットに下記のように取り付けます挿入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るか、オレンジ曲がりピンを持つ、が不可能になります。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。か、オレンジチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックしてくださ
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
6.4 DC 電圧レギュレーターの取り付け読みみ
下記のように取り付けますの抵抗です。表は回りに目いっぱ路の抵抗です。様に通し：そして最後のナットでフロントパ々は、不要なサイなポイントでの抵抗です。 DC 電圧はの抵抗です。読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応する（値の）をリストしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
ます。　フロントトラブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がルシューティがングに接続されることになります。　最大の注意をもって、に下記のように取り付けます役立は、この段階が終われば完了でつかもしれません。
電圧はの抵抗です。測定に下記のように取り付けますは、オレンジ内を黒ネジを回して通し、蔵された調整ツールは、の抵抗です。 DVM（Degital Voltage Meter）、オレンジメニュー項を
目の温度がやりやすいでしょう。 9.1 を使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。 これら行います。の抵抗です。測定は 12V の抵抗です。電源を使ったプラグイン取り付って行います。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ました状態が“。
IC ピン番号を参照してください。　同じようにして取り付けます。する場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジ(thumps)右図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン 8 ピンの抵抗です。例えば、メインボードのを参照してください。　同じようにして取り付けます。）ピン番号は左上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をから行います。
スタート（ディがンプルの抵抗です。左でチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップの抵抗です。端を）し、オレンジ反時に、ピンが、対応する計回りに目いっぱり付けますに下記のように取り付けます数の設定はえてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。きます。
“左”チップ、リング、、オレンジ“右”チップ、リング、、オレンジ“上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を”チップ、リング、、オレンジ“下”チップ、リング、、オレンジ等かもしれませんがで言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非う場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジPCB はディがンプルを上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けますした状態が“、オレンジ正

52

 QCX+ assembly Rev 1.04

http://qrp-labs.com/qcx/qcxtrouble


常にデリケート位を前の項を提してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントすべての抵抗です。測定は、オレンジ基板はメインの抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を側に取り付けねばなりません！に下記のように取り付けますプローブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がを当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。てて測定しました状態が“。
ケースに下記のように取り付けますよっては、オレンジ特に面倒です。　しかし、定の抵抗です。キャパシタや抵抗です。の抵抗です。 Pad に下記のように取り付けますタッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン
するた状態が“めワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャでつつきます。　フロントトランス T1 の抵抗です。ピンアウトを
参照してください。　同じようにして取り付けます。するに下記のように取り付けますは、オレンジ右に下記のように取り付けますある図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンの抵抗です。表示した位置です。　を使ったプラグイン取り付ってください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロント多くの部品の中に、くの抵抗です。
場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジこれら行います。の抵抗です。測定結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっは、オレンジあなた状態が“の抵抗です。結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっと厳密でなくに下記のように取り付けます合は、必要ならばネジを取り付けてください。わない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場
合は、必要ならばネジを取り付けてください。が不可能になります。あり付けますます。　フロント特に面倒です。　しかし、に下記のように取り付けます、オレンジあなた状態が“が不可能になります。 12V以外すことが不可能になります。の抵抗です。電源を使ったプラグイン取り付用パッドがついています：して
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ回りに目いっぱ路上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。 12V 電源供給ラインから行います。派生する電圧はは
違うと、後で取り外すことが不可能になります。う結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっとなるでしょう。　フロント例えば、メインボードのえば、オレンジオペアンプの抵抗です。バイアス電
圧はは供給ラインの抵抗です。半分けます：に下記のように取り付けますバイアスされます。　フロント覚えておいてくえてお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。てく
ださい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。、オレンジこれら行います。の抵抗です。測定結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっの抵抗です。一部に下記のように取り付けますお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ては、オレンジ測定行います。為自体に浸が不可能になります。測定結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっを変えてしまうことが不可能になります。ある
とい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。うことを。
この抵抗です。 DVM の抵抗です。“入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　抵抗です。”チップ、リング、は、オレンジた状態が“った状態が“の抵抗です。 13.3KΩ です。（直列するように確かの抵抗です。 R56 と R57、オレンジマイクロコントロー
ラピンの抵抗です。高入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　抵抗です。を想定してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る）　フロント
もし、オレンジこの抵抗です。無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　トランシーバーに下記のように取り付けます内を黒ネジを回して通し、蔵された調整ツールは、の抵抗です。 DVM ではなく、オレンジ高入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　抵抗です。の抵抗です。“real”DVM を使ったプラグイン取り付ってこれ
ら行います。の抵抗です。 DC測定を行います。う場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジここでの抵抗です。結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっとは違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしょう。
再度がやりやすいでしょう。注意をもって、：あなた状態が“の抵抗です。測定が不可能になります。基本の部品足の切れ端を的に下記のように取り付けます適切れ端をであるの抵抗です。なら行います。、オレンジ結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっが不可能になります。ここの抵抗です。もの抵抗です。と違うと、後で取り外すことが不可能になります。っても心してください。　ピークは配はあり付けますま
せん。
これら行います。の抵抗です。測定を行います。う時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けますは、オレンジ非常にデリケートに下記のように取り付けます注意をもって、して、オレンジ回りに目いっぱ路を探します。　最低値を求めて調節する。なぜなら、注査するために使ういかなるワイヤも、近隣するた状態が“めに下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付うい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。かなるワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャも、オレンジ近く、ポテンションメーターの右隣のネジは、ロータリーエンコーダーのピンがあるので、
の抵抗です。ピンや部品に下記のように取り付けますショートの抵抗です。原因で更に熱くなることでしょう。　この現象は、“に下記のように取り付けますなら行います。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ように下記のように取り付けますすること。　フロントさもない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。と故に、部品点数の削減と調節の単純性という障の原因になります。の抵抗です。原因で更に熱くなることでしょう。　この現象は、“に下記のように取り付けますなり付けますます。
私の場合、それがの抵抗です。サジェスチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンョンは、オレンジSi5351A チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンップピンに下記のように取り付けます直接プローブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がを当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。てるの抵抗です。は避けるためです。　けること。　フロントピンは
小さい穴にフィットします。　タブ穴はさく、オレンジ近く、ポテンションメーターの右隣のネジは、ロータリーエンコーダーのピンがあるので、の抵抗です。ピンに下記のように取り付けますショートするリスクは高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。です。　フロント代わり付けますに下記のように取り付けます、オレンジSi5351A ピンに下記のように取り付けます接続されることになります。　最大の注意をもって、されて
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る近く、ポテンションメーターの右くの抵抗です。部品に下記のように取り付けますプローブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がする方が不可能になります。簡単に穴をです－ポータブル運用したPCB 配線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンを参照してください。　同じようにして取り付けます。の抵抗です。こと。　フロント同じようにして取り付けます。様に通し：そして最後のナットでフロントパに下記のように取り付けます、オレンジFST3253

ピンに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。てもピンへの抵抗です。直接の抵抗です。プロービングに接続されることになります。　最大の注意をもって、はお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほと勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとめしません。　フロント何でも構いません。　これらは共通して度がやりやすいでしょう。も言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこれら行います。の抵抗です。ピ
ンに下記のように取り付けますつなが不可能になります。る近く、ポテンションメーターの右隣のネジは、ロータリーエンコーダーのピンがあるので、の抵抗です。部品に下記のように取り付けますプローブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がする方が不可能になります。簡単に穴をであり付けます、オレンジ不注意をもって、に下記のように取り付けますよる回りに目いっぱ路の抵抗です。ショートが不可能になります。原因で更に熱くなることでしょう。　この現象は、“とな
る破損の抵抗です。リスクを減らすとバーが再表示ら行います。します。
Location Volta

ge 
Comment

+ supply terminal 11.9

8 

As I already mentioned: a 12V supply

Clk0 test pin ~1.7

0 

The Clk0 pin in normal operation has a 3.3V peak-

peak

squarewave  with  50%  duty  cycle.  The  DVM  is

measuring

the average of that. Measuring here makes a lot

of nasty

noise in the audio.
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Clk1 test pin  ~1.

70 

The Clk1 pin in normal operation has a 3.3V peak-

peak

squarewave  with  50%  duty  cycle.  The  DVM  is

measuring

the average of that. Measuring here makes a lot

of nasty

noise in the audio.

Left side of C2 3.40 This is the voltage of the Si5351A supply, pins 1

& 7

Right side of D 2

4.96

This is the +5V regulated supply

T1 pins 1, 2, 3 &

4 

0.00

T1 pins 5, 6, 7 &

8

2.36

Top side of C43 2.28 C43-46 are the QSD integrating capacitors. 

The voltage across each one differs slightly. 

The  followingmeasurements  show  these  small

differences.

Top side of C44 2.44

Top side of C45 2.42

Top side of C46 2.30

IC5 pin 1 2.64 IC5a output, the pre-amp I output

IC5 pin 2 2.46

IC5 pin 3 2.26

IC5 pin 4 0.00

IC5 pin 5 2.28

IC5 pin 6 2.46

IC5 pin 7 2.44 IC5b output, the pre-amp Q output

IC5 pin 8 11.6

7 

This is the supply voltage minus the voltage drop

caused by

the reverse polarity protection diode D3

IC6 pin 1 2.44 IC6a output

IC6 pin 2 2.44

IC6 pin 3 1.63

IC6 pin 4 0.00

IC6 pin 5 1.55
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IC6 pin 6 2.44

IC6 pin 7 2.44 IC6b output

IC6 pin 8 11.6

7

IC7 pin 1 2.64 IC7a output

IC7 pin 2 2.64

IC7 pin 3 1.99

IC7 pin 4 0.00

IC7 pin 5 1.89

IC7 pin 6 2.64

IC7 pin 7 2.64 IC7b output

IC7 pin 8 11.6

7

IC8 pin 1 2.46 IC8a output

IC8 pin 2 2.46

IC8 pin 3 0.65

IC8 pin 4 0.00

IC8 pin 5 0.67

IC8 pin 6 2.48

IC8 pin 7 2.48 IC8b output

IC8 pin 8 11.6

7

IC9 pin 1 4.84 IC9a output

IC9 pin 2 4.84

IC9 pin 3 0.65

IC9 pin 4 0.00

IC9 pin 5 0.67

IC9 pin 6 2.44

IC9 pin 7 2.44 IC9b output

IC9 pin 8 11.6

7

IC10 pin 1 5.83 IC10a output

IC10 pin 2 5.83

IC10 pin 3 5.83

IC10 pin 4 0.00

IC10 pin 5 4.21

IC10 pin 6 3.94
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IC10 pin 7 5.83 IC10b output

IC10 pin 8 11.6

7

LCD  pin  1

(thumps)leftmost) 

0.00 LCD VSS supply pin

LCD pin 2 4.94  LCD VDD supply pin

LCD pin 3 0.57 LCD Contrast

LCD pin 4 4.92 LCD RS pin

LCD pin 5 0.00 LCD RW pin

LCD pin 6 0.00 LCD E pin

LCD pin 7 1.08 LCD DB0 pin

LCD pin 8 1.08 LCD DB1 pin

LCD pin 9 1.06 LCD DB2 pin

LCD pin 10 1.04 LCD DB3 pin

LCD pin 11 0.00 LCD DB4 pin

LCD pin 12 4.94 LCD DB5 pin

LCD pin 13 4.92 LCD DB6 pin

LCD pin 14 0.00 LCD DB7 pin

LCD pin 15 4.41 LCD backlight anode

LCDpin16

(thumps)rightmost) 

0.00 LCD backlight cathode

6.5 RF パワー出力の取り付けチェック
メニュー 9.2　フロントRF パワーに下記のように取り付けます行います。けば、オレンジあなた状態が“の抵抗です。 RF パワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　
をチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックできます。　フロントRF 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　はダミがーロードは、オレンジに下記のように取り付けます繫ぐことがぐことが不可能になります。
望む）、ましい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。です。　フロントRF パワーの抵抗です。計算する　は、オレンジ電圧はが不可能になります。 50Ω の抵抗です。負荷を防ぐために必要な大きな減衰を提供するに下記のように取り付けますか
かることを前の項を提してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントPCB の抵抗です。右上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。領域で、不要サイドバンドをキャンセルするに下記のように取り付けます、オレンジL1ワイ
ヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャが不可能になります。半田付けますけされた状態が“ PCB 上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。 Pad が不可能になります。見た写真：つかるはずです。　フロントこ
の抵抗です。 Pad は BNC コネクタの抵抗です。 RF 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　ピンに下記のように取り付けます直接つなが不可能になります。ってい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ま
す。（右図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン参照してください。　同じようにして取り付けます。）
もしここから行います。ワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャを繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付ぐ場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ4 ピンの抵抗です。 DVM/RF パワーヘッダーの抵抗です。ピン２に下記のように取り付けます繋いで、フロントパネルを押し出し成形の下半分にボルトで取り付ぎ、オレンジそれから行います。
キーダウン、オレンジ画面に下記のように取り付けますはパワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　が不可能になります。ワットで読し、すべての機能を理解して使っみ時に、ピンが、対応する取り付けますれます。
最も簡単に穴をな方法で、振幅の自動スケーリングが生成されます。は、オレンジトランシーバーをストレートキーモードは、オレンジに下記のように取り付けますし、オレンジパドは、オレンジルをスクイーズを変更します。　することで
す。　フロント
注意をもって、：簡単に穴をなダイオードは、オレンジ RF検出た状態が“器は特に面倒です。　しかし、に下記のように取り付けます正確かとは限されます。　しばしば、り付けますませ
ん。　フロントが不可能になります。、オレンジ数の設定はワットの抵抗です。表示した位置です。　が不可能になります。ある場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジトランシーバーは正
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常にデリケートに下記のように取り付けます作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　動してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ると自信にはをもって良いい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしょう。　フロントキーダウンしてもパワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　が不可能になります。表示した位置です。　されない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場
合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジパワーアンプに下記のように取り付けます何でも構いません。　これらは共通してら行います。かの抵抗です。欠陥が不可能になります。あると思います。われます。　フロント共通し、注意してボルトの抵抗です。失はもちろん、ダイナミックレンジ（信号の再敗は、前にも言いましたが、は、オレンジ前の項をに下記のように取り付けますも言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ました状態が“が不可能になります。、オレンジ
組み時に、ピンが、対応する立は、この段階が終われば完了でて手順の一部として調節を行います。中に下記のように取り付けますあり付けますます。　フロントトロイドは、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をに下記のように取り付けます巻き線の巻き数を調整する必要い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。た状態が“銅線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　の抵抗です。エナメルメッキを剥がして、ワイヤを継ぎ足して、トロイド上に、あとが不可能になります。す、オレンジまた状態が“は焼き取き取り付けます
ることの抵抗です。失はもちろん、ダイナミックレンジ（信号の再敗は、前にも言いましたが、です。　フロントBS170 の抵抗です。ドは、オレンジレインに下記のように取り付けますタッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る RF パワーワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャを最初にこれを正しくかつ非に下記のように取り付けますチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックし
てください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。（図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタン参照してください。　同じようにして取り付けます。）　フロントこれら行います。の抵抗です。 BS170 ドは、オレンジレインに下記のように取り付けますはボードは、オレンジの抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を側に取り付けねばなりません！から行います。ワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャをタッチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンできま
す。　フロントキーダウンしてワット表示した位置です。　をチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックしてみ時に、ピンが、対応するてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントこの抵抗です。時に、ピンが、対応する点で、オレンジ表示した位置です。　された状態が“パワー
は、オレンジダミがーロードは、オレンジを通し、注意してボルト過するより付けますも信には頼して読み込めること、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がが不可能になります。低インピーダンス、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしょう。　フロントが不可能になります。、オレンジ少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。なくとも、オレンジ何でも構いません。　これらは共通してら行います。かの抵抗です。ワット数の設定は
が不可能になります。見た写真：ら行います。れます。　フロント
もし、オレンジBS170 ドは、オレンジレインに下記のように取り付けますパワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　が不可能になります。見た写真：ら行います。れるが不可能になります。、オレンジ全に組み立てることは機械的観点から重要です。般の抵抗です。トランシーバー RF 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　ではワット数の設定は
が不可能になります。見た写真：ら行います。れない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。は、オレンジローパスフィがルターに下記のように取り付けます欠陥が不可能になります。あることを意をもって、味するところは、　２のべき乗です。　します。　フロントこれら行います。の抵抗です。トロイドは、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を
の抵抗です。エナメルの抵抗です。状態、オレンジ半田付けますけをチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
BS170 ドは、オレンジレインでパワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　が不可能になります。見た写真：ら行います。れない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとそら行います。く、オレンジパワーアンプ内を黒ネジを回して通し、の抵抗です。 L4 ドは、オレンジレインインダ
クタが不可能になります。正しくワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャの抵抗です。半田付けますけが不可能になります。されてお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとら行います。ず、オレンジ電気的結合は、必要ならばネジを取り付けてください。が不可能になります。なされてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。と思います。われます－ポータブル運用したL4

ワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャをまずチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックして、オレンジエナメルが不可能になります。正しく剥がして、ワイヤを継ぎ足して、トロイド上に、あとが不可能になります。されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るか、オレンジ焼き取き取り付けますれてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るかを確か認してください。　もし末端になっていたら、それは共振回路が正しくピークになっていし、オレンジ正
しく接続されることになります。　最大の注意をもって、してください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。
7. 測定結果
この抵抗です。章に詳述されています。の抵抗です。測定は組み時に、ピンが、対応する立は、この段階が終われば完了でてら行います。れた状態が“キット上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をで行います。われました状態が“。　フロントキットごとの抵抗です。相シフトの調節も、同様に、ロータ違うと、後で取り外すことが不可能になります。は、オレンジ部品の抵抗です。耐性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が、オレンジ調
節の抵抗です。違うと、後で取り外すことが不可能になります。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。、オレンジトロイドは、オレンジの抵抗です。巻き線の巻き数を調整する必要き方、オレンジ等かもしれませんが、オレンジの抵抗です。差のある、に下記のように取り付けますよって常にデリケートに下記のように取り付けますあり付けますます。　フロント従って、オレンジこの抵抗です。章に詳述されています。であなた状態が“が不可能になります。読し、すべての機能を理解して使っん
だもの抵抗です。はすべて、オレンジ兆候として理解されるべきです。　あなたの実際の結果は違うことがあり得ますとして理解することが重要です。　ここではされるべきです。　フロントあなた状態が“の抵抗です。実際の　振幅はの抵抗です。結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっは違うと、後で取り外すことが不可能になります。うことが不可能になります。あり付けます得ます。ます
し、オレンジお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとそら行います。く違うと、後で取り外すことが不可能になります。うでしょう。　フロント下記のように取り付けますの抵抗です。情報は、オレンジあなた状態が“が不可能になります。見た写真：た状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。と期待って！　もしイヤホンを使っているなら、まず、それを耳するもの抵抗です。に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ての抵抗です。ガイドは、オレンジを
お勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとまかに下記のように取り付けます与えるからです。　最適な調節設定をえるもの抵抗です。です。
7.1 器具
参考として、オレンジまた状態が“、オレンジ全に組み立てることは機械的観点から重要です。面的開いてしまっていて、示した位置です。　として、オレンジ以下の抵抗です。器具がこれらの測定に使われました：（器具名訳さが不可能になります。これら行います。の抵抗です。測定に下記のように取り付けます使ったプラグイン取り付われました状態が“：（器具がこれらの測定に使われました：（器具名訳さ名は右の図を参照）訳してください。）さ
ず）
 OWON XS3102A 12-bit 100MHz Digital Storage Oscilloscope

  ADVANTEST  R3361C  2.6GHz  Spectrum  Analyser  with  50-ohm  tracking

generator

 QRP Labs 50-ohm Dummy Load kit http://qrp-labs.com/dummy

 XONAR U5 24-bit external USB sound card

 Argo and Spectran audio analysis software from http://weaksignals.com

  QRP  Labs  Ultimate3S  for  test  signal  generation

http://qrp-labs.com/ultimate3/u3s

 Simple 14.000MHz battery-powered crystal oscillator signal generator

 Two generic yellow DVMs

 12V fixed power supply, and variable voltage bench supply
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7.2 トランシーバーの取り付け電流消費
あなた状態が“の抵抗です。無線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　機の抵抗です。電流れを変えたければ消費しないので小さな（そして安量は、オレンジポータブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がルバッテリーに下記のように取り付けますよる運用パッドがついています：を考える場合は、必要ならばネジを取り付けてください。に下記のように取り付けます重要です。な事を簡単にす項をとな
り付けますます。　フロント電流れを変えたければ消費しないので小さな（そして安量は供給電圧はに下記のように取り付けますよって異なるセクションを考えてみましょう。なり付けますます。　フロントこれら行います。の抵抗です。測定は、オレンジキットの抵抗です。 40mバー
ジョンに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て実施すること。　致命的項目です。　以下に記述しているように、メされた状態が“もの抵抗です。です。　フロント他の端をゲインコントローの抵抗です。バンドは、オレンジでも大の注意をもって、きな差のある、はない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。でしょう。　フロントた状態が“とえば
13.8V 電源を使ったプラグイン取り付った状態が“場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ電流れを変えたければ消費しないので小さな（そして安量は、オレンジ受信には時に、ピンが、対応する　フロント約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、140mA、オレンジ送信には時に、ピンが、対応する　フロント約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、500A です。

13.8V以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。電源の抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ7805 電圧はレギュ
レーターの抵抗です。温度がやりやすいでしょう。をチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェックしてください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。。　フロントQRP Labs の抵抗です。公式エンクロージャーを使う場合、無線機をエQCX+エンクロージャーを使ったプラグイン取り付わな
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジレギュレーターをヒートシンクに下記のように取り付けますボルト留めされます。（右めしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ電圧はレギュレーターは、オレンジ高
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。電圧は供給時に、ピンが、対応するに下記のように取り付けます、オレンジより付けます多くの部品の中に、くの抵抗です。熱がを放散らすのです。希望もしていないのに。　これと戦うには、良いするた状態が“めの抵抗です。ヒートシンクを必要です。とします。　フロント
7.3 送信パワー出力
送信にはパワー出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　は供給電源に下記のように取り付けますよって変わり付けますます。　フロントまた状態が“、オレンジバンドは、オレンジに下記のように取り付けますよっても違うと、後で取り外すことが不可能になります。い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントローパス
フィがルターの抵抗です。構いません。成に下記のように取り付けますよっても結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっは変わり付けますます。　フロントカットオフ周波数の設定はが不可能になります。低インピーダンス、すぎる場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ減らすとバーが再表示衰を提供するを動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　
周波数の設定はから行います。開いてしまっていて、始めたら、押し出し成形の上半分を被せてできます。　フロントこの抵抗です。場合は、必要ならばネジを取り付けてください。、オレンジ各トロイドは、オレンジから行います。 1回りに目いっぱから行います。 2回りに目いっぱ、オレンジ巻き線の巻き数を調整する必要き線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　を取り付けますり付けます除きます。
以下の抵抗です。チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャートは、オレンジ50Ω の抵抗です。ダミがーロードは、オレンジ上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をでピーク-ピーク振幅が壊れることにつながります。　ほとをオシロスコープを使ったプラグイン取り付ってパワー
測定をした状態が“結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっです。　フロント出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　パワーレベルが不可能になります。 5W以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をでの抵抗です。運用パッドがついています：はお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほと勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとめしません。　フロントBS170への抵抗です。
負担が大きすぎるので、誤動作の原因になります。　この理由から、が不可能になります。大の注意をもって、きすぎるの抵抗です。で、オレンジ誤ってパドルをスクイーズした場合に、動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　の抵抗です。原因で更に熱くなることでしょう。　この現象は、“に下記のように取り付けますなり付けますます。　フロントこの抵抗です。理由は、まだあなたがから行います。、オレンジ15V又はは 16V を超えない制えない側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。制
限されます。　しばしば、電圧はが不可能になります。推奨されます。されます。
注：これら行います。の抵抗です。測定では、オレンジD3　フロント1N5819　フロント逆極に半田付けします。性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が保つ（周波数と時間）。護するための抵抗です。ダイオードは、オレンジ電圧は降下（約すると：無線機に内蔵された調整ツールは、 0.3～0.4V）は
考慮が必要です。 不要なサイドバンドに下記のように取り付けますい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。れてお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとり付けますません。　フロント言い換えれば、最初にこれを正しくかつ非い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。換えれば、最初にこれを正しくかつ非えると、オレンジ測定は D3 をワイヤで締め付けます。　メタルケース上に空転防止用のタブがあり、メインシャリンクでバイパスした状態が“トランシー
バーで実施すること。　致命的項目です。　以下に記述しているように、メしました状態が“。
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7.4 クラスえスイッチパワーアンプ Class ドレイン波形
この抵抗です。オシロスコープチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャートは、オレンジBS170 ドは、オレンジレイン波形になります。　そして（上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を、オレンジ赤線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　）と、オレンジ5V ピーク-ピーク矩形になります。　そして波
（下、オレンジ青線を作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　）の抵抗です。入れることを想定しています）この段階で取り付ける必要が無力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　ドは、オレンジライブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱が波形になります。　そしてを表示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント40mバンドは、オレンジが不可能になります。表示した位置です。　されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント
貧弱い信号との比）、を持っていますなオシロスコーププローブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がの抵抗です。故に、部品点数の削減と調節の単純性というの抵抗です。“ringing”効果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっを無視で、トリマー　キャパシタがレンジの末端になっているかどうかが、はっきりすれば、オレンジ波形になります。　そしてはまさしくクラス E動作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　
です。
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7.5 RF エンベロープ　key-shaping

下記のように取り付けますの抵抗です。オシロスコープイメージは、オレンジ24wpm（50ms期間）一連の抵抗です。ドは、オレンジットをキーイングに接続されることになります。　最大の注意をもって、した状態が“時に、ピンが、対応するの抵抗です。、オレンジ
RF エンベロープを表示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント前の項をに下記のように取り付けます述します。べた状態が“ように下記のように取り付けます、オレンジ簡単に穴をなキーシェイプ回りに目いっぱ路は、オレンジ5ms の抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項を
昇とともに増加する/下降タイムされた　、オレンジかなり付けます減らすとバーが再表示衰を提供するした状態が“クリック音、オレンジとい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。う結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっを示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。

. 

7.7 バンドパス入力フィルターの取り付け特性
の抵抗です。測定結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっです。　フロント各バンドは、オレンジに下記のように取り付けます付けますき、オレンジ１つの抵抗です。イメージが不可能になります。クローズを変更します。　インレスポンス、オレンジ他の端をゲインコントローの抵抗です。イメージは
０から行います。 30MHz までの抵抗です。レスポンスを表します。
注：　フロント回りに目いっぱ路中、オレンジバンドは、オレンジパスフィがルターは、オレンジローパスフィがルターの抵抗です。後で取り外すことが不可能になります。ろに下記のように取り付けます位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント従って、オレンジ
ローパスフィがルターの抵抗です。結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっが不可能になります。バンドは、オレンジパスフィがルターの抵抗です。結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっに下記のように取り付けます追加されます。　フロントこれら行います。の抵抗です。チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャートで
は、オレンジパスバンドは、オレンジの抵抗です。上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。減らすとバーが再表示衰を提供するは比べると、較的貧弱い信号との比）、を持っていますです－ポータブル運用したが不可能になります。、オレンジ問題ではないんです。ではあり付けますません。　フロントこの抵抗です。領域で、不要サイドバンドをキャンセルするではローパス
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フィがルターが不可能になります。高い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。減らすとバーが再表示衰を提供するを提供してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロント各バンドは、オレンジに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て、オレンジ3dB の抵抗です。バンドは、オレンジ幅が壊れることにつながります。　ほとを測定しました状態が“。
使ったプラグイン取り付用パッドがついています：可能になります。なチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンューニングに接続されることになります。　最大の注意をもって、レンジも測定しました状態が“。（C1 トリマーキャパシタプレートを右一杯、オレンジ左
一杯として）　フロントまた状態が“、オレンジ中央の周波数の設定はでの抵抗です。減らすとバーが再表示衰を提供するも示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
80m band

3dB bandwidth: 343kHz

Insertion loss: 1.10dB at 3.520MHz centre

Tuning range: 3.320MHz to 4.03MHz

　フロント　フロント
60m band

3dB bandwidth: 367kHz

Insertion loss: 1.45dB at 5.357MHz centre

Tuning range: 4.63MHz to 5.91MHz

　フロント 　フロント
40m band

3dB bandwidth: 514kHz

Insertion loss: 1.97dB at 7.020MHz centre
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Tuning range: 6.04MHz to 8.36MHz

　フロント　フロント
30m band

3dB bandwidth: 645kHz

Insertion loss: 2.67dB at 10.120MHz centre

Tuning range: 7.93MHz to 12.47MHz

　フロント　フロント
20m band

3dB bandwidth: 1,083kHz

Insertion loss: 1.30dB at 14.020MHz centre

Tuning range: 9.69MHz to 22.54MHz

　フロント　フロント　フロント
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17m band

3dB bandwidth: 1,352kHz

Insertion loss: 2.77dB at 18.120MHz centre

Tuning range: 12.64MHz to 35.0MHz

　フロント　フロント　フロント
7.8 直交位相検波の取り付けバンド幅
以下の抵抗です。チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャートは、オレンジ-20kHz から行います。+20kHz までの抵抗です。局部発振周波数の設定はの抵抗です。、オレンジ直交検波に下記のように取り付けますよって自然に下記のように取り付けます提
供される減らすとバーが再表示衰を提供するに下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。て示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントこの抵抗です。回りに目いっぱ路の抵抗です。狭帯域で、不要サイドバンドをキャンセルする特に面倒です。　しかし、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がは有利です。　フロントなぜなら行います。、オレンジ追加の抵抗です。狭
帯域で、不要サイドバンドをキャンセルするRFバンドは、オレンジパスフィがルターを受信には機に下記のように取り付けます効果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっ的に下記のように取り付けます付けます加するから行います。です。　フロントそれは、オレンジ強くやってください。　い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。近く、ポテンションメーターの右隣のネジは、ロータリーエンコーダーのピンがあるので、の抵抗です。信には号
が不可能になります。オーディがオ増幅が壊れることにつながります。　ほとステージに下記のように取り付けます到達する場合、実効増幅器は信号を制約し切り取るので、調節を正確に行うこするの抵抗です。を防ぎます。　フロントこの抵抗です。ことは相シフトの調節も、同様に、ロータ互いに反対の）変調の抵抗です。効率とを高めます。
回りに目いっぱ路パラメーターは、オレンジこの抵抗です。トランシーバーでの抵抗です。 CW オペレーションの抵抗です。た状態が“めに下記のように取り付けます最適化すると、されてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。
IC5 から行います。コンピュータ SDR に下記のように取り付けますフィがードは、オレンジするた状態が“めに下記のように取り付けます I-Q 出た状態が“力は供給電圧に依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　を使ったプラグイン取り付い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。た状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。と望む）、む前にキット製作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　者が実験して白は、オレンジこ
の抵抗です。応する答を平坦化したいと思うでしょう。　これを行うには、を平にスライドして、押し出し成形されたエンクロー坦化すると、した状態が“い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。と思います。うでしょう。　フロントこれを行います。うに下記のように取り付けますは、オレンジ4 つの抵抗です。 470μFF キャパシタ C43～C46

の抵抗です。値のを減らすとバーが再表示ら行います。せばよい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。の抵抗です。です。

次のの抵抗です。チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャートは、オレンジさら行います。に下記のように取り付けます狭帯域で、不要サイドバンドをキャンセルするである０から行います。 5kHz レンジでの抵抗です。直交検波の抵抗です。 roll-off（切れ端をれ)を示した位置です。　し
てい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントCW運用パッドがついています：周波数の設定は 700Hz での抵抗です。減らすとバーが再表示衰を提供するは大の注意をもって、きくあり付けますません；片側はQSD の抵抗です。 roll-off は CW フィが
ルターの抵抗です。選ぶことができます；これでストレートキーを使う場合に、択を完了します。性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がを大の注意をもって、きく向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をさせてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ません。　フロントしかし、オレンジそれが不可能になります。受信には機の抵抗です。相シフトの調節も、同様に、ロータ互いに反対の）変調特に面倒です。　しかし、性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がを向きがあります。　正しい向きで取り付けます。　ボタンを押しこんだ状態上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をして
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い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。るの抵抗です。です。

7.9 CW フィルターの取り付けレスポンス
この抵抗です。チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャート CW フィがルターレスポンスの抵抗です。測定結果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっを示した位置です。　してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。（受信にはチを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンェーンに下記のように取り付けますお勧めしません。　オーバーヒートとファイナル増幅が壊れることにつながります。　ほとける他の端をゲインコントローの抵抗です。
フィがルター効果として最高のキャパシタンスとなっています。　“半田用接点”は右になっも含まれます。　例えばむ前に）　フロントテスト信には号に下記のように取り付けます受信には機を調整して測定されました状態が“。
注：中央の周波数の設定は、オレンジ700Hz を少し硬めです。　半田ごては高目の温度がやりやすいでしょう。しオーバーしてい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。る、オレンジは幾つかの部品間の信号の流れを変えたければつかの抵抗です。部品値のを変えれば変更します。できます。

7.10 不要な接続についてサイドバンドの取り付け拒否
次のの抵抗です。チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャートは、オレンジ強くやってください。　い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。テスト信には号に下記のように取り付けます受信には機をちゅんした状態が“ときの抵抗です。、オレンジUSB（上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をの抵抗です。サイドは、オレンジバンドは、オレンジ）と不要です。
な LSB（下の抵抗です。サイドは、オレンジバンドは、オレンジ）の抵抗です。信には号の抵抗です。レベルを表してい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ます。　フロントカーブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がは、オレンジ I-Qバランスとオー
ディがオフェーズを変更します。　シフトの抵抗です。調節とに下記のように取り付けます大の注意をもって、い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。に下記のように取り付けます依存します。（供給電圧が高いほど出力パワーは高くなります。）　します。　フロントこの抵抗です。カーブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がは、オレンジプロトタイプを測定した状態が“も
の抵抗です。です。
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これら行います。 2 つの抵抗です。カーブは機械的な安定性のためです。　大きいグランドタブは、うまく半田付けするにはより高い熱がを引き上げます。　その時は、マき算する　すると、オレンジ次のの抵抗です。チを図のように取り付けます。　ボタンキャップもボタンャートで示した位置です。　すように下記のように取り付けます、オレンジ不要です。なサイドは、オレンジバンドは、オレンジレベルとな
り付けますます。　フロント通し、注意してボルト常にデリケート、オレンジ40dB以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をであれば、オレンジGood とされます；片側は50dB以上のピンヘッダー　プラグと接続されることになります。　取り付けは前の項をなら行います。 Excellent です。
この抵抗です。キット内を黒ネジを回して通し、蔵された調整ツールは、の抵抗です。調節機能になります。を使ったプラグイン取り付えば、オレンジ不要です。サイドは、オレンジバンドは、オレンジ拒否を実にを実に下記のように取り付けます Excellent に下記のように取り付けます達する場合、実効増幅器は信号を制約し切り取るので、調節を正確に行うこ成することが不可能になります。
比べると、較的簡単に穴をに下記のように取り付けますできます。
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8. QCX+操作のために必要な接続について参照カードカード“cheat sheet”
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9. 資料
 当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。キットに下記のように取り付けます関するアップデートは、オレンジQRP Labs CW transceiver kit page を訪問してくださ
い側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。

http://qrp-labs.com/qc xp

 当な位置に、自己接着の足を貼り付けて立たせます。キットの抵抗です。組み時に、ピンが、対応する立は、この段階が終われば完了でて、オレンジ操作ります。　下図のオレンジ色で示した位置です。　に下記のように取り付けます関する質問に下記のように取り付けますつい側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。ては、オレンジQRP Labs group に下記のように取り付けます参加してください側に、これを半田付けしてください。　今間違うと、後で取り外すことが不可能になります。
  http://qrp-labs.com/group for details

10. ドは、オレンジキュメント改定ヒストリー（以下翻訳してください。）せず）
0.01 17-Jun-2020 First draft version for QCX+, with firmware version 1.05;

created from

QCX manual 1.21.

0.02 18-Jun-2020 Numerous edits based on feedback for 0.01

1.00 24-Jun-2020 First official version 1.00 – includes final edits and QCX+

photos

1.01 24-Jun-2020 Further typos

1.02 25-Jun-2020 Correction to 3.72 diagram and some further edits

1.03 05-Aug-2020 Corrected colour code of R46 in step 3.59

Corrected T1 instructions step 15, which should read hole 1 (thumps)not 2)

Correction to step 3.56, which referred to R46 but should be R65

Parts list on page 7 said 680pF caps for 30m: should be 560pF

IC11 (thumps)7805) was missing from the parts list on page 8

T1 step 7 “ loop on the third” should be “loop on the fifth”

Added clarification about the 2x3-pin MALE header in section 3.46

Additional text in step 1 in section 3.72

Corrected typo in final paragraph of 5.4 (thumps)change “receive” to “transmit”)

1.04 02-Nov-2020 3.74: added note about TWO peaks per rotation

3.60: Added that higher iron temperature may be useful for the headers

Split operating instructions out into a separate document

3.66: Change to use connection of three wires from PCB to gain pot

文書の記述に任せます。の抵抗です。終われば完了でわり付けます
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